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プロローグ









　広いホールに、煌びやかなシャンデリアと優雅な音楽。着飾った男女が手を取り合って踊り、笑い合う。彼らは一夜の夢に酔ったように、享楽に耽っている──。

　夜会というものは、どうにも慣れない。

　人々の中心で注目を浴びている深紅のドレスを着た黒髪の女が、小さく溜息を吐く。

「へえ、あれが『勇者』か」

　そんな囁きがあちこちから聞こえてくる。

　品定めをするような視線に、女は眉をひそめた。

「レーナ」

　一緒に踊っている男が名前を呼ぶ。

　咎めるような声の響きとは裏腹に、表情はどこか愉快そうだ。レーナと呼ばれた彼女のドレスよりもさらに紅い髪を揺らし、同じ色の瞳を細めてくすりと笑う。

「……やけに楽しそうね」

　嫌味っぽくレーナが囁くと、男が尚のこと唇の端を釣り上げた。

「あの時は踊れなかったからな」

　彼の言うあの時とは、ふたりが出会った夜会のことだ。

　そう気付いて、レーナが頬を赤らめる。その反応すら彼を愉しませるとわかっていても、どうしようもない。

　レーナが黒い瞳を半目にして睨みつけると、彼はわざとらしく小首を傾げてウィンクをしてみせた。やたらに見目の良い男の色っぽい仕草に、こちらを窺っていた女性たちから黄色い声が上がる。

「すっごい見られてる……」

「見せつけるのが役目だ」

　男はそう言って、華麗なステップでレーナをくるりと一回転させると、胸に抱きとめ額に軽くキスをした。

「ちょっ……！」

　わあ、とどよめきなのか歓声なのかわからない声がする。

「勇者と魔王が愛し合っているというのは、やはり本当だったのか……！」

　抗議しようとするレーナの耳に、そんな周囲の声が届く。

「……っ」

　言葉を飲み込んだ彼女を引っ張って、男は再び踊り出した。

　密着度があがり、レーナの心臓は無駄にドキドキして落ち着かない。

「ほ、本当じゃないし……」

「おい、往生際が悪すぎるぞ」

　小声で不満を言うと、男があきれたように窘めてきた。

　わかっているけれど、心が追いつかない。むくれながら彼を睨みあげると、ルビーよりも深い紅の瞳が、こちらをじっと見つめていた。

「レーナ」

「う……」

　彼の腕がレーナの腰に回され、グッと引き寄せられる。体が密着し、彼の胸板に自分の胸が押し当てられた。さらに早くなる心臓の鼓動に、顔が熱を持つ。

「レーナ……」

　もう一度、彼は慈しむように名前を呼ぶと、その恐ろしいほど整った顔面を近付けてくる。

　──仕方ない、これも役目だから。役目なんだから！

　そう割り切って目を瞑ると、唇にふわりと柔らかい感触がする。

　ざわ、とまたどよめきが起こるが、レーナはもうそちらを気にしている余裕はなかった。

　彼の優しくあたたかい唇に、衆目の中でとろけてしまわないよう必死で耐える。思わず砕けそうになる腰を、彼が片腕を回して支えた。

「……キスくらいで。驚くほど可愛いな」

　唇が離れると、悪戯っぽく笑って耳元で囁く。

「さあ、我が妃。俺を好きで堪らないという顔をして」

「うるさい。しない」

　拗ねるように言って、レーナは真っ赤になっているであろう顔面を隠すために、彼の胸元に顔を埋めた。これで、どんな表情をしているはかわからないだろう。

　レーナの小さな抵抗に、男は楽しそうに肩を震わせている。

　──こいつ……。

　腹に一発、拳を入れてやりたいのを必死で我慢する。

　彼女の役割は、彼──『魔王』と仲良くすることなのだから。

「……あぁ、こんなことになるなんて」

　顔を埋めたままぽつりと不満を漏らすと、彼は宥めるようにレーナの長い黒髪を撫でた。愛おしげに触れる指先に、心臓が勝手に高鳴る。それが悔しい。

　──まさか勇者の私が、魔王と結婚だなんて。

　なぜこんなことになったのか。

　レーナは心の中で大きな溜息を吐き、魔王の腕の中でぼんやりとこれまでのことを思い返していた。








１　異世界から来た、勇者さま









「和平、ですか……」

　それは、ほんの少し前。勇者レーナの後見人である、カンザレアの王太子エリオットによって告げられた。

　彼は綺麗な蜂蜜色の髪をサラリと揺らすと、青い瞳を細めて執務机越しに小首を傾げる。

「不満そうだね？」

「そっ、そういうわけでは」

　長年の敵国である魔界と和平を結ぶ。それはどう考えても慶事で、不満を抱いていいものではない。

　──ただ、私は……どうしたらいいのだろう……。

　勇者として戦ってきたレーナは、微妙な立場になってしまう。項垂れる彼女に、エリオットは微笑みかけた。

「今後のことは、また詳しく話すよ。和平のための会議にも出席してもらうかもしれないから、そのつもりで」

「はい」

　どう考えても良い方に転びそうにない。レーナは青ざめたまま部屋を出た。




　レーナ、こと笹ささ崎ざき玲れい奈なが『勇者』になった経緯は、さらに三年ほど前まで遡る。

　彼女はある日、別の世界からやって来た。当時、十七歳の高校生だったレーナは、通学途中に増水した川に転落して溺れ、気付いたらこの世界に転移していたのだ。

　物語によくあるような、異世界から来た少女。

　ただし物語と違うのは、レーナは誰かに必要とされて召喚されたわけではないということだった。彼女の来訪を知るものはなく、森の中を独り彷徨っているところを、カンザレアという国に保護された。

　そこで、帰還方法が誰にもわからないということ、たぶんレーナはあちらの世界で死んでいるということを教えられた。

「我々が君を呼んだわけじゃない。君が勝手にやって来たのだから。……悪いね」

　ショックを受けるレーナに淡々とそう告げたのは、青い瞳と金の髪をした少年、カンザレアの第一王子にして王太子であるエリオットだった。

　彼はまだ若干十五歳の少年ながら、病弱な王に代わって国の政務に携わっており、学者や研究者たちを自由に使うことができた。そのおかげで、エリオットはレーナのいた異世界についてもかなり調べることができたのだ。

　彼に世話になるということは、王太子の手駒になったということだ。レーナは彼に言われるまま、この世界の伝説を受け入れるしかなかった。

　学者たち曰く、「彼らはたった独りでやって来る。そして、王家に伝わる『聖剣』を扱える力を持つ。その者を『勇者』と呼ぶ」のだと。

（勇者なんて、馬鹿みたい）

　そう思っても、口には出せなかった。

　エリオットが試しにと、レーナを中庭へ連れていく。そこには、大岩に刺さった一振りの剣があった。

　促されるまま手に取り、引き抜いてみる。剣はあっさりと岩から抜け、その手に収まった。

　その瞬間、レーナの肉体に過去の勇者たちの力が流れ込んできた。

「伝説は本当だったのか！」

　そう沸き立つ王子と臣下たちは、これで憎き魔族どもを討つことができると喜んだ。

　この世界の人間は弱く、魔族には長いこと苦戦を強いられている。時おり人間の国へ攻め込んでくる奴らを押し返すのが精一杯で、魔族を束ねている者や、彼らの王である『魔王』を倒すことは、とてもできそうにない。魔王がどこにいるのかさえわからないという。

　だが、レーナがいれば魔王の居場所を突き止め、倒すことができるかもしれない。

　──『勇者と魔王は惹かれ合う』

　そう伝説にあるのだ。

　ただ問題は、今現在の魔族の動きだった。

　ここ十年ほど、奴らはひどく大人しい。魔物と呼ばれる魔界生物の脅威はあるものの、魔族の姿をめっきり見なくなったのだ。地下にある魔界に潜って動きの見えない彼らの動向を探るのは難しく、どうなっているのかわからずに不気味だった。

『彼女を勇者として擁立し、魔王を倒そう』

　そう言い出す者と、

『魔族が大人しい今、敵対する存在である勇者を迎え入れるのには反対だ』

　という者とで、連日話し合いが持たれた。

　藪を突いて蛇を出すわけにはいかない。議論は宙に浮き、レーナは曖昧な存在となり、最終的に判断は彼女自身に委ねられた。

　──戦いたくない。痛いのも、怖いのも嫌。

　それが本心だ。けれど、元の世界へ帰れないのなら、ここでひとりで生きていくしかない。なにもわからない、知らない世界で。

　どうにかして逃げ道を作ろうと頑張ってはみたけれど、結局、不器用な彼女には無理だった。役にも立たず、居所もなく、なにもせず王宮にいるのは非常に居心地が悪い。

　そのうちに貴族たちがレーナを政治的に利用しようという思惑を抱き始めたものだから、エリオットが仕方なく、彼女を逃す形で聖剣を持たせ勇者として旅立たせた。




　そんなわけで、追い立てられるように魔王討伐の旅に出たのだ。

　お供は王宮魔術師団勤めだったという、ふわふわな水色のショートヘアと紫の瞳を持つ女魔法使い、リザ・ウィンスト、のみ。強い騎士とかそういう仲間が欲しかったが、急拵えのパーティでは難しかったのかもしれない。

　中世みたいな異世界で女ふたり旅など大丈夫かとレーナは心配したけれど、リザは王宮勤めには珍しく、旅慣れていて天真爛漫な自由人だった。

「まあ、楽しまなきゃ損っしょ」

　なんて笑いながら豪快に魔法をぶっ放し、魔物を倒してはその豊満なボディを活かして各地で男を漁っていた。

　欲望に忠実すぎるリザは、問題児として王都から厄介払いされたのかもしれない。けれどそのカラッとした態度と裏表のない性格に影響され、うじうじ悩んでいたレーナも馬鹿らしくなり、旅を楽しむようになっていった。




「レーナ、そっち行ったよ～！」

　リザがマントをひるがえし、狼のような魔物を炎の魔法で追い立てる。派手な火柱で周囲を囲われた魔物たちは、逃げ出すためにわざと開けられた炎の切れ目へと一斉に向かった。

　そこに、剣を持ったレーナが待ち構えている。

　彼女が聖剣を振るうと、魔物が次々と切り裂かれていく。まるで歴戦の戦士のような身のこなしで、ほとんどを瞬時に倒してしまった。

　わずかに取りこぼした魔物は、リザが氷の槍で仕留める。炎と氷、別の属性をここまで巧みに扱える彼女は、まさに凄腕の魔法使い。実力だけなら勇者の仲間に相応しい。

「勇者様、ありがとうございました！」

「これくらい、お安い御用です」

　討伐の依頼を出した町に戻ると、人々がレーナを囲んで口々に礼を言う。

　レーナは勇者らしく元気に答えて、頭の高い位置でひとつに束ねた黒髪を揺らし、黒曜石のように煌めく猫目を細めてにっこりと微笑んだ。

　本当は、聖剣による動きに筋肉が追いつかず、全身が痛い。それを我慢して、彼らに笑いかけ続ける。

「くっ……」

　これに慣れるには、もっと筋肉をつけなくてはいけない。

「リザちゃ～ん！」

「はぁ～い！」

　レーナがひとり苦しんでいる横で、リザが町の男たちに向かって豊満な胸をぽいんぽいん揺らしながら手を振っていた。

「この村って、意外といい男がいるよねぇ。今夜は誰と遊ぼうかなぁ。みんなで一緒に遊んじゃおっかなぁ」

「爛れてる……」

　痛みに悶えながらそう呟くと、リザはレーナにキラキラした目を向けた。

「レーナも恋しようよ！　一緒に遊ぼう！」

「あんたのソレは、恋って言わない」

　まったく、淫乱豊満魔法使いめ。

「早く行こう……」

　けれどいつもならポンポンと言い合いになるはずが、レーナが額に脂汗を浮かべているのを見て、リザは手を振るのをやめて頷いた。

「おっけー、休もう。大丈夫だよ、宿はすぐだからね」

　自由奔放な彼女も、こんな時ばかりは年上のお姉さんぶるのだから、少し笑ってしまう。

「そんなに無理して勇者なんて、やらなくていいのに」

　疲れたからと早々に宿で休む宣言をして、来客を拒否した。身を清め、着替えてベッドに沈み込むレーナに、リザがそうぼやく。

　──無理しなくちゃ、誰が私のことを受け入れてくれるの？

　呼んでいない勇者なんて、この世界にいらない、火種になりうる異物なのだ。そう、レーナは心の中で反論する。

　見捨てられたら、家もなく、行くあてもない十七歳の少女が、見知らぬ世界で生きていけるはずがない。だからこの世界の一員でいるために、レーナは勇者という職務を全うしなくてはならないのだと感じていた。

　異世界人だけれど、勇者として価値のある人間であれば、自分にもこの世界での居場所が見つかるかもしれない。それが、この世界に居ていい理由になると、そう思っていた。

　そうしてレーナは、勇者としての努力を重ねていった。聖剣の扱いにも慣れ、いつしか筋力もついて難なく使いこなせるようになる。リザは相変わらず男を取っ替え引っ替えしていたが、特にトラブルもなく旅は続く。

　各地の強い魔物を倒し、人々を助けながら、魔王を探して世界中を歩き回った。

　しかし、それから三年。

　魔王どころか、魔族にすら出会うことはなかった。

　──勇者と魔王は惹かれ合う。

　エリオットは確かにそう言ったのに、これでは魔物退治を請け負う冒険者と変わりない。

　そして旅に行き詰まりを感じてきた頃。レーナの元へ、件の「人間と魔族の和平が成立しそうだ」という知らせが飛び込んできたのだ。

　人間の大国カンザレアと、魔界アルダベルドが和平を結ぶ。そうなれば人間側の小国は次々とそれに倣うだろうし、なによりレーナはそのカンザレアより送り出された勇者だ。

　平和な世界に、勇者は用無しである。

　こうしてレーナは何も成せぬまま、ついに無職になったのだった。
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「……転職、しなきゃなぁ」

　ぼんやりとそう呟いて、レーナは斬りかかってくる相手の剣をひらりと避けた。

　おおっ、というどよめきを聞きながら、二撃、三撃と続く攻撃もかわしていく。

「くっ……」

　対峙している騎士が、どこかうわの空の彼女を見て、悔しそうに唇を噛んで大振りで襲いかかってくる。それも半身で避けてから、レーナは彼の腹に鞘付きの聖剣で一撃を入れた。

　うっ、と呻いて、男が片膝をつく。

「参りました……」

「ありがとうございました」

　レーナが深々とお辞儀をすると、その場をぐるりと見渡した。

　辺りには、二十人近くの男たちが倒れている。

　ここは王城にある騎士団の訓練場。和平が決まって城に呼び戻され暇を持て余していたところ、彼らに手合わせを頼まれたのだ。

「いやぁ、さすが勇者様」

「こんな小娘に……聖剣の力だろ、クソッ」

　褒め称える声と一緒に、悔しそうな呟きが聞こえてくる。

　否定はしない。この強さはまさしく聖剣のものだ。

　勇者のみ扱える聖剣は、歴代の勇者たちの力が宿っている。その剣技は魔族と渡り合うためのもの。レーナに勝てる者は、人間にはほとんどいない。

「聖剣がなきゃ、ただの小娘だ」

　それもその通り。彼女の見た目は、三年間剣を振るって多少筋肉がついているとはいえ、ただの小娘だった。

　そんな小娘に手合わせを願った騎士が二十人も続け様にのされて、彼らも面白くないのだろう。

「頼まれたから相手してるのに……」

　嫌味を言われるなんて、まったく理不尽な話だ。

　レーナはさりげなく終了の雰囲気を出しつつ、訓練場の端に逃げた。

「おっかえり、レーナ。お見事～」

　そこには、タオルを手にピョンピョンと跳ねている水色の髪の女性が待っていた。彼女が跳ねると、そのふわんふわんな髪と一緒に豊かな胸も弾む。

「リザ、お待たせ」

　タオルを受け取り、汗を拭う。

　さすがに二十人は疲れた。早く倒しすぎないようにするのが。

「待ってる間に声かけられちゃった」

　彼女は困った顔で笑うと、プレゼントされた花や小物を見せてくる。さすが騎士、キザな贈り物だ。

「わざとでしょ。またそんな胸元の開いた服着て、こんなとこ来てさ」

「あぁん、バレた？」

「ダメだよ。誑たぶらかすのはやめなさい」

「わかってるって。お城の男には手を出しません。……面倒くさいもんね」

　レーナがリザの肩を軽く小突くと、彼女はペロリと舌を出して笑う。

　勇者パーティ唯一の仲間であるリザ・ウィンストは、少々男癖が悪いことを除けば凄腕の魔法使いである。本当に。

　レーナは彼女とずっとふたりで旅してきたので、扱いにも慣れたものだ。

「てか、ゲンキンなもんだよね。三年前は、どこの誰だかわからん小娘って追い出されたんでしょ？」

　リザは不愉快そうに唇を尖らせて、騎士たちを肩越しにチラリと覗き見た。

　昔のレーナが、剣を振るったこともない、正真正銘ただの小娘だったのは、一緒に旅立ったリザも覚えている。無力な者を危険な世界に放り出しておいて、帰ってきたら力試しさせろだなんてご都合主義もいいところで、はなから異物として扱っていることに腹が立つ。

　それでもレーナは、必要とされることにわずかな喜びを感じていた。

　居場所がなくて旅に出た。元の世界では考えたこともなかったが、ただそこに居るだけで、そこが居場所になるわけではない。必要とされてこそ、この世界の一員になれるのかもしれないのだ。

　だから、もし自分が役に立てることがあるのなら、なんだってしたい。そうレーナは考えている。

　けれど魔族を倒す必要がなくなり勇者でなくなったなら、レーナの存在意義は変わってしまう。そうなると、問題が発生した。

「勇者じゃなくなったら、どうやって生きていこう……」

　三年の間、色々と考えていたけれど、自分には何もできそうにないのだ。スイッチを押せば勝手に電気が点くような世界で生きてきた彼女にとって、この世界は厳しすぎる。

「聖剣を返せって言われたら、剣技もできないし……」

　今のところ、特技といったらそれだけだ。

「持ち逃げしちゃえばいいじゃん。元々、勇者のものなんだし。で、魔物討伐の冒険者にでもなれば？」

「そんなのだめ」

　リザの提案に、レーナは首を振った。

　聖剣は勇者のものだけれど、勇者だけのものではない。どちらかというと、カンザレアに借りているという意識が強い。

「変なとこ真面目っていうか……融通がきかないよね」

「あんたはユルすぎ」

　呆れてそう返すと、リザは肩をすくめてみせる。

　そんなことを話しながら訓練場を出てリザとふたりで歩いていると、ふいに背後から声がかかった。

「レーナ、リザ。ちょうどよかった」

　涼やかな声に振り返れば、そこには金の髪と青い瞳の青年が立っていた。

　この城の中で一番豪奢な衣装を身につけ、数人の供を連れた彼は、言うまでもなく王太子エリオットである。

「殿下……このようなところまで、何か急用ですか」

　レーナがほんの少しだけ嫌そうな顔をするのを、彼は見逃さない。少しだけ困ったようにくすりと笑って、わざとらしく小首を傾げてみせる。

「ずいぶん改まった言い方をするね。少し前まで、エリオって呼んでくれていたのに」

「今は、もう立場もわかっているので」

「別にわからなくていいよ。君は僕に気を使うような立場じゃないんだ。ねえ、勇者様？」

「そういうわけには、いかないでしょ」

　レーナはきょろきょろと周囲を見回してから、小声で彼に囁いた。

　二つ年下の彼は、少し前までレーナより背が小さかった。だからつい、弟のように接して可愛がっていた。それが今や、見上げるほど大きくなっている。

　少年から青年へ。三年間、ろくに顔を合わせないうちに大人になってしまった。

　と同時に、王太子としての立居振る舞いもそれらしくなっていて、どうしても十五歳の頃のようには接することができない。

　前から飄々としたところはあったが、十八歳の彼はさらに絡みづらくて、レーナはちょっと苦手である。

「で？　なんなの、わざわざ」

　小声のまま尋ねると、エリオットが懐から二枚のカードを差し出した。

「明日、王家主催の夜会がある。国内の重要人物を集めた、まあ、和平会議の前夜祭のようなものだよ。それで、君たちにもぜひ出席して欲しいんだ」

　カードにはご丁寧に、飾り文字でエリオットの名が書かれている。どうやら招待状のようだった。

「は？」

「やったー！」

　驚いているレーナの横で、リザが手を叩いて喜ぶ。

　エリオットは微笑みながらリザにカードを渡し、もう一枚のカードをレーナに突きつけてくる。

「別に強制ではないよ。ただ、たまにはドレスを着て楽しむのもどうかなと思ってね」

　これは僕からの、ほんの労いだよ。

　そう言って、なかば無理やりレーナに招待状を握らせた。

「……」

　強制ではない。そう言いながら強引に渡してくることからみて、これは強制なのだろう。

　いよいよお役御免の用無し勇者に、嫁の貰い手でも探して厄介払いでもしようというのだろうか。

　今もまだ、レーナはエリオットに世話になっている。旅の間は路銀も貰い、身元の保証もしてくれた。いわばパトロンである彼に逆らうことはできない。

　ドレスも用意しているから心配しなくていいとまで言われては、行くしかなかった。

「……わかりました。お言葉に甘えて、出席させていただきます」

　行きたくない！　と心の中で叫びつつ、レーナは頭を下げる。

　エリオットはにっこりと満足そうに微笑むと、

「そうか。では、楽しんで。君のドレス姿を楽しみにしているよ」

　と手を振って、マントを翻し去っていく。

「ラッキー！　たくさんオシャレしていこうね！」

「……あんたは気楽でいいよねぇ」

　レーナははしゃぐリザを一瞥し、陽の光にきらめく金髪を見送りながら、深い溜息を吐いた。




＊＊＊




「今夜は無礼講だ。好きに楽しんでくれ」

　そう言われて本当に無礼講をやる奴は、きっとあんまりいない。

　だが、自分の相棒は違ったようだ。

「リザ、どこに行っちゃったのかしら……」

　広いホールにたくさんの着飾った招待客が集まっている。その中で、レーナは辺りを見回しながら呟いた。

　パーティが始まり、エリオットに挨拶して好きに楽しめと言われてすぐ、一緒に来たはずの相棒リザは姿をくらましてしまった。たぶん、見えないところで取っ替え引っ替え楽しんでいるのだろう。何を、とは言わないが。

　放置されたレーナはひとり、数少ない貴族の知り合いと軽く挨拶を交わしてから、仕方なく壁の花になっていた。

（だって、社交とか、わかんないし……）

　勇者の存在は知られていても、貴族はレーナの顔すら知らない者がほとんどだ。領地が危機にさらされない、王都近郊の貴族は特に。

　それに、見知らぬ貴人と挨拶を交わしても、相手にもこちらにも利益はない。

　リザのような楽しみ方もあるのだろうが、それも自分にはできそうになかった。たまに貴族の青年たちが視線を向けてくるが、きっと物珍しいだけだ。

　夜会に来ている令嬢たちは、皆ほっそりとしている。日に焼けてもいないし、色白で綺麗だ。

　華奢で折れそうな彼女たちとは違って、レーナは鍛え上げられたしなやかで健康的な肉体をしている。腹筋は割れているし、手袋で隠された手は剣ダコだらけだ。

　今夜はエリオットの用意した深紅のドレスを着て、長い黒髪に真珠の髪飾りをつけた令嬢のような姿をしているが、誤魔化せてはいないのだろう。

「まぁ、声は掛けてこないよね……やっぱり」

　チラチラと視線は感じるが、素通りしていく。

　せっかく着飾ったのだから、素敵な誰かに誘われて踊ったりしてみたい──なんて少しは思うけれど、そんな人は現れそうになかった。

　そうなると、壁際で酒を飲んでいるしかない。手持ちのグラスをグイと飲み干し、給仕から新しいものを受け取ると、そっと窓際へ近寄って夜空を眺める。

　青と黄、二つの月が、ぼんやりと輝きながら浮かんでいる。

　知らない空。やはり、自分の世界とは違う。

「早く帰りたいな……」

　この喧騒の中に孤独でいることが、レーナの心を掻き乱す。

　私と同じ気持ちでここにいる人なんていない。誰も声を掛けないし、誰も本当の私を知らない。この世界に、自分はたった独りなのだと──。

　沈みそうになる気持ちを奮い立たせて、レーナは顔をあげた。

　一応、パーティには出席はしたのだから、そろそろ帰っても文句は言われないだろう。

　そう思って、リザを探してきょろきょろと辺りを見回した時だった。

「どこの田舎娘だ？　そんななりでは相手もいないんだろ。俺が遊んでやろうか」

　下卑た笑いと共に、ひとりの貴族らしき男がレーナの前に立ち塞がった。

　男は高そうな服とバッチリ決めた髪型をしているものの、相当に酔っているのか酒臭い息を吐きフラフラしている。

　上から下まで舐め回すような視線を向けられ、レーナの腕に鳥肌が立った。

「いいえ、結構です」

　レーナは引き攣った笑いを貼り付けて一礼し、彼の横を通り抜けようとする。

　だが、男の体がそれを阻んだ。

「いいから、こっちへ来い」

　そう言って乱暴にレーナの手を掴もうとするのを、ひらりとかわしてまた歩き出す。

　だが、男はフラフラしながら執拗に行く手を阻んできた。

　──しつこい！

　伸ばされた手を思わず片手でひねり上げ、レーナは彼の背後を取ってしまう。

　腕を拗られ、男は悲鳴をあげた。

「痛……っ!?」

「いらないって言ってるでしょ」

　苦痛に顔を歪める男の耳元に、低い声で囁く。

　男は呆然としながら、なんとか首を回してレーナを見た。その瞳が大きく見開かれている。

　おそらく、体格からして彼も素人ではないのだろう。それをひとひねりしてしまう彼女に驚いている。ずいぶん甘く見られたものだ。

「私が誰だか、あなた知らないの？」

「き、貴様……っ！」

　侮辱されていると思ったのか、男がこちらを睨みつけてくる。

　勇者が出席しているということを知らないのか、情報が伝わっていないのか。わからないが、彼は気付いていないらしい。

　レーナは呆れて溜息を吐くと、男の腕から手を離した。はずみで転がるように逃れた男が、「覚えてろよ！」などと捨て台詞を吐いて、這うように逃げていく。

　やれやれ、と肩を落としたところで、はたと周囲を見回した。

　ひそひそと、扇子で口元を隠した令嬢や貴族たちの囁き合う声がする。明らかに身分が上の相手を暴力でねじ伏せてしまったことが、たぶん不味かったのだ。

　──好きに言うがいいわ。

　レーナはフンと強がるように息を吐いて、慣れないドレスの裾を持ち、ドスドスとひと気のない方へ歩いていく。

　──こんなところ、来たかったわけじゃないし！

　あんなふうに強引に誘うのは、元いた世界では立派なセクハラだ。けれど、ここでは自分で切り抜けなければ誰も助けてはくれない。それなのに、跳ね返せば後ろ指をさされる。

　悔しさにきゅっと唇を噛んだ。

　アレが実はものすごい偉い人で、エリオットに恥をかかせていたらどうしよう。でも、あんなのと遊ぶのは絶対に嫌だ。ていうか、声を掛けてくるのがあんな奴だけだなんて……！

　悲しくなりながら、リザを探す。けれどやはり見当たらない。

　──もう、どこいっちゃったのよ……。

　早く帰りたい。けれど置いて帰るわけにもいかず、レーナは仕方なく酒を飲んだ。

　酔ったせいか気弱になっているせいか、それとも感情が昂っているからか。杯を重ねていると、ほろほろと涙が溢れてくる。

　見られないよう、そっと物陰に移動した。

　帰りたい。帰りたい……。仕舞い込んでいた思いが結びついてしまって、久々に顔を出す。

　帰りたい。ここではない場所。城に用意されている自分の部屋にではない。

　──元の世界に。

「帰りたい……」

　どれだけ求めても意味のない願いだからこそ、蓋をしてきた。前を向いて生きなきゃと言い聞かせてきた。だけど、今までやってきたことに結果が出せず、役目だと思ってきたことが無駄になって。

　存在意義が、目標が、消えてしまった。

「私、なんでここにいるんだろ……」

　勇者じゃなくなった自分は、この世界ではただの異物だ。

　ひと目を避けて暗がりへ歩き、カーテンの影になっている長椅子に腰掛ける。

　喧騒から離れていると、少しだけ落ち着いた。肘掛けにもたれて、泣きながらちびちびとグラスを傾ける。

　その時、ふと頭上から影が落ちてきて、耳触りの良い声が降ってきた。

「おや。さっきの威勢のいいお嬢さんじゃないか」

　見上げれば、サラリとした長く艶やかな深紅の髪が、目の前で揺れている。

「あなたは……？」

　レーナは問い返しつつ、近寄ってきた男を警戒した。泣いている女に近寄る男も、またろくでもなさそうだと思ったのだ。

　だが彼は痛ましげな表情でレーナの横に座ると、ハンカチを差し出してきた。

「俺の国にもいるよ、ああいうの。気にしないほうがいい」

　ハンカチを受け取りながら、レーナは男を観察する。

　驚くほど好みの顔だ。きりりとした眉、ツンと尖った高い鼻に、薄く形のよい唇。まるで彫刻のように端正な顔立ち。それを彩るような切れ長の赤い瞳と、長く美しい深紅の髪。髪は品よく後ろでひとつに括られ、銀の装飾のついた絹のリボンがかけられている。

　完璧なのは顔だけではなく、その体躯もだ。

　長身で程よくがっしりとしており、おまけに身につけているものは素人目にも仕立ての良さがわかる逸品だ。銀の縁取りのある漆黒の生地には、光の加減で黒い刺繍が細かに施されている。

　あまりのハイスペックさに、酒が回ってクラクラした。

　絶対お金持ちだ。どこの国の王子様だろうか。少なくとも上級貴族に違いない。

　そんないい男が、酔って泣いている女を口説きに来るだろうか。この人ならば、自分など相手にしなくてもよりどりみどりだろうに。

「……ありがとうございます」

　警戒心を膨らませながら、ハンカチで涙を拭う。すると、男が困ったように苦笑した。

　社交界に慣れていないレーナは、表情をうまく隠せていないのだろう。思っていることが筒抜けなのだ。

　あからさまに不審者扱いされた男は、顔を寄せて彼女に囁く。

「君は馬鹿なのか？　誘いを断っておいて、こんな場所に逃げ込むのは悪手だ。泣いている時は、特に」

「……どういうこと？」

　カチンときたレーナが睨むようにして問うと、男は目線だけを動かして言った。

「周りをみろ」

　レーナも倣って、あまり目立たないようそっと周囲を見渡す。

　視線を遮るように引かれたカーテンと、暗がりに置かれた長椅子。そこかしこから、男女の囁き声がする。

「あ……」

　ここは男女の密会所なのだ。そして物陰からこちらを伺っていた男が数人、隣の彼を見て諦めたように戻っていく。

　──泣いている時は、特に。

　無防備になった女を慰めるふりをして、悪さする男がいるのだ。ハッと気付いて彼を見つめると、涼しげな顔をして深紅の瞳を細めた。

「俺は別に女に飢えていないから、安心するといい。泣くのなら、泣き止むまで付き合う」

「あ、ありがと……」

　高飛車な物言いに素直に感謝する気が失せたが、悪い奴ではなさそうだと判断する。




　それからしばらく、ふたりは並んで酒を飲んだ。

　泣き止むまで付き合う。その言葉に嘘はないようで、レーナがグスグスと泣いているのを、隣で黙って付き合ってくれている。

　早く泣き止もう。もう泣く理由もないのだし。

　そう思うのに、誰かが隣にいてくれる安心感からか、なかなか涙が止まらない。焦るほど溢れてきて、レーナは困惑していた。

「……なんで泣いてる？」

　しばらくして、泣き止まないレーナに痺れを切らしたのか、男が口を開いた。

「わかんない……」

「わからないのに泣いているのか」

　男は近場のテーブルにグラスを置き、レーナの顔を覗き込んだ。

　何もかも見透かすような、紅玉の瞳。見つめられるとドキリとして、慌てて顔をそらす。

「……たぶん、ムカついたから」

「それだけで？　泣き虫だな」

「ほっといて」

　くすりと笑われて頬が熱くなる。

　レーナはそっぽを向きつつ、なぜ泣いているかを考えた。

　たぶん理由の一つは、何もかも理不尽だからだ。

　強制的に異世界へ落とされて、勝手に勇者にされて、勝手に放り出されて、また呼び戻されて、失礼な男にしつこくされて、あしらったらヒソヒソされて。

　だけど、その怒りをぶつける場所すらなくて。

「……もっと、大切にされたい」

　ぽそりと呟くと、男が首を傾げる。

「人間の貴族ってやつは、守られて大切にされて生きてるんだろ？」

「……私が貴族に見えるの？」

「俺には、魅力的なご令嬢に見えるけど？」

　きっとお世辞だろう。そんなことを真顔で言うので、思わず笑ってしまう。

「見ての通り、令嬢じゃないよ」

「そうか。じゃあ、剣士かな」

「……わかるの？」

　するりと出てきた答えに驚けば、男はレーナのグラスを持つ手に視線を落とした。

「手を見たんだ」

　シルクの手袋越しに、そんなことまでわかるのか。

「たくましいでしょ。この下はマメだらけだよ」

「へえ？」

　グラスをテーブルに置いて利き手を差し出すと、男は手袋の上からゆっくりとレーナの手のひらを指でなぞった。なぜかゾクリとして、頬が熱くなる。何も悪いことをしていないのに、逃げてしまいたくなった。

「ほ、本当は戦いたいわけじゃないの。でも、帰る場所ももうないし、結婚する決心もつかないし、どうせ相手だってできないから……これからどう生きていこっかなって」

「ふうん……？」

　手を引っ込めようにも、男が離してくれない。

　彼が触れるので、レーナにも彼の手の感触が伝わってくる。男の手はゴツゴツとしていて大きく、指が長い。関節が節くれだっていて、彼も剣を握れるのだろうと気が付いた。力量はわからないが、きっとある程度はそつなくこなすだろう。

「いい手だ。努力が見えるな」

　頷いて、何かに納得したように男が言う。

　ポンと何気なく放たれたその言葉に、レーナの胸がぐっと詰まった。

「…………っ」

　途端、止まりかけていた涙が、再びポロポロと溢れてくる。

　また泣きはじめたレーナに、男が驚いて顔を覗き込んだ。

「……どうした？」

　ふるふると首を振って、ハンカチでぐいと涙を拭う。

「わかんない……」

「君、そればっかりだな」

　男はふわりと笑って、レーナをそっと片手で抱き寄せた。

　香水の匂いが鼻腔をくすぐる。彼の体臭と相まって甘く香るそれは、どこか懐かしい匂いだ。大きな手で優しく頭を撫でられ、子供に返ったようでさらに泣ける。

　わからないと答えながら、本当はわかっていた。

　努力、したのだ。

　リザもエリオットも、ちゃんと見てくれていた。だけど、聖剣の力が大きいことも彼らは知っている。

　男がレーナの手を見て、まっすぐにその努力だけを褒めてくれたことが胸にきた。

　自分はただ、誰かに認められたかったのだ。

　帰りたいと泣き言を言わなかった自分。嫌なのに戦ってきた自分。勇者という、望まれた存在になろうと努力した自分。

　結果、なれなかったことへの虚しさ、無力さ。

　さまざまな思いが溢れて、ぐちゃぐちゃになる。

「わかんないの、なんにも……」

　なぜかこの男の腕の中では、駄々をこねられた。

　伏せていた目線をあげると、男の指がレーナの頬に伝う涙を拭う。拒まずにいると、端正な顔がゆっくりと傾きながら近付いてきた。吸い込まれるような瞳に見つめられると、身動きがとれない。互いの唇が、静かに近付く。

　──キス、しちゃう……。

「いいのか？」

　男は寸前で動きを止め、囁いた。

「あ……」

　さっきまで、酔っ払いに声をかけられてあんなに嫌がっていたのに。誰だっていいみたいで、これでは本末転倒だ。

　──けど、彼とキスしたい。

　レーナはグラスを取ると、覚悟を決めて勢いよく酒を一気飲みした。

「いいわ！　来なさい！」

　そして手の甲で乱暴に口を拭い、けしかける。

　男はパチクリと目を瞬かせたあと、豪快に笑った。

「よし！」

　挑戦的な目をして、酒で湿った唇を舌でぺろりと舐める。その仕草にゾクゾクした。

　──私、変だ。

　リザの男好きが移ったのだろうか。それとも夜会という雰囲気が人を狂わせるのか。

　彼が異国の人なら、ひと晩の遊びでしかない。だけど、彼となら。

　その直感に従って、レーナは目を瞑る。次の瞬間、ぐっと肩を引き寄せられて唇が重なった。



「ん……っ」

　熱く柔らかな唇の感触。ただくっつけているだけなのに、胸の奥がじわじわと熱くなっていく。

　──……っ、くらくらする。

　酔いとは別の眩暈が襲ってくる。心臓が高鳴って、とけてしまいそうに体が熱い。お互いの酒気でさらに酔ったのか、ふわふわしてわけがわからなくなる。

「ん、は……っ」

　唇は離れるが、レーナは男の腕の中でくたりとしたままだ。

「あ……れ……？」

「おい、大丈夫か？」

　体に力が入らない。男が心配そうにレーナの顔を覗き込む。

「えへへ……ごめん、なんだか……気持ちよすぎて、酔いが回っちゃった、みたい……」

　誤魔化すようにへらへらと笑ってみせる。すると、なぜか男は眉根を寄せて複雑な顔をした。

「それ、煽ってるだろ」

「あおる？」

「俺とのキスが、気持ちよすぎた？」

「あ……」

　己の発言に気が付き、顔から火が出そうになる。酔っ払っているせいで、うっかり本音がこぼれ出て、すごいことを言ってしまった。

「もっと気持ちよくさせたくなるな」

　冗談なのか本気なのかわからないことを言って、端正な顔がもう一度近付いてくる。

「俺の部屋で飲み直す？」

「ん……」

　さすがに、それがどういう意味かはわかっている。

　レーナが意を決して頷くと、すかさず唇を塞がれた。そして男に横抱きに抱き上げられ、ふたりの姿は広間から消えた。




　男の後ろ手に扉が閉められ、カチャリと鍵が掛かる音がする。

　それと同時に、キスはさらに深くなった。

「ん、う……」

　豪華な調度品の揃った最高級の客室は、やはり彼が只者でないことを示している。

　だがそんなことに気を取られている暇はなく、レーナは彼に抱き抱えられたまま激しいキスを受け入れていた。

「ふ、……ぁ」

　唇を割って、男の舌が口内へと入り込んでくる。肉厚の熱い舌はまるで生き物のように蠢き、舌同士を擦り合わせたり歯や上顎を撫でるように舐めた。

　口の中が彼の舌でいっぱいになって、呼吸がうまくできない。苦しくて頭がぼうっとしてくる。なのに、もっと欲しくて、レーナは男にしがみつき自ら舌を絡めた。

　お互いの奥深くまで探るようなキスをしながら、男はレーナをそっとベッドへと運ぶ。

　シーツの上に寝かされ、ようやく唇が離れる。

　顔を真っ赤にして肩で息をするレーナに、男は覆い被さるように跨った。ふわふわしたベッドが沈み込み、ギシリと軋む。

　そのままドレスに手をかけられて、レーナは体を緊張させた。

「あ……、待って。もっと、ゆっくり……んっ」

　性急な様子を止めようと声を上げると、再び唇を奪われる。

「もう遅い」

　キスの合間に囁いて、男の指は器用に服の紐を解いていく。緩んだところでドレスを下に引っ張ると、白い胸がまろび出た。

「ん……っ」

　外気にさらされ、花の蕾のような乳首がツンと勃つ。

　男はそれを指先で優しく弾くと、妖しく笑った。

「もう感じているのか」

「あっ……！」

　何度も執拗に弾いて、カリカリと指先で擦ったりつまんだりする。まるで苛めるように触れられるたび、腹の底がジンと疼いてあられもない声が出た。

　驚いて口を噤む。しかし耐えるレーナを挑発するように、男は片方の胸の頂を舌でぺろりと舐め上げた。

「ん、ぁ……っ！」

　我慢できず、また声をあげてしまう。

　さらに舌先で弄ぶように舐められ、ゾクゾクと背が震えた。

　男は感じているレーナを満足そうに見下ろすと、ぷくりと膨らんだ乳首をおもむろに口に含む。ちゅうっと音を立てて吸い上げ、反対側の乳首も指先で刺激する。

「ひ、ぁ……っ、ん！」

　レーナはたまらず体を仰け反らせた。気持ち良すぎて、勝手に甘い声が出る。胸を触られたくらいで、こんなふうになってしまうものなのだろうか。

　しばらく弄られ、男が口を離した時には乳首は真っ赤になっていた。いやらしく尖って、彼の唾液にぬらぬらと濡れている。

「う、ぅ……」

　恥ずかしくて手で顔を隠すと、男はレーナの反応に楽しそうな笑顔を浮かべる。

「かわいいな」

　のし掛かられ、手を退かされて戯れのようなキスをする。と同時に、彼の片手がドレスの中で不穏に蠢いた。スカートの下で太ももを撫でながら際どい部分へと指を滑らせ、下着の上から局部を丁寧になぞる。

　それからカリカリと敏感な場所を何度も引っ掻かれ、レーナは身悶えた。

「ぁ……っ、だ、め……」

　しばらく続けられるとお腹の中に熱が溜まって、やがて弾けるように全身を衝撃が駆け抜ける。頭が真っ白になって、びくびくと波打つように体が震えた。

「あっ……こ、れって……」

「達した？」

　ひくひくと震えるレーナを見て、男が柔らかく微笑む。

　レーナは初めての快感に驚きながら、こくこくと頷いた。それを見て、彼はなぜかくすくすと笑う。

「じゃ、もっと先へ進もうか」

　男は下着の中に手を入れ、達したばかりの濡れそぼった泥濘に指を沈めた。

「い……ッ」

「痛い？」

　ナカへと挿入されていく指の違和感に耐えながら、レーナは頷く。

「……はじめてなの」

「ああ、そうみたいだな」

　そう言って、男はレーナの膣内をゆっくりと掻き混ぜながら胸元にキスをした。

「とびきり優しくする」

　ぱくりと乳首を咥えて、ちゅっと吸い上げながら指を動かしはじめる。彼の長く硬い指が内壁を擦るたび、レーナの腹の奥底が疼く。

「あ……ぁ……っ、ん……」

　窓がわずかに開いているのか、遠くからワルツの旋律が聴こえる。夜の風がふわりとカーテンを揺らしながら、音楽と喧騒を運んでくる。その音の中に、くちゅくちゅと卑猥な水音が混じった。

　恥ずかしくて死にそうだ。それなのに、気持ちよくて抗えない。抗う気も起きない。

「あぁ……っ」

　巧みな指遣いにびくりと震え、大きく息を吐く。達したことに満足した男はレーナのナカから指を引き抜くと、その荒く息づく唇に口づけを落とした。

「……気が向かなかったが、今夜来てよかった」

　笑って身を起こし、男は上着とシャツを脱ぎ捨てる。

　美しい裸体が月明かりに照らされて、その輪郭を浮かび上がらせた。彫刻のような極上の肉体を見せつけながら、彼は三日月の形に唇を歪める。

「恋とは、堕ちるものだそうだ」

　男はレーナに覆い被さりながら、低く甘く囁いた。

　熱のこもった視線が絡み合う。いっときのものかもしれないが、そこには確かに特別な感情があった。

「本でそう読んだんだが、本当だったな……」

　レーナの体のあちこちに口づけを落としながら、男はドレスを脱がせていく。

　──恋。

　この一晩をそう名付けてくれることが、レーナには嬉しかった。

　彼の髪色に合わせて誂あつらえたような深紅のドレスが、その手によってゆっくりと脱がされていく。

　裸になったレーナは、男に強くしがみついた。

「お願い、痛くしないでね」

　不安げにそう懇願すると、彼は頷く。

「ああ。快楽だけを与えると、約束しよう」

　そう言って、男はレーナの腹の辺りに手を翳した。

　気持ちいい。何かの魔法だろうか。骨張った大きな手が優しく下腹部を撫でると、その部分がじんわりと温かくなる。彼の触れるところ全部が甘く痺れて、レーナは思考が快楽に飲み込まれていくのを感じた。

　彼が欲しい。早く──。

　男の顔が近付いてくる。キスを受け入れながら、その美しさにぼんやりと見惚れた。

　──きれい……。

　ふわふわとした感覚に身を委ねていると、いつの間にか秘所へと押し当てられた硬く熱いものが、ゆっくりとナカへと押し入ってくる。

　痛みはない。どういうわけか、本当に彼の言う通り、快楽だけだ。

　鈍く重い異物感が腹の中を押し上げるが、それすらも気持ちが良かった。

「あっ、ん、ん……っ」

「……は、これは……キツいな……」

　前後に揺らしながら半分ほど飲み込んだところで、男が吐息をこぼして呟く。

「痛くはないか？」

「……ん」

　優しい声音と、乱れた吐息。余裕なく浮かんだ汗と切なげに顰められた眉根に、レーナの胸がきゅっと締め付けられる。

「少しも痛くない、から……ね、もっと……奥まで……」

　ねだるように両手を背に回して抱きつくと、男がハッと息を飲む。それからきつく抱きしめ返され、奥まで一気に貫かれた。

「あ……っ！」

　身体中が、ビリビリと甘く痺れる。仰け反りながら必死に男にしがみついていると、彼はゆっくりと腰を揺すりだした。

　レーナは快感を必死に拾おうとする。

　だが見つけるまでもなく、やがて男の腰がレーナに打ち付けられるたび、脳天を突き抜けるような快楽が与えられるようになった。

「っ……あ、ん……あぁっ、あ……っ！」

　動きが激しくなるにつれ、身体が勝手に反り返ってしまう。ぞわぞわと肌が泡立ち、大きく震え、それを幾度も繰り返すうち、頭の芯が焼き切れたようになって自分がどこにいるのかさえわからなくなった。

　初めてなのに、こんなに感じるなんて。

「気持ちいいか？　なら、そのまま達してしまえ」

　答えることもできず、翻弄されたまま再び大きな波を迎える。

「あぁっ……だめ……っ、や、ぁ、あぁあ……っ！」

　ぎゅっと目を瞑ると、目の前が真っ白になって弾けた。息が詰まって、身体全体がひときわ大きく痙攣する。そしてようやく震えが収まると、レーナは荒く息をしながらくたりと動けなくなった。

　ベッドに沈み込んでいると、彼が息を整えながら身を寄せて来る。

「夜は長い。まだ、これからだ……────」

　そう言って口づけが落とされる。舌を絡めた深く甘いキスに溺れながら、レーナはふわふわと心地よい眠気に襲われていた。

　快楽と酒で、なにがなんだかわからなくなる……。




　その後のレーナの記憶は、まるで夢の中にいたかのようにあやふやだった。

　何度か夢から目覚めては、また激しく揺さぶられ、また酒を飲んでは潰れて。その合間合間には、何かを話した気もする。

「……────」

　男がレーナを見つめて何事か囁いたけれど、頭に霞がかかったように思い出せない。

　ただひたすら甘えて、泣いて、抱かれて、また甘えてを繰り返したことだけが、おぼろげに記憶されていた。

「……約束だ」

　耳元で、そんな切実な声を聞いた気がする。

　けれどその内容は、すっかり彼女の記憶からなくなってしまっていた。
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　ひく、と体が震えて目が覚めた。

　じわじわと意識が覚醒していくと肌寒さを感じ、裸で寝ていることに気が付く。

「ひゃ……!?」

　思わず掠れた声をあげ、レーナはシーツを巻きつけたまま上体を起こした。

　周囲を見回せば、豪華な調度品の揃った最上級の客室。この部屋に見覚えはあるが、そこに見覚えのない酒瓶が山ほど転がっていた。

　おぼろげな昨夜の記憶を辿る。

　泣いて酒を飲んで、勢いで出会ったばかりの男とこの部屋に来た。あれが夢でなければ、めちゃくちゃ好みのイケメンにお姫様抱っこされて、最後までまるっといただかれてしまったということになる。昨日まで、キスすらしたことがなかったのに。

　あぁ、やっちゃった────！

　レーナは顔をサッと青ざめ、頭を抱えた。

「う……ん……」

　その瞬間、隣から小さな呻き声が聞こえた。吐息のような心地よい低音が耳をくすぐり、ドキリと心臓が跳ねる。

　レーナは覚悟を決め、おそるおそる隣を見た。

　すやすやと安らかな寝息と共に上下する大きな体が、上掛けに埋もれている。そっと上掛けを捲ると、そこには予想通り、深紅の長い髪と見惚れるほどの端正な顔があった。

「あぁ……！」

　小声で叫んで、思わず天を仰ぐ。

　夢じゃない。間違いない。動かぬ証拠がそこに寝ている。

　わりと真面目に生きてきたのに。雰囲気に飲まれて、お酒で失敗するなんて。

「ていうか、誰なんだろう……」

　してしまったことは状況からわかるが、詳細な記憶がない。断片的にしか覚えていない。

　ただ、なんとなくだがお互いに名乗らなかったような気がした。

　男の服装や言動、用意された部屋から、きっと異国のそれなりに身分のある人物だと推察できる。対して自分も、引け目を覚えているのにわざわざ勇者と名乗るとは思えない。

　どのみちひと晩の思い出、互いに後腐れはないはずだ。

　──だから……逃げていい、よね？

　まだ眠っているうちがチャンス。今なら、すべて一晩の夢でした、で済ませられる。

　──ああ、こんな時、リザがいてくれたらなぁ。

　彼女だったら正しい対処法を教えてくれたかもしれない。心の中で悪友の顔を思い出しつつ、レーナは忍び足でベッドから抜け出した。

　床を見回すと、昨晩の情事を思わせるように下着が散らばっている。それを急いで身につけると、ソファに丁寧に置かれていたドレスを体に巻き付けた。巻き付けただけなのは、一人では着られないからだ。

　今はまだ早朝。急げば誰にも見つからずに部屋へ帰れるはず。登り始めた太陽の位置から方角を予想し、扉へと急いだ。

「……ありがとう、楽しかった」

　最後に振り返って彼にそう呟くと、レーナは素早く部屋をあとにした。

　彼と会うことは、きっともう二度とないだろう。

　良い夢を見たと思って忘れよう……。







　自分の部屋へ帰って素早く扉を閉めると、深く安堵の溜息を吐く。

　誰にも見つからずに帰って来られた。

　夜会の招待客にあてがわれた部屋から、レーナに用意されている部屋まではそれなりの距離がある。ドレスの脱げ掛けた状態で誰かに遭遇すれば、噂になったり根掘り葉掘り聞かれるだろう。それは勘弁願いたい。

　この時ばかりは、レーナは自分の運動神経に感謝した。正確には、聖剣によって補正されている運動神経に、だが。

　ともかくドレスは脱いでしまって、椅子に掛けておく。それから部屋に併設された風呂場で、丁寧に体を清めた。この世界には魔法があるので、水回りはかなり整っている。設備さえあれば、いつでも水は出るしお湯も出るのだ。

　風呂からあがると、レーナは部屋のクローゼットを開けた。中にはドレス等の他に、騎士服が用意されている。それを引っ張り出して身につけた。

　鮮やかな青色の上着に、白いパンツ姿。背はさほど高くないが、すらりとした体型のレーナにはよく似合う。長い黒髪は騎士服に合うよう高い位置でひとつに結び、レーナは姿見の前に立った。クリッとした猫目の黒い瞳で、全身をくまなくチェックする。

「……よし」

　昨晩、半ば無理やり着せられていたドレスよりも、こちらのほうがしっくりきた。腰に愛剣を装備すれば、どう見ても立派な剣士だ。

　そうしてちょうど着替えが終わった頃に、控えめなノックの音がする。

　いつの間にか日が昇り、飛び交う小鳥の鳴き声が朝を知らせていた。

「どうぞ、入って」

「レーナ様、エリオット殿下が朝食をご一緒にと仰られておりますが」

　エリオットの誘いを断る選択肢はない。それに、昨日は放置されっぱなしだったが、わざわざ夜会に招待したのには理由があるのだろう。今後の身の振り方の話かもしれない。

「……すぐ行きます」

　そう答えて、レーナは服のシワをパンと叩いた。
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　食堂へ行くと、すでにエリオットが席について食べていた。

　彼はレーナの顔を見ると、鮮やかな手つきでナイフとフォークを操りながら微笑む。蜂蜜色の髪がさらりと揺れ、宝石のような青い瞳が優しげに細められた。

「やあ、おはよう」

「おはようございます、殿下。お誘いいただきありがとうございます」

　彼は彼で美男子なのだが、レーナはそっけない。言葉は一応丁寧だが、まったく敬意がこもっていない。

　適当に礼をして彼の斜め前の席につく様子に苦笑しつつ、エリオットは切り分けた塩漬け肉を優雅に口へと運ぶ。

　レーナの前にも食事が運ばれてきたので、彼女も大人しく食べ始めた。

　さすが王宮のご飯、昨夜のお酒もおいしかったが朝食もおいしい。空腹だったことに気付いて夢中で食べていると、先に食事を終えたエリオットがナプキンで口元を拭って話しだした。

「レーナ、旅はどうだった？」

「……ぼちぼち、でした」

　魔王討伐の成果はないので、報告することもない。怒られるのかと思いながら言葉を濁すと、エリオットはくすりと笑う。

「昨晩は楽しめた？」

「はっ!?」

　ギクリとしてナイフを取り落としそうになる。

　その反応が面白かったのか、エリオットは声をあげて笑った。そして、指先で首の後ろをトントンと叩いてみせる。

　彼の仕草でハッとしたレーナは、思わず自身の首筋を手で隠した。顔に血がのぼる。きちんと隠したと思っていたはずの昨夜の情事の跡が、襟から見えてしまっていたのだ。

「こ、これは……っ」

　なんとか言い訳をしようとする彼女に、エリオットは首を振って止めた。

「彼のこと気に入った？　なかなかいい男だったでしょう。彼のどこが好き？」

「ど、どういう」

　まるで恋バナでもするかのように、テーブルに肘をついて組んだ手の甲に顎を置き、にこにこと笑って尋ねてくる姿に戸惑う。

　見られていたのだろうか。

　王子であるエリオットなら、彼が誰なのかも知っているのだろう。

　だけど、別に知りたくない。お互い素性を明かさなかったということは、あちらも一夜だけのつもりなのだ。

　エリオットの意図がわからない。すっかり食べる気が失せて両手を膝の上に下ろしてしまうと、給仕が冷めた料理を素早く下げていく。

　ふたりの前は片付けられて、食後のお茶がカップに入って出てきた。それに口をつけながら、エリオットを見つめる。

　怒られるのかもしれないし、何か罰があるかもしれない。

　身構えるレーナに、彼は何気ない様子で口を開いた。

「ところで、レーナ。話は変わるけど、結婚する気はない？」

「！　け、結婚、ですか……!?」

　やはりきたか。お役御免、手駒として使われる、それか、誰かわからないけれど高貴な人と寝てしまった罰か。

　──いざとなったら逃げよう。

　諦めていたけれど、昨日のことで少し勇気がでた。やはり好きではない人と、あんな恥ずかしいことはできない。

「この後、少し付き合ってほしい」

「……わかりました」

「まあ、そう身構えないで」

　と言われても無理である。

　レーナはカップの中身を飲み干して、硬い表情で席を立った。
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　エリオットに連れられてやって来たのは、会議室だった。

　レーナは促されるまま席につく。

　大きな机には地図が広げられ、壁にも大陸の地図や海図などが貼られている。彼が周りの人間にあれこれ指示している間、それらを眺めて待った。

　しばらくして、部屋の扉が叩かれる。

「どうぞ」

「失礼します。お客様をお連れいたしました」

　使用人に案内されて入室してきたのは、ふたりの人物だった。

　まず先導するように入ってきたのは、緑色の髪をした顔色の悪い青年だ。きちんとした格好はしているが、鋭い目つきで周囲を警戒するように室内を見渡す。

　その後ろから、堂々とした態度で、深紅の長い髪をした男性が入ってきた。

「……っ！」

　彼の姿を見た瞬間、レーナは驚いて椅子から腰を浮かせかけた。

　どう見ても、今朝別れたばかりのあの男だった。長い髪は散らばらないよう下の方でゆるく束ねて、昨日よりラフなシャツ姿ではあるものの、その気品は見間違いようがない。

　そして視線に気付いた彼は、レーナを見てやはり同じように驚いたものの、すぐに嬉しそうに頬を緩めてきたのだ。

　微笑まれたレーナは思わず赤面してしまう。まさかもう一度会えるなんて思わなかった。

「早朝からこんな場所に呼びつけて、申し訳ありません」

　エリオットが立ち上がり、入り口で立ち尽くす客人ふたりに呼びかけた。そして、周囲にいた使用人や護衛をすべて下がらせる。

　すると男は頷いて、従僕であろう緑髪の青年に目配せした。

「セジュラ、下がれ」

「……ですが」

「大丈夫だ」

　従僕は渋ったものの、一礼して扉の外へと出ていく。

　レーナはというと、エリオットが男に丁寧な礼をしたのを見て、ぎょっとしていた。

　地位のある人物だとは思っていたが、王子が口調を改めるほどなのか。これは、もしかして昨夜のことをかなり怒られるのでは……。

　そう考え青ざめる彼女の前で、エリオットはまるでイタズラの種明かしでもするように勿体ぶって口を開いた。

「レーナ、紹介しよう。こちらの方は、魔界アルダベルドの王、つまり魔王殿だ。……そして魔王殿。こちらは異世界から来た勇者、レーナ・ササザキです」

「な……っ!?」

　今度こそ、レーナは立ち上がった。

　──魔王!?

　聞き間違いではない。

　今度は鋭い視線を向けたレーナに、魔王と呼ばれた彼も同じような視線を返す。

「……嘘でしょ？」

「君こそ……」

　レーナも、彼も、呆然としたようにお互い見つめ合う。その表情が、何より互いの正体を表していた。

「……あなたが、魔王」

「君が……勇者、か……」

　しばし沈黙が降り、先に口を開いたのは魔王の方だ。

「まさか、罠か？」

　魔王の形相がみるみる険しくなっていく。

　レーナの胸がチクリと疼いた。

　騙したわけじゃない。素敵な思い出にしようと思っただけなのに。

　傷ついたのを誤魔化すように、彼女はとびきりきつい表情を向けて言い返す。

「それはこっちのセリフですけど。魔族なんて聞いてないし。よくも騙したわね」

　知っていれば、絶対あんなことはしなかった。弱みを見せるなんてしなかった。

　噛み付くようなレーナの言葉に、魔王は眉をひそめる。

「昨日とはずいぶん態度が違うじゃないか。あんなに縋ってきたくせに」

「あ、あんただって、あんなに口説いてきたくせに！」

「君が欲しがるから応えてやっただけだ」

「そんなことしてない！」

「覚えてないのか？　気持ちいいって泣いて悦んでたぞ」

「ちょっ……馬鹿なこと言わないでよ！」

　レーナの顔がたちまち耳まで朱に染まる。それを見て、魔王がわずかに怯んだ。

「あ、わ、悪かった」

　失言に気付き、耳を真っ赤にして謝る。

　どことなくそわそわとした気まずい雰囲気が漂った。その空気を裂くように、エリオットがほんの少し冷めたような声で言う。

「へえ……仲が良いんだね」

「あ」

「ぐ」

　ふたりして、エリオットの存在をすっかり忘れていた。

「い、今のは！」

　慌てて弁解しようとする勇者と魔王に、エリオットはにっこりと胡散臭い笑みを浮かべる。

「別に隠さなくてもいいよ。昨夜、ふたりで消えたところまでは見ていたんだ。だから何があったか、だいたいわかってる」

「う」

　エリオットには、首筋のキスマークを指摘されている。今さら隠しようがない。

「勇者と魔王は惹かれ合う──とは、本当だね」

「ひ、惹かれ合ってないし」

　反射的に呟いたレーナに、誤魔化さなくていいんだけど、とボソリとエリオットが拗ねたようにこぼす。

「しかし、まずいことになったな。君たちのことを見ていた人は、他にもいたかもね？」

「……」

　大袈裟なくらいに困った顔をして、エリオットが言う。レーナはヒヤリと汗をかいた。

　勇者と魔王を認識していた人物も、ふたりが消えたのを見ていたかもしれない。そうなると、これはただの一夜の過ちでは済まなくなる。

　ふたりが裏で手を結んでいたという噂をばら撒かれる危険もあるのだ──と、エリオットは続ける。

「今は和平のためのデリケートな時期だ。反対派が『勇者は魔王の情婦だ』とでも言い出して、ついでに僕を沈めようと動くかもしれない。──そうなる前に、手を打ちたい」

　勇者レーナの失態は、つまり彼女の後ろ盾である王太子エリオットの失態になる。

　病弱な王はいつ倒れるかわからない。後継である王太子は十八歳とまだ若い。他の者を王にしようと画策している奴らには、格好のネタなのだ。

「そこで、頼みがあるんだ」

　話は思いがけず真剣な方向へ移行していく。それに合わせるように、レーナたちも襟を正した。

　何が来るのかと身構える勇者と魔王の顔を、エリオットは交互に眺めて続ける。

「あなたたちに、結婚してもらいたい」

「…………はっ!?」

　しばしの間があって、ふたりが同時に間の抜けた声を出した。

「えっと……婚姻？　婚姻って、結婚!?」

　お互いの顔を見合わせ、それからエリオットへ視線を戻す。彼はコホンと咳払いして、あらかじめ考えていたであろう説明をつらつらと語り出した。

「人間と魔族は、それこそ数百年、数千年争ってきた。今すぐに仲良くしろと言っても、心情的に難しい。だが、互いの種族の象徴であるふたりが仲睦まじい姿を積極的に見せれば、両国民に手本を示していけるのではないだろうか」

　──つまり、これは政略結婚だ。

　この世界では、人間と魔族は対になる存在。

　人間側では人を善、魔族を絶対悪として、物語などでもずっと語り継いできた。姿は似通っていても明らかに違う、世界にたった二つの種族。だからこそ、いがみ合う。いきなり和平と言っても、じゃあ明日から友達ね、とはいかない。

　だけど、それぞれの象徴的な立場のふたりが結婚でもすれば、お祝いムードにならざるを得ない。それをきっかけにして、人間と魔族が手を取り合えるよう導いてほしい──というのがエリオットの希望だ。

　そして、それを和平会議の席でも宣言してもらいたいという。

「魔王と話し合いを持てたのは勇者レーナの手柄ということにして、君に和平の立役者になってもらいたい」

「わ、私が……!?」

　レーナにも、彼の言いたいことは頭ではわかる。

　ただ一晩過ごして恋に落ちた話より、敵対しつつも恋に落ち、和平のために奔走する物語の方が盛り上がるし、ふたりの関係の信憑性も増す。

　けれど、そのために結婚しろというのは……。

「いや……だって、魔王となんて……ありえないでしょ。私は勇者なのよ？」

　命を狙っていた相手といきなり結婚なんて、そう簡単に切り替えられるものではない。

　もちろん、それは魔王だって同じだろう。王子に対して発言の弱い自分よりも、一国の王である魔王が拒否してくれれば。

　そう思い、レーナは隣に立つ彼を見上げた。しかし、

「ふうん、そういうことか」

　魔王はニヤリと笑っている。

「エリオット。パーティで君は俺に、王宮の人間で気の合う女性がいたら恋人にもらってもいいと、そう言ったよな」

「……そんなこと言ったの？」

「ええ、言いました。でも、レーナは王宮の人間ではない。まったく、困ったことをしてくれましたね？」

「エリオット……！」

　つまり、彼はレーナだけでなく、魔王をもハメたのだ。

「僕は誰を選べなんてひと言も言っていないよ。ましてや『寝ろ』ともね。ただ、気に入った女性がいたら、それなりの手続きを踏んで『差し上げる』とは言った」

　──勇者と魔王は惹かれ合う。

　つまりエリオットは、最初から王宮の誰かを差し出すつもりなどなかった。レーナが義務感からパーティに出ることも、ふたりが惹かれ合うことも予見していたのだ。

　──それでも、選択したのは私たちだ……。

　何もかも、自分で選んでしまった。

「わかった、結婚しよう」

「ふぇ!?」

　エリオットの話を聞いた魔王は、悩む間もなく頷く。

　レーナは彼の即断に目を剥いた。

「和平のためには、それが必要なのだろう？」

「そうだけど、それでいいの!?　判断早くない？　実質ハメられたんだよ？　なんか文句とか、あるならもっと言った方がいいって！」

　焦ってけしかけると、魔王は少し不満げな目を向けた。

「……そんなに嫌なのか？」

　深紅の瞳が、まっすぐにこちらを見つめてくる。

　なぜだかドクドクと心臓の鼓動が早くなり、頬に血が昇った。

「い……嫌、っていうか……」

　嫌かと問われると、わからない。嫌悪感があるわけではない。体の関係も持ってしまったし、容姿だけで言えばレーナの超ドストライクだ。整った顔面、綺麗なさらさらの長い赤髪、切れ長の冷たい瞳も素敵だし、尊大な仕草はその容姿に似合って格好いい。

　けれど、相手は魔王なのだ。恋人すらいなかったのに、いきなり敵のボスと結婚は、やはり心がついていかない。

　だが、彼はそうではないらしい。

「俺は結婚しても構わない。約束も果たせるからな」

「約束……？」

　他にも目的があるのだろうか。そう思って聞き返せば、彼は怪訝な顔をした。

「……本当に、まったく覚えていないのか？」

　レーナは記憶を探るが、約束など思い出せない。

「ご、ごめんなさい、なにか約束したっけ。……ていうか、そのー……何があったかは、だいたい見当がついてるけど、はっきりとは……覚えてないっていうか」

　しどろもどろに答えると、魔王は双眸を見開いて絶望したようによろめいた。

「なん……だと……」

　声を震わせ傷ついた顔をするものだから、レーナの胸が罪悪感でチクリと痛む。

「しょ、しょうがないじゃない。酔ってたし、ふわふわしてて、わかんなくなっちゃったんだもの……」

「魔法が効きすぎたのか……？　いや、もしかして人間は、酒を飲むと前後不覚になる？」

　魔王はブツブツと何事か呟きながら唸ったあと、切り替えるように頭を振った。

「……まあいい。結婚したら昨夜のことも、すべてたっぷりと思い出させてやる」

「ヒッ……」

　一体どうやって思い出させるつもりなのか。ニヤリと笑う顔が怖い。

「覚悟しろ、我が妃」

　焦るレーナの顎に指をかけ、魔王が妖しく微笑む。

　もちろんその言葉をエリオットが聞き逃すはずもなく、彼はすかさず手を叩いた。

「よかった！　じゃあ、決まりだね。上手くまとまってくれて安心したよ」

　どう見ても何かに燃えている魔王とは対照的に、エリオットは平和な顔でにこにこと笑う。

　──え、これ、まとまっちゃったの？　うそでしょ？

　勇者をやめて、まさか魔王の嫁に転職させられるなんて。そんなことが許されていいのだろうか。レーナはあわあわと目の前のふたりを見比べる。

　そこへ、バタンと大きな音を立てて会議室の扉が開き、誰かが乱入してきた。

「レーナっ！　大丈夫!?」

「リザ……！」

　武器である小ぶりの杖を構えたリザが、静止する兵士を押し退けながら入ってくる。

「おや、早かったね。足止めしていたのだけど」

　どうやらリザは、魔王と面会することを知っていたらしい。事情を聞いて心配し、乗り込んできたようだ。

「勇者になにかあったら、僕らごと城を吹っ飛ばすって興奮して大変だったんだよ」

　などと呑気に言うエリオット。リザならそれが可能だろうと、話し合いを邪魔されないために取り押さえられていたのだ。

「リザ！」

「レーナぁ！」

　心配してくれた気持ちが嬉しい。さすが相棒だと、レーナはリザとひしっと抱き合う。

「ありがと。私は大丈夫だから、安心して」

　柔らかな水色の髪を撫でながらそう言うと、リザはホッとしたように頷いた。

　それから涙に濡れた顔をあげ、口を開く。

「自分だけイケメンとお話してずるいよぉ！　そういう時は、リザもすぐ呼んで！」

「……本当の目的はそれか」

　彼女らしい発言に、レーナは呆れながら溜息を吐いた。








２　勇者、魔王の嫁に……なる？









「事前確認は終わったから、ここからは皆で話そうか」

　エリオットが、リザと、その後ろに立っていた魔王の従者、セジュラを招き入れる。

　セジュラは言いつけ通り扉の外で待機していたのだろう。眉を寄せて申し訳なさそうに頭を下げた。

「私は止めたのですが、この女、イノシシみたいで」

「なんですって～」

　リザがレーナにしがみついたまま彼を睨むと、セジュラは冷たい視線を返す。

「こいつ、めっちゃムカつく！　話しかけても感じ悪いし！」

「ちょっと、こいつ、って……」

　憎々しげにセジュラを指差すリザに、レーナは慌てる。

　指された緑髪の青年は、軽蔑するようにフンと鼻で息を吐いた。

「つまらないことを根掘り葉掘り聞くからだ。おしゃべり女」

「なっ……！　魔族はいつもどこに隠れてるのって聞いただけじゃない！」

「我々は隠れていないし、答える義理もない」

「ケチ！」

　ポンポンと言い合いをするふたりは、会議室に入る前からずっとこれをやっていたらしい。こちらはこちらで騒がしかったので、気付かなかった。

「ええと……セジュラさん。ごめんなさい、うちのリザが迷惑かけちゃって」

　リザは悪い子ではないが、好奇心旺盛というか、思ったことはすぐ言ってしまう性格だ。

　レーナがギャンギャン吠えている彼女の首根っこを引っ張って頭を下げると、青年は姿勢を正した。

「こちらこそ、無礼をお許しください、勇者様」

　きちんとした人間式の礼をしてみせる。

　魔王も彼もどう見ても人間で、魔族だと言うのが俄には信じられない。むしろ人よりも美しい所作に、彼の教養の高さが窺えて驚いた。

「ちょっとぉ、あたしとはぜんぜん態度が違……っ」

「はいはい。いいから座って」

　リザを席に座らせ、レーナもその隣に腰掛ける。

「すまないな、お嬢さん。部下には俺から注意しておく」

「えー！　いえっ、そんなぁ」

　魔王もレーナたちの反対側の席に着きながらリザへ声を掛けると、さすがに恐縮したのかふるふると頭を振った。

　それを見て、また溜息を吐きながらセジュラが魔王の隣に座る。

　全員が席に着いたのを見届けて、エリオットは頷いた。

「それじゃあ、もう一度説明するね」




　リザとセジュラに、政略結婚のことをかいつまんで話した。

「政略結婚……二つの種族の繋ぎ役になる、と」

　セジュラが疑わしそうな目でレーナを見る。

　彼は主人である魔王が昨晩どうしていたか、ちゃんと把握しているのだろう。関係を知られていると思うと気まずくて、つい目を逸らしてしまう。

「魔王様ともあろうお方が、こんな愚策にハマってしまわれるとは」

「俺の好みすぎる勇者がわるい……」

　魔王が不貞腐れながらボソリと呟いた言葉は、レーナには聞こえていない。

「いいなあ、結婚！」

　腹を探り合う彼らとは対照的に、リザは楽観的である。

　心底羨ましそうに言って、あたしも結婚しよっかなーなどと不穏な発言をしている。

「しかし、和平に結婚。魔界は大変なことになりますね」

「やっぱり、魔族は和平に消極的なの？」

　セジュラの呟きに反応して、レーナがあちらの事情を尋ねると、彼は申し訳なさそうに頷いた。

「元々、我々は好戦的な種族です。和平なんて結ぶくらいなら、皆殺しにすればいいと考えています」

「こわ……」

　レーナたちがどん引くと、セジュラは「多少盛りましたが事実です」と返す。

「それなのに、なぜ魔族側は和平に応えようと思ったの？」

「まあ、簡単に言えば代替わりだな」

　その疑問に答えたのは魔王だった。

　彼は二十年前に即位してから、ずっと平和のために動いていたらしい。

　魔界には、人間界とは比べ物にならないほどの厳しい冬が来る。特に近年の寒波は凄まじく、氷に閉ざされる地域では毎年多くの死者を出している。その上、荒れた土地を耕すより己を鍛える者の多い魔界では、食糧問題が年々深刻になっていた。それを補うために、人間界へ進出しようという者が昔から後を絶たない。

　人間は弱い。弱いくせに食糧が豊富な土地に暮らしている。だから奪ってしまおうというわけだ。

　だが、それで人間界へ進出しても、今度は魔族同士で人間界の土地や食糧の奪い合いが起き、大きな争いとなるのが目に見えている。

「だから俺は、このほど魔界を平定した」

　魔界を統べる魔王という存在はいるものの、各地でそれぞれ王を名乗る強力な魔族が多くいた。それを、ひとつひとつぶちのめして従わせ、和平に合意させたと。

「和平なのに力技じゃん……」

「魔族とはそういうものだ。強いものに従う。だが、人間は違うんだろ？」

　どうかなぁ、人間もある意味同じじゃないかな、などと思いながら「そうね」と頷く。

「俺は、人間界との交易が目的だ。人間には魔術と平和を。魔族には食糧を。そして互いに文化的な交流をもたらす」

　冬を越える方法を外に求める。その代わり、人間界の安全は保証されるわけだ。

「なるほど。それで和平」

　私の言葉に、魔王とセジュラ、そしてエリオットが頷く。

　ちなみにリザは、早々に机に突っ伏して寝てしまっている。

「歴代の魔王たちにも、そういった方がいなかったわけじゃないよ。こちらから働きかけた記録もいくつか残っている。だけど、互いがそのために動いてうまくいっているのは、今回が初めてなんだ」

　エリオットは少々熱っぽく語り出した。

　長年の一方的な虐殺を、終わらせられるかもしれないという期待感に満ちている。

「さて、その前提の上で、他にもやってほしいことがあるんだろう？」

　前のめりになったエリオットに、魔王が牽制するように水を差す。

「エリオット。お前は俺たちに、結婚して両種族の手本になれと言った。だが、具体的にはどうして欲しいんだ？」

　まだ考えがあるのだろう。魔王がそう促すように笑うと、エリオットはニヤリとする。

「和平のために、僕はずっと準備してきた。だけど、反対派の尻尾がどうしても掴めない」

「ふむ」

「それで、あなたがたには彼らを引っ掻き回してもらいたい。和平を円滑に進めるためという名目で各地で慈善事業やパーティに出席して焦らせる。ついでに人前でふたりの熱愛をアピールし、両国民の敵対感情を薄めて欲しい」

「──はっ？」

「つまり、あちこちでイチャイチャしてこいと？」

「はあ!?」

　最初の話はわかったけれど、後半に納得いかずレーナが声をあげる。

「かっ、各地で熱愛アピール、って……絶対むりむりむり！　亡くなった人たちに顔向けできないよ！」

　魔族に家族を殺された人はまだ存在する。ここ二十年ほど大人しかったとはいえ、その前には戦争もあったらしいし、旅の間に何人もそういう人に出会ってきた。

「まあ、それはこっちも同じだがな」

　魔王の呟きに、レーナはぐぬぬと唸る。

　それは確かにそうだ。だからこそ、難しいのだ。

「……もし本当に嫌なら、断ってもいいよ」

「え……」

　すると、エリオットがふいに真剣な顔でそう言った。レーナがヒヤリとして彼を見る。

「和平が成立すれば、勇者がいる必要もなくなる。君は自由に生きたっていいよ」

　そう言われてしまうと、キュッと心臓が軋むように痛んだ。

　自分には、帰る場所も行く場所もない。勇者としても、役に立てなかった。だとしたら、自分の使い道なんて、もうこれくらいしか残っていないのではないだろうか。

　──私の、存在意義……。

　レーナは顔をあげ、魔王を見つめた。

「……あなたは、受けるの？」

　さっき結婚すると即答したけれど、各地で熱愛するフリだなんて辱め、魔族の王が受け入れられるのだろうか。

「それが、我がアルダベルドのためになるのなら」

　しかし、彼は平然とそう答えた。

　なんだか悔しい。魔王とは、つまり王様なのだと、レーナは今さらながらに実感する。

　国益のため。

　でもそれは、相手がレーナでなくても良いということだ。

　レーナが断れば、エリオットは代わりの令嬢を用意するだろう。昨夜のことも、勇者がどこかへ消えてしまえば誤魔化しようもあるかもしれない。

　魔王は国益のためなら、婚姻相手が有力貴族の娘や王族の血縁の娘でも、きっと構わず結婚するのだろう。

「…………やる」

　モヤモヤとしたものが一瞬だけ胸をよぎり、気付いたらそう答えていた。

　魔王が意外そうに眉をあげる。

「嫌なんじゃないのか」

「嫌よ！　だけど……私がやらなきゃ、誰かがやるんでしょ。それも嫌だもの」

「へえ、ヤキモチか？」

「ちがうし！　そんなんじゃないし……」

　俯いて言い訳のように答えるレーナに、魔王は複雑な視線を向けた。

「それが自己犠牲なら気に食わん」

「そういう、わけじゃ……」

　ないのかどうか。自分でもよくわからない。

　誰かが泣く泣く魔王と結婚する姿は見たくない。だけど魔王が他の女性を愛すのも、あんまり面白くない気がする。

　口籠るレーナに、魔王はフンと鼻息を吐いてエリオットへ向き直った。

「とにかく、俺は一度乗ったんだ。途中で降りたりはしないさ」

「私だって……責任はちゃんと果たします」

　ふたりの言葉に、セジュラは面倒くさそうに密かに溜息を吐き、エリオットはにっこりと笑って頷く。

「ありがとう。では、計画を詰めようか」

　とりあえず直近で和平会議に参加し、結婚の話を出すことになった。

　反対派の不安を少しでも和らげられるように、レーナが魔族側にも人間と同じ『情』があることをまずアピールする。

「会議に出る発言力のある者のほとんどは、あらかたこちらへ抱き込んである。だから、とにかく派手に仲良くしてくれたらいいよ」

「派手に仲良くって……」

　エリオットの発言にレーナは呆れ、魔王は面白おかしいという感じで笑っている。

　何をすればいいのか、具体的にはさっぱり見えてこないのだが。

「結婚式は三ヶ月後を予定している」

「はや！」

「最速で準備させる。それまで、君たちも式の準備をしながら各地を移動してくれ」

「ハードスケジュールすぎる……」

　ポンポンとつぎ込まれる予定に、レーナは聞いているだけでげんなりした。

　カンザレアは大国だけあって結構な広さなのだ。そこに、たぶん魔界も加わって移動だけで大仕事になるだろう。けれど、やると決めたからにはやるしかない。

　この和平協定は、どうやらエリオットに一任されている。失敗すればその責任を問おうという動きもあるだろう。そうなれば王位継承権は揺らぎ、国が乱れてせっかくの和平も水の泡になってしまうかもしれない。

　──だから、私は頑張って……魔王と、仲良くする……の？

　チラリと魔王の方へ視線を向ければ、彼は真剣な顔でエリオットと話している。その端正な顔を見ていると、昨夜のことを思い出してきて羞恥に顔が熱くなった。

　顔はいいのだ、顔は。魔王なんかじゃなければ。

「なんだ？　そんなにじっと見て」

　ぼんやりと見つめていたのに気付かれ、魔王が悪戯っぽい笑みを浮かべて首を傾げる。

「あ、違っ、別に見惚れてなんか！」

「見惚れてるとは言ってないが。そうか、それで？」

「……くぅ！」

　ニヤニヤされて、悔しさに唇を噛む。

「べ、別に本当に違うんだってば。ただ、魔王って……そうだ、名前をまだ聞いてないなって。『魔王』って、称号でしょ？」

　王様、とずっと呼んでいるような違和感だ。

　レーナがそう言うと、魔王は変な顔をした。困ったような、切ないような、複雑な表情だ。

「勇者様。魔王様には、名前はありません」

「え？」

「魔族の王は、その地位を受け継ぐ時、名を捨てるのです。唯一の者になるために」

　セジュラがすかさず割って入って説明してくれる。

「そうなんだ……」

　名前を捨てる。それって、だいぶ重たいな、とレーナは思った。

　魔界の王になるのは、それだけ大変なことなのだろう。

「ふん……ついでに、我が妃には本当の姿でも見せておくか」

　黙ってしまったレーナに気を使ったのか、魔王が話題を変えて立ち上がった。

　すると、セジュラもそれに倣うように腰をあげる。

「ま、まだ妃じゃないってば……」

　そう返しながら、レーナは身構えた。本当の姿とはどういうことだろう。

　レーナは魔族には会ったことがない。だから、魔族も人間と変わらないのかと彼らを見て思っていたのだが。

「まあ、今のうちに慣れておくのはいいかもしれないね。あとで気絶でもしたら大変だ」

　エリオットは見たことがあるようで、どうぞ、と手のひらで彼らの行動を促す。

　魔王とセジュラは、見守るレーナたち前で右手の人差し指に嵌めていた黒い指輪を外した。

　ズズズ……と空間が歪み、ざわめく。

　ふたりの周囲が揺らぎ、姿がたちまち変わっていく。

　魔王はまさに魔王らしい、頭に黒々とした二本の角が生えていた。耳は尖り、肌の色は少々浅黒くなる。

　しかし、顔の印象はあまり変わらない。眼球に鷹のような鋭さが加わったが、相変わらずレーナのド好みのままだ。ダークな印象が足されて格好良く、思わず惚れ惚れしてしまう。

　セジュラの方は、髪と瞳だけでなく肌も緑色になってしまった。頬にかかる髪が揺れると、その下にキラリと硬質な鱗のようなものが見える。蛇の魔族、だろうか。

　だが、怖いというより、とても綺麗だ。セジュラが美形なのもあるが、まるでエメラルドの彫刻のよう。

「相変わらず圧巻だね」

　エリオットの呟きに、レーナはこくこくと頷く。

　たぶん、これは魔術の類だろう。魔界は魔術が進んでいると聞いていたけれど、こんなにすごいなんて。

「どうだ、驚いたか……？」

　魔王はふんぞり返りながら、少しだけ心配そうにレーナの様子を窺う。

　しかしレーナは魔族を恐れるどころか、感心して今にも詰め寄らんばかりだった。

「すごい、カッコイイ……！」

「カっ……!?」

　机に身を乗り出しキラキラとした目で見つめられ、魔王がビクリとする。

　すごいすごいと囃し立てられ、照れた魔王は片手で口元を隠しながら目を泳がせた。その様子に、セジュラがふっと笑うような息を吐く。

　魔王の尖った耳先が赤くなり、嬉しそうにピコピコ動いている。

「……よかったですね、魔王様」

「う、うるさい」

　さっさと指輪を嵌め直して、魔王は元に戻ってしまった。

　セジュラもまたそれに倣おうと指輪を指へとあてがう。

「きれーい……」

　その時、こちらを見て呟く声に気が付く。先ほどまで寝ていたリザが、うっとりとセジュラを見つめていた。

「変な女がここにも」

　セジュラは見なかったことにして、素早く指輪を嵌めた。
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　和平会議は四日後だという。それまでの間、レーナも魔王も、王宮に用意された部屋で過ごす……ことになっているのだが。

　話し合いが持たれたその日の夜。どうせ結婚するのだからとレーナの荷物は勝手に移動され、魔王と同じ部屋に運ばれてしまった。

　もちろん最大限に抵抗したのだが、エリオットの「今から親睦を深めてボロが出ないようにしてくれる？」という言葉に押し切られた。

　それだけならまだしも、夕食後に湯浴みに行けば、いつもは居ない侍女たちに体を洗われ、布面積の小さいスケスケの下着とベビードールを着せられる。他の服はぜんぶどこかへ持って行かれてしまって、ヤダヤダと駄々をこねても埒があかない。

　仕方なく身に付けて、眠るために寝室へと向かうと、その寝室にはなんとベッドが一つしかなかった。

「これは……もう……」

　どうぞ仲良くしてくださいと、全力で焚きつけられている。

　ひとりでは大きすぎるベッドに腰掛け、レーナは羞恥と困惑にうんうん唸った。

　しばらくそうしていると、やがて湯上がりの魔王が入ってくる。彼はベッドとレーナを見るなり、言葉を失って後退った。

「……っ、すごい格好だな……」

「ま、まおうっ」

　涙目になったレーナは、慌ててシーツを手繰り寄せて体を隠す。

　それから、彼の姿を見つめて驚愕した。

　なんと、人間バージョンの姿に、いたって普通の前合わせの寝衣を身につけていたのだ。

「なんで私だけ!?」

「俺がスケスケの服を着てどうなる」

　噛み付くように訴えると、魔王が呆れた。それもそうだが、不公平ではないか。

「ずるい」

　拗ねるように言って、体を隠しながら魔王を上目遣いに睨む。すると彼は、なぜか思い切り顔をそらした。

「ずるくない。君の方がずるいだろ……」

「なにが？　魔王もこれが着たかったとか？」

「そんなわけがあるか。もういいから、ベッドに入ってろ。風邪引くぞ」

　そっぽを向いたまま、彼もベッドの反対側へ入ってくる。

　ぎょっとしたが、ベッドはひとつしかないので一緒に眠るしかない。レーナも中へ潜り込むと、お互い背中合わせで横になった。

「変なことしないでよね」

「そっちが誘ってるとしか思えないけどな」

「誘ってない！」

「……わかってる」

　魔王が黙ってしまったので、気まずい沈黙が降りた。

　寝てしまおうとしても、ドキドキと心臓の音がうるさくて眠れない。魔王の身じろぎの音だけで、ビクンと身を震わせてしまう。

　どうやらそれはあちらも同じなようで、レーナが羞恥にウッと唸るたび、衣擦れの音が大きくなった。

　──これから毎晩こんなことしてたら、おかしくなっちゃう……。

　心臓が爆発してしまうのではないだろうか。

　もちろん、エリオットの思惑もわかる。ふたりは一度寝ているし、今さら何度寝たって同じだろう。そうして仲を深めた方がいい。

　だけど正体を知った今、レーナには簡単に割り切れないのだ。魔王を好きになるなんて、三年間の重みが簡単に許してくれない。

「──くしゅんっ」

　考え込んでいると、薄着のせいで湯冷めしたのか盛大なくしゃみが出た。ぶるりと身震いし、レーナはもぞもぞと毛布の中で体を擦り合わせる。

「寒いのか？」

「ひゃ！」

　ふいに耳元で良い声がして、ふわりと温もりが背を包んだ。

　いつの間にか魔王が振り返り、彼女を背後から抱きしめたのだ。

「温まるまで、こうしていよう」

「や、まって、だめ……！」

「何もしない。君が欲しがらない限りはな」

「そ、じゃ、なくて……」

　耳元でしゃべられるたび、レーナは寒さとは別の意味でゾクゾクと震えた。

　彼の低く甘い声と吐息に、くすぐったくて感じてしまうのだ。

「ん？」

「ぁ……っ」

「……どうした？」

　いや、絶対気付いたでしょ。

　そう言いたくなるくらい、今度は耳元に息を吹きかけてくる。

　しかも抱きしめた手に力を入れるので、薄布をわずかに引っ張られ、薄い下着越しの胸の先端が擦れて刺激されてしまう。

　ますます気持ち良くなって、喘ぐように声が漏れた。

「あ、ぁ、んっ、……や、だめ、だってば！」

　意を決して、腕の中で勢いよく振り返る。

　すると、間近でニヤニヤした魔王と目が合った。

「ムカつく！」

　レーナが涙目で睨みつけると、魔王は目尻を下げて笑う。

「悪い。可愛くて、つい」

「かっ……」

　甘ったるい表情と不意打ちの「可愛い」に、レーナはぼっと顔を火照らせた。

「からかわないで……」

　蚊の鳴くような声で反発すると、ぐいと彼の胸を押す。

　だが、魔王は逃げようとするレーナを逆に捕まえて、柔らかく抱きしめ直してしまった。

「もうちょっとだけ温まっていけ」

「ん……っ」

　優しい抱擁を拒むことができずしばらくそのままでいると、くっついているだけなのに息があがってくる。体温はすでに熱いほど上昇していた。

　こんなにドキドキするのに、どこか安心する。それは間違いなく、昨夜肌を合わせたからだ。ほとんど覚えていなくとも、自分が彼に抱いた気持ちは本物なのだと伝えてくる。

「ね、ねえ、魔王……」

「ん？」

　レーナは彼の胸に顔を埋め、囁きかけた。

　前合わせの寝衣からは、厚い胸板が覗いていて香水のような良い匂いがする。

「私たちって、本当に、その……寝た、んだよね？」

「……やはり覚えていないか」

　魔王の少し残念そうな声に、レーナは首を振った。

「ちょっとは覚えてる、けど、どこも痛くないし、血も出てなくて……夢だったのかなって、少しだけ思って」

　だから、どんなふうだったのか聞いてみたい。

　約束とはなんなのか。なにを忘れたから怒っているのか。

　これは好奇心だろうか。この状況で聞くのは危ないかもしれないと思いながら顔をあげると、紅玉の瞳がこちらをじっと見ていた。

「ふぅん？」

　その目に妖しい光が宿るのを、どこかうっとりとしながら見つめる。

「……痛くないのは、魔法を使ったからだな」

「魔法？」

「そう。痛みをなくす魔法だ。治療で苦しむ怪我人に使うものを応用した。君が痛いのは嫌だと言うから、腹にこう、手を当てて……」

　魔王はするりと片手を滑らせ、レーナの下腹部に触れた。へその辺りをゆるく指で撫でて、スルスルとしたベビードールの手触りを楽しむように肌をなぞる。

　彼の指が、際どい部分を行ったり来たりする。そのたびにレーナはピクリと反応し、無意識に魔王を煽った。

　自然とお互いの息が上がり、見つめ合う。

　再現するように魔王の手に魔力が込もって熱くなる。そのまま下腹部を何度か撫でて、指先がゆっくりとベビードールの中へ滑り込んだ。直に触れた指先が熱い。

「ん……っ、ぁ……ま、ぉ……」

「…………っ」

　真っ赤になって魔王を見上げる。彼は無表情のまま息を乱して、下着の上から敏感な部分を引っ掻いた。

「あっ……、ぁん……っ」

　カリ、ともう一度爪で弾いて、薄い下着の下へ指を滑らせ……。

「あーーーー、くそっ」

　がばりと急に起き上がり、魔王は頭を掻いた。

「ひゃっ？」

　はーっと息を吐いて項垂れると、ベッドの上で膝を抱えて、こちらを恨みがましそうに見つめる。

「……今、自分がどんな顔してるか、わかってんのか」

「顔……？」

　レーナは不思議そうに自分の顔を両手で触った。

「俺に抱いて欲しいって顔してたぞ」

「う、うそ！」

　一気に頬が熱くなる。

　レーナが隠れるように布団に潜ると、魔王は落ち着くため深呼吸を繰り返した。

　互いに昨夜の熱が抜けていない。この状況であれだけ喘いでおいて、食べられない方がおかしい。だが、魔王は焦ることなく止めてくれた。

「我慢、してくれるんだ……？」

　レーナがそろりと布団から顔だけ出して尋ねる。

　すると、彼はすでに落ち着いた様子で横に寝転がっていた。

「そういうのは、気持ちの整理をつけてからでいい。いっときの感情ではなく、俺を心から愛すると決めた時にいただくことにする」

　魔王を愛した時。その瞬間を、彼はどうやって見極めるのだろう。

「……そんなの、わかるの？」

「わかるさ」

　レーナの疑問に、魔王は意味ありげに笑って頷く。それから優しく彼女の髪を撫でながら、もごもごと付け加えた。

「もし昨日の晩のことが知りたいなら、また教えてやる……その、危なくない程度に」

「……あ、ありがと」

　その気まずそうな口調がおかしくて、レーナは笑いながら思わず素直にお礼を言う。

　するとたったそれだけで、魔王は表情をぱっと明るくした。

「もう一枚、毛布を持ってきてやろう」

　そう言うと、彼はクローゼットを漁って手頃な毛布を持ってくる。それをレーナの上にふわりと掛けて、再び隣へ寝転んだ。

　先ほどより離れた場所なのは、今度こそ眠りを妨げないようにだろう。魔王のくせに甲斐甲斐しい。

「ありがとう」

「ふん。風邪など引くなよ、我が妃」

「はいはい」

　もう一度お礼を言うと、ものすごく嬉しそうな声でそう返された。なんだか大型犬が尻尾を振っている幻覚が見え、レーナはくすりと笑いながら毛布にくるまる。あたたかい。

「おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　とろりと瞼が閉じていく。胸はドキドキしたままだけれど、今度はちゃんと眠れそうで、レーナはホッと安堵した。








３　勇者と魔王はラブラブです！









　レーナの日課は素振りだ。王宮にいる間は毎朝、騎士団の稽古場を使わせてもらっている。

　昔は聖剣を手に馴染ませるため。今は精神統一のためだ。

　朝稽古をする騎士に混じって、体を動かす。たまに挨拶を交わしたり、遠巻きに見つめられたりしながら、レーナはひと汗かいてその場をあとにした。

　と、稽古場を出たところで、昨日見た人物がいることに気付いた。

　緑色の青年。確か、セジュラといったか。彼が完全に人間に擬態した姿で立っていた。

　王宮内に魔族がいるなど知れ渡っては困るから、エリオットの周囲以外にはまだ秘匿されているのだろう。

「お疲れ様です、勇者様」

「驚いた。おはよう」

　貴族の礼をするセジュラに、レーナが笑いかける。

　そして声をかけてから、なんとなく彼はずっとそこで自分を見ていた気がして、遠慮がちに尋ねた。

「……私の見張り？」

「護衛です。勇者様が害されては困るので」

　セジュラは淡々とそう告げて、何気ない素振りで隣を歩く。

　そんなのいいのに。そう言おうと思ったが、時おり遠目から鋭い視線が刺さるので口を噤んだ。さっそくレーナがエリオットと魔王との仲を取り持ったという噂が流れていて、和平をよく思わない者が彼女を疎ましく思っているのだ。

　結婚が知れ渡ったら、今度は国中の人間にあんな目で見られるのだろうか。そう思うと今から溜息が出る。

　魔族と人間の溝は深い。直接戦ったことがある者や、家族を失ったことがあるなら尚更だ。

　ほんの二十年ほど前まで、魔族は人間界を荒らしていたという。魔物も彼らが操っていた強力な個体が多く、こちら側は常に脅威に怯えていた。まるで強者に蹂躙される狩場だったのだ。

　──それを変えたのが、今の魔王……。

　弱者は強者に食われる。それが魔族の常識だ。だが、魔王は人間と言葉を交わし、与え合える関係、和平への道を進めようとしている。

「あなたも大変だね」

「いえ、仕事ですから」

　セジュラはそっけなく言い放つ。立場や種族への感情よりも仕事として割り切っている様子は、裏がなくて今は安心できた。

「……セジュラみたいな人が側近なんて、きっと魔王は優秀なんだろうね」

　レーナから見た魔王は少々変わった顔がいいだけの男だが、目標のために魔界を平定した手腕や、国のためなら政略結婚にも即答する姿勢、そして連れているのがただの盲目的な部下ではなく生意気そうなセジュラであることは評価できた。

　昨日の様子から、セジュラは命令を聞きはするが、魔王にきちんと意見する。それを許し、従わせる余裕がある。

　それに比べて、自分はなんて役立たずなんだろう……などと、レーナはつい落ち込んでしまう。

　そんな彼女の心を知ってか知らずか、セジュラはツンとした態度で、

「ここだけの話、魔王様の性格は根暗だし、歴代最弱と言われておりますよ」

　なんて敬意のないことを言う。

「そうなの？」

「魔界では本ばかり読んで外にはあまり出ませんし、魔王様の母君は最弱種ですので侮られることも多くて、よく拗ねております」

「へえ……」

　魔王も苦労してるんだと、少しだけ親近感が湧く。拗ねる姿を想像し、レーナは思わずくすりと笑った。

「そんな最弱で根暗な魔王が、よく魔界を平定できたね」

「魔王様は人を使うのがお上手なのです。乗せられて頼られて、いつの間にやら仕事を任されている。私が良い例です」

　うんざりした口調のセジュラに、レーナは大きく笑った。この従者は冷淡な見かけによらず、お人好しのようだ。

「おい、ずいぶん楽しそうだな」

　その時、不機嫌そうな声が聞こえてきた。

　そちらへ目を向けると、壁に寄りかかって自分を見つめる長身の美男子が立っている。

「魔王」

　どうやら寝起きですぐやってきたらしく、服は適当で髪には寝癖がついていた。

　稽古場から城の中へ戻ったばかりの、部屋まではまだ距離がある場所だというのに、どうしたのか。レーナが驚いていると、魔王はサッと彼女の肩を抱いて、セジュラから奪うように自分の方へと引き寄せる。

「セジュラ、ここからは俺が代わる。何事もなかったか？」

「はい、なにも」

「……余計なことは言わなかっただろうな？」

「なにも」

　セジュラは面白そうに目を細めて、シレッと答えた。

「お前……レーナに変なこと言わなかったよな？」

「なにも。それでは、朝食のご用意をお願いして参りますので、お先に失礼いたします」

　そう言って一礼すると、セジュラはスタスタと去っていった。

「あいつ……」

「ねえ、ちょっと……」

　肩を抱かれて居心地の悪いレーナが、魔王を突つく。

「ああ、悪い」

　そう言った彼の手が、レーナの肩から腰へと滑り落ちる。離れる気はないらしい。

「……心配がすぎるんじゃない？」

「未来の妻を心配して、なにが悪いんだよ」

「つ、妻」

　妻という単語に、レーナは思わず頬を赤らめた。

　魔王はどうやらすっかり役割になりきっているようだ。つい反応してしまうのが悔しい。

「それより、レーナ。俺が寝ている間に、勝手にいなくなるな」

「勝手って……別に魔王の許可なんていらないでしょ」

「探すだろう。どこか行く時は寝ていても声をかけろ」

　寝癖をつけたまま何しにきたのかと思えば、探してくれていたのか。レーナは驚きつつ、ぎこちなく頷く。

「わ、わかった」

　なんだか落ち着かない。急に周囲が過保護になったようだ。

　主従揃って心配性だが、弱肉強食の魔界では、これが普通なのかもしれない。




　こうして魔王との距離感が微妙なまま数日が過ぎた。

　絶えずピッタリとくっついてはいるが、それは仲良くなったというより役割を全うしているのだろうとレーナは解釈している。

　であれば、自分も頑張るべきだ。

　そんなふうにようやく決意できたのは、ちょうど和平会議の行われる日だった。




＊＊＊




　重々しい雰囲気の中、エリオットはじめカンザレアの重鎮と各国の代表、そしてレーナと魔王とその部下たちが広間へと集められていた。

　中央に設置された大きなテーブルを囲むように席に着く。テーブルの端にエリオット、その反対側に、人間に擬態した姿の魔王とセジュラ、レーナが座った。

　今回、王は出席しないが、報告は届けられるとのことだ。

「さて、皆も知っての通り、我がカンザレアと魔界アルダベルドは和平を結ぶこととなった」

　席に着いた者たちを見回し、エリオットが話しはじめる。

　和平については既に何度も会議を重ね、条件なども書面のやり取りであらかたまとまっている。諸外国はカンザレアに追従する形をとるという。

　ただ、カンザレア内でも魔族との和平を不安視する声が多い。

　なので、和平協定の調印前に、重要人物の顔合わせと最終確認を行うと言う名目での、今回の集いである。

「こちらが魔界アルダベルドの王である魔王殿と、侍従のセジュラ殿、そして勇者レーナだ」

　エリオットが手のひらで指し示した三人が簡単な礼をする。

　彼らの視線は、主に仲睦まじく隣り合う魔王とレーナに注がれた。

「お噂は聞いております」

「エリオット殿は魔界側から和平を持ち込まれたと話しておりましたが、その陰で勇者様が動いていたというお話は本当ですか？」

　家臣たちが次々と質問を口にすると、エリオットがにっこりと笑う。

「それは事実です」

　平然と肯定する様子に、お前が流したんだろその噂、と思いながらレーナたちも頷いた。

「勇者と魔王殿は戦いを重ねるうち、共に平和への志があることを知ったそうです。いつしかふたりは愛し合い、共にこの地を平穏へと導くべく、僕の元へ和平の話を持ってきてくれました」

　エリオットは演技がかった仕草でやや盛り気味に説明する。

「失礼ながら、王太子殿下」

　と、家臣のひとりがおずおずと手を挙げた。

「なんでしょうか」

「勇者はそもそも異邦人。自らの保身のため、魔王と結託している、なんてことはございませんか」

　その家臣は心配性なのか、怯えながら信用ならないと言いたげな視線をレーナへ向ける。

　カンザレアの命運を託して送り出した勇者を疑うとは、とレーナは少々呆れた。この場にリザがいたらブチギレていただろう。

「レーナは僕が十五歳の時から面倒を見ている者です。彼女は間違いなくこちら側の人間。その人となりは僕が保証しましょう」

　しかしエリオットは何でもないように答える。

　だが、さらに手が挙がった。

「失礼」

「どうぞ、デボルタ卿」

　名を呼ばれた家臣は、どこか下品な感じのする男だ。……と、よく見れば、夜会でレーナにしつこく声をかけたあの男だった。

　──やっぱり身分が高い人だったんだ……！

　レーナの背筋にヒヤリと汗が流れる。こちらに目を向けたデボルタは、酔っていてもレーナのことを覚えていたのだろう。憎々しげに睨みつけてくる。

　だが、自分が小娘にねじ伏せられたという失態を話すわけにもいかないのか、睨むだけで言葉を続けた。

「勇者殿が操られているという可能性はございませんかな？　魔族めは怪しげな魔術を使うと聞く。もう中身は魔物と入れ替わっているやもしれませんぞ」

「ちょっ……！」

　いきなりの失礼極まりない物言いに、レーナが声をあげた。

「よい、レーナ」

　しかし怒って立ちあがろうとするレーナを、隣の魔王がそっと手で制した。

「貴様たち人間より、我々が魔術に長けているのは事実だ。だが、俺は本当に和平を望んでいるし、レーナを愛している。愛する女を傀儡にする趣味はない」

「あっ……愛……!?」

「照れるな」

　小声で悲鳴をあげると、魔王はくすりと笑う。

「彼女を裏切ることはない。……まぁ、勇者の実力であれば、俺が裏切った時にはむしろ一刀両断にされるだろうがな」

　ククッと魔王らしく笑って、レーナの髪を指でひと房掬って口づけする。

「和平が成立した暁には、彼女を正妃に迎える。今日はそれを伝えにきた」

「ふたりの結婚は、両国民にとってお互いが手を取り合うきっかけとなるはずです」

　エリオットの言葉に、魔王が大仰に頷く。

「魔族と人間、血で契約を結ぼうぞ」

　声を張り上げて宣言すると、家臣たちが圧倒されてざわめいた。

「おぉ……！」

「なんと……！」

　動揺がさざなみとなって会議室を揺らす。

　その中で、ふと、ひとりの男が静かに手を挙げた。

「エリオット殿下。よろしいか」

「はい。叔父上」

　刹那、ピリリと周囲に緊張が走る。

　彼はエリオットの叔父であり、王弟のガーラル・ディル・カンザレアだ。

　白っぽい金髪と青い瞳、威厳のある髭の中年だが、さすがエリオットと同じ血筋だけあって、凛とした佇まいの美丈夫である。

　彼は王位継承権第二位の人物で、王太子派に次いで大きな派閥を持つ。それゆえ王位を狙っているという噂もあり、実際エリオットには特に厳しく、敵対した態度を取ることもあった。

　今回も、和平について表立って反対し続けていた人物だ。幾度の話し合いで一応の納得はしてみせたものの、油断があればすぐにひっくり返されてしまう。

「殿下のおっしゃる通り、ひとまず勇者殿を信用するとしましょう。その場合、何かあれば殿下と勇者殿、おふたりが責任を負ってくださるのですか」

「もちろんです」

「私も、そのつもりです」

　エリオットとレーナが頷くと、ガーラルはスッと目を細める。

「ほう……。では、勇者殿。魔王殿が約束を破り人間を襲うことがあれば、あなたのその聖剣で魔王殿を討ってくれるというのですね」

「な……っ」

　問題が起これば、勇者自ら魔王を殺せと言う。レーナはギクリと身を固くした。

　想像していなかった。自分はただ結婚するだけでなく、魔王の見張り役にもなるのだと。

　怯んだレーナに代わり、魔王が口を開く。

「……ああ、構わない。その時は大人しく首を差し出そう」

「なに言って……！」

「俺が人間を、君を裏切った時だ。それはあり得ない。そうだろう、我が妃」

「…………」

　彼との付き合いは短いが、魔王が常に魔界の王として振る舞うのを見てきた。その魔王を信じるしかない。そう決めて、レーナは頷く。

　ガーラルはエリオットへも視線を向けた。

「殿下にも、それ相応の覚悟をしていただく」

「ええ。構いません」

　エリオットはガーラルをしっかりと見つめて頷いた。

「なに、問題など起きなければいいんだ」

　魔王は軽口を叩いて笑うが、レーナたちはガーラルの発言で一気にピリピリした空気を漂わせた。彼に触発されたのはふたりだけではなく、人間側の者たちも、たちまち押し込んでいた魔族への不安や不満を口にしだす。

　今まで散々奪われてきた側からすれば、警戒するのは当然だ。信用してくれというのも感情論にすぎず、行動で示すには時間がいる。

　和平後の細かい条約を確認する議題ではレーナは蚊帳の外だったが、人間側が「信用できないから」という理由で逐一難癖をつけてくることには腹が立った。

　それを促すように、大事なところで一言二言挟んでくるのがガーラルだ。あの王弟は、よほどエリオットの邪魔がしたいらしい。

　──自分たちの利益ばかり要求して、嫌味ったらしく相手を貶して！

　勇者が同席していることや、魔王が人間を害さないと約束したことで、意見は活発になった。けれど、反撃されないからと魔王やセジュラを遠回しに貶す。それが我慢ならない。

　大方決まっていた事柄も、先ほど失礼な言葉を挟んできたデボルタという男がひっくり返そうとしてくる。

　曰く、魔族に約束は守れるのか。文字が読めるのか教育はあるのかといった見下した発言から、身の安全が心配で護衛代がかかるので金を出せ、などの暴言まで。

　そんなことを持ち出されては、物事は一向に進まないではないか。

　我慢できず、レーナは思わず立ち上がって叫んだ。

「まずは相手を信用して、民や未来のことを話しましょうよ！」

　瑣末な金の話や言いがかりのような懸念を、いつまでも論じていても仕方がない。

　そう鼻息荒く言い放ったレーナに、一同はぽかんとした後、呆れたように笑った。

「小娘がでしゃばって」

「あなたはどちらの味方なのです？」

「どちらって……これからはそうじゃないでしょう。同じ道を行こうって話をしてるんじゃないの？」

　これは和平のための会議だと、そう聞いていたのに。

「勇者様、これは国同士の取引です」

　家臣たちが、宥めるように言う。

「あなたもこんな役目を負って可哀想に。魔族の味方をしなければならぬとは、まるで生贄だ」

　呟くように放たれた言葉が、耳についた。

　……そう、自分ははたから見れば生贄だ。魔王の花嫁として、差し出された。

　だけど、自分で選んだのだ。他人からそう言われるのはムカつく。

「生贄じゃないわ。私は、この人を愛しています！」

「……っ!?」

　呟いた人物をキッと睨みつけて叫ぶ勇者に、魔王が一番驚いた顔を向ける。

　レーナはそれには気付かず、背筋を伸ばして凛とした声を響かせた。

「大役をいただいたと思っています。私は、魔王と役割を全うできると信じてる。だから身を捧げるのです」

　そう高らかに宣言すると、周囲は一旦押し黙った。

　気まずい雰囲気の中で、魔王ひとりだけが顔を赤くして俯いている。

　シンと静まり返っていると、ガーラルがふうと息を吐いた。

「……では、見せていただきましょうか。この結婚と、あなたの行うことに、民が納得するのかどうか」

「もちろん。望むところです」

　レーナはガーラルから目を逸らさず、しっかりと頷いた。







　なんとか会議を終え、エリオットはじめ、魔王とセジュラ、レーナは、王宮の応接室で休憩に軽食を摂ることになった。

　昼はだいぶ過ぎている。喉も乾いていた。

「みんなご苦労だったね。特に魔王殿、レーナ、叔父上が申し訳なかった」

　くつろいだ雰囲気でローテーブルを囲みつつソファに腰掛けると、エリオットが軽く頭を下げる。

「王弟もですが、あのデボルタという男、気に食わないですね……」

　セジュラが渋い顔で呟く。彼は会議中、魔王に言い付けられていたのか、必要な事柄を説明する以外はまったくしゃべらなかった。そのせいか、鬱憤が溜まっているのだろう。

「デボルタ侯爵は領地も豊かで商売も手広くやっている。交易をするなら、彼と関わらないわけにはいかないね」

「ふぅむ」

　偏見まみれのデボルタとは組みたくないのか、魔王が嫌な顔をする。

「叔父上とも懇意にしていて、それもあってか少々横柄なんだ」

　困ったものだとエリオットもぼやく。

　財力も発言力もある王弟派に、手を焼いているようだ。

「……エリオットはこれでよかったの？」

「なにがだい？」

　和平は両国の悲願だ。エリオットもそこに揺らぎはないだろう。けれど、レーナはガーラルの言った、問題が起きたら責任を取れという言葉が気になっている。

「魔族を、魔王をそこまで信用する理由だよ。言っちゃ悪いけど、裏切らない補償はないじゃない」

　すっぱりと思っていたことを言うと、一同は苦笑した。

「レーナまで酷いことを言う。あいつらに感化されたのか」

「そうじゃないけど……」

「いえ、わかりますよ。手放しで信用はできないでしょう」

　魔王はクスクス笑っているが、セジュラは同意を示してくれた。力関係が逆ならば、彼らも武力のある相手との交渉には用心するはずなのだ。

　けれど、エリオットは平然と答える。

「僕は何度も魔王殿とふたりで話し合っている。忍んで魔界も見に行ったし、レーナの未来の夫だと思ってちゃんと魔王殿を念入りに調べた」

「はっ……!?」

「あの頃から、この計画を考えていたのか」

　にこにこと言い放つエリオットに、魔王が呆れた声を出す。

「勇者が来ていることは知っていたが、道理で性別すら教えないはずだ」

　魔族と遭遇しない勇者の情報は少なく、魔王はずっと、勇者のことを男だと思っていたらしい。和平には賛同しているが、反対派を撹乱するため勇者として旅を続けていると説明されていたそうだ。

「魔王と勇者は惹かれ合う。僕は勇者の伝説を信じているからね。それに、もし目論みが外れて僕が魔王に殺されてしまっても、カンザレアには叔父上がいる。叔父上は、僕よりよほど優秀だ」

　エリオットはふいに真面目な顔をして目を細めた。

　表向き敵対しているとはいえ、血縁者であるガーラルの実力を熟知し、高く評価しているようだ。

「でも、王弟殿下が王位を取れば、戦争は続くんでしょ」

「そうだね……」

「だから俺たちに失敗は許されない。だろ？」

　そう言って、魔王はソファの隣に座るレーナの腰を抱いて引き寄せる。

「ちょっと、ここではいいでしょ！」

「さっきはあんなに乗り気だったのに？」

　愛してると言ったことを指しているのだと気付き、レーナの頬がパッと朱に染まった。

「べっ、別に乗り気じゃないよ！　でも、うまくやって、あいつらを悔しがらせてやりたかったんだもの！」

　素直にそう叫ぶと、魔王は笑いながら頷く。

「それには同意だな」

　そして今度は自分の身をぐっと寄せ、レーナの額に軽くキスをした。

「では、これからも、忘れず油断なく俺を愛せ」

「……くっ」

　なんだか、どんどんドツボにハマっていくような気がする。

　悔しがるレーナとニヤニヤする魔王。エリオットはその構図に苦笑しつつ、切り替えるようにパンッと手を叩いた。

「さあ、話は終わりだ。お茶にしよう」

　すると待ち構えていたように扉が開いて、サンドイッチやクッキーを乗せた皿と、淹れたての紅茶が運ばれてくる。いい匂いが漂って、あっという間にテーブルの上が豪華になった。

「やっほー！　おつかれさまっ！」

　給仕たちに混じって軽快に挨拶したのはリザだ。

　留守番を言い付けられていた彼女は「どうだった？」と尋ねながらレーナの隣に陣取る。

「疲れた」

「あは。行かなくてよかった！」

　どうせ行っても寝てただろうけどね、とリザは笑う。

　ほんと、リザが来なくてよかった、とレーナは胸を撫で下ろす。来ていたら侮辱された瞬間、会議室が焦土と化していたかもしれない。

「いただきまーす！」

　レーナとリザは揃ってそう言うと、サンドイッチを口にする。と、魔王とセジュラが物珍しそうにこちらを見てきた。

「なんだそれは？」

「独特な祈りですね」

「あぁー……そのやりとり、飽きた」

　異世界での習慣は、こちらに来た当時に散々ツッコまれている。うんざりしてそう返すと、魔王とセジュラは異世界の祈りなのかと驚いた。

「本当に別の世界から来たのだな……」

「そうだよ。信じられないけどね」

　どこかぼんやりと寂しげにレーナは呟いた。

　信じられないと言われるたび、自分だって信じられない、信じたくないと心の中で言い返してきた。夢であったらどんなによかっただろう。

「魔族も異世界人は珍しいんだ？」

　どこへ行っても結局は珍獣なのだと思いながら尋ねると、魔王はにっこりと笑ってしみじみとこう言った。

「ああ。少なくとも俺は見たことがない。勇者と魔王は惹かれ合うとは言うが、望めば必ず会えるわけではないからな……俺は運がいい」

「……」

　そんな言い方、まるでずっと会いたかったみたいだ。

　──私たちは敵同士なのに、変な男。

　レーナは魔王から目をそらし、持っていたサンドイッチの最後のひと欠片を口の中へ放り込んだ。
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　その夜、レーナと魔王は再び同じベッドで横になった。

　寝衣はいつものように薄着で、今日のレーナは黒の下着とベビードール、魔王は前合わせのガウンのような寝衣だ。

　この時間は、何度経験しても慣れそうにない。衣擦れの音に緊張しつつ、仰向けになって天蓋を見つめた。

　会議の熱が冷めない。大勢の前で宣言したことで、やりとげてみせなくてはという責任感が今になってじわじわと湧いてくる。

「……できるかな」

　人々の不審の目や、不安。それに耐えながら、付け焼き刃の熱愛アピールなどうまくいくのか。

　チラリと隣を見ると、魔王も同じように仰向けになり、目線だけを寄越していた。彼も眠れないのだろうか。

「うまくいくと思う？」

　レーナがそっと囁くと、魔王は顔をこちらへ向ける。

「さあな。だが、成功させる。昼間も言っただろう」

「それはそうだけど」

「心配なら、もっと演技が上手くなるように練習するか？」

　がばりと上体を起こして、魔王が不敵に笑いながらレーナに覆い被さってきた。

「ば、ばか！」

　深紅の長い髪がさらりと流れて、レーナを覆い隠す。

　魔王の影にすっぽり隠れてしまい、慌てて彼の胸を押すけれどビクともしない。それどころか、嫌がるレーナを見て楽しそうに体重をかけてきた。

「ん……っ」

「少しは思い出せそうか？」

　顔を寄せ、耳元に囁きかける。甘い吐息が首筋を這うと、ゾクゾクして心拍数が跳ね上がった。

「俺はぜんぶ覚えてる。初めてなのに、俺を奥まで咥え込んで離さなかった。その形も、熱も……。必死に縋りついて、甘えていた。あの時みたいにしてみたら、疑われることなんてない」

「う、う……」

　しみじみと思い出されると、恥ずかしくて死にそうになる。

　魔王はさらに体を預けながら、耳朶に唇をつけて物憂げな溜息を吐いた。

「相性はきっと悪くない。眠れないなら、少し試してみないか」

　無理やりすることはないと思っていたが、どうやら今日は、彼も昼間のことで昂っているらしい。興奮した吐息と唇で耳を刺激され、レーナは身悶える。

「相性、は……確かに、良いかもしれないけどぉ……」

　快楽だけに流されていいものか。

　戸惑いながらそう言うと、魔王は目を瞬かせた。

「へえ、初めてだったのに良いとわかるんだな」

「だって、普通は……キスであんなことにならないし」

　ぼんやりとした記憶だが、酒が入っていたとはいえ、キスだけで腰が砕けたのだ。

「ふむ……？」

　レーナの言葉に、魔王は思案しながら首を傾げ、ふと思い至ったように口を開いた。

「そういえば……俺は魔王として、あまり優秀ではない。どうしてかというと、低級魔族の血が入っているからなんだ」

「低級魔族？」

　そういえば、セジュラが魔王の母親は最弱種だと言っていた。

「そうだ。いくつか種族がいるが、人間と関わらねばならぬほど低級だ。夢魔や、淫魔……俺の母が淫魔だった」

「へえ…………ん？」

　淫魔とは、確かサキュバスやインキュバスといった、人間と性交する類の種族を指すのではなかったか。漫画で読んだ知識だが、精気を吸う代わりに天国が見れるとかなんとか。

「己自身にその血は全く感じないが、俺の体液は、人間にとってその手の毒になるのかもしれん」

　魔王がシレッととんでもないことを言う。

「えっ、なに。え、こわい」

「別に怖くはないだろ。死ぬわけじゃない。媚薬のように、快楽が強まるだけだ」

「後出しやめてよ……！」

　つまり、魔王との粘膜接触はめちゃくちゃ気持ちがいいということだ。そんな後出しは困る。

「俺だって知らないんだから、しょうがないだろう」

「知らないって……今までの相手は、そういう反応なかったの？　魔族相手には効かないとか？」

「…………」

　レーナが当然の疑問を口にする。と、魔王はじっとりとこちらを見つめたまま黙ってしまった。

「……魔族は必要もなく交わったりしない」

「え」

　それは、経験がないということだろうか。

「もしかして、童貞」

「魔族は必要もなく交わったりしない」

　目が据わっている。これは魔王の地雷だろうかと、レーナは慌てて口を噤んだ。

　すると一転、魔王は瞳に獰猛さを浮かべて顔を近付け、攻勢に出てきた。

「自分で確かめてみたらどうだ？　そういう効果があるのかどうか」

「へ」

　次の瞬間、レーナは唇を奪われていた。

　強引に深く重ねられ、舌がぬるりと口内へ割り入っていく。

「ん、んぅ……！」

　舌が絡み、くちゅくちゅと音を立てて唾液がレーナの舌へ塗り込まれる。

　ゾクゾクと背を駆け上がる快楽は、ただ気持ちがいいのか、それとも媚薬的な効果があるせいなのか。判断がつかぬまま、魔王の舌先はレーナの口腔を蹂躙していく。

　とろりと意識がとろけ、口の端からツツとだらしなく涎が溢れた。

「……どう思う？」

　はぁ、と息を吐いて唇を離し、魔王が囁く。

　わからない。ぼんやりしたままレーナは首を振る。すると彼は笑って、彼女の汚れた口元を指で拭い、その指をぺろりと舐めた。

　さらに自らの指を舐めしゃぶり、唾液を塗りつける。

　そして濡れた指をベビードールの下へと潜り込ませ、下着をずらして胸の先端にツンと触れた。

「ひゃ……っ！」

　ピクッと体を震わせるレーナに、魔王は「どうだ？」と答えを促しながら、指の腹でクルクルと縁を描くように乳首を擦る。ぷくりと膨れ上がった乳首に、唾液が念入りに塗りつけられていく。

「ぁ……は、……ん」

「ここを弄られるのは、好きだろう？」

　最初の夜も、すごく感じてたよな。そう囁きながら、首筋へと舌を這わせ、キスをする。

「直接、舐めたのを覚えているか？」

　魔王の息があがっている。

　その息遣いと体への刺激で、レーナの脳裏に断片的な記憶が蘇った。

　彼が乳房に吸い付く様や、足の間の恥ずかしい場所へと舌を伸ばす様子、その陶酔した表情を。

「や、やだ……ぁ！」

　羞恥で真っ赤になりながら、レーナが抵抗する。けれど、思い出したことで体はますます疼き、抵抗の声はまるで甘えたように響いてしまう。

　魔王はそれに応えるように、口づけをしながらもう片方の胸を揉みしだいた。

「ん、んん……、ふ……ぁ……」

　しばらく好き勝手に弄られて、レーナはくたりと脱力してしまう。そこへ、ぐっと下腹部に熱いものが押し当てられた。

「……っ！」

　その質量と熱に驚いて覗き込むと、魔王の前合わせの寝衣がはだけて、剥き出しの雄がレーナの秘所に擦り付けられていた。

　レーナが扇情的な下着なら、魔王の寝衣の下は裸だったのだ。

　薄すぎる布は、もはや防御の意味を成さない。大きく反り返ったそれが前後すると、直接触れているかのように強烈な熱と硬さを感じた。

「レーナ、俺が欲しいと言え。俺を愛したら、続きをしてやろう」

　魔王は唇を離し、荒々しく息を吐いて囁く。

　彼の興奮と連動するように、剛直がビクビクと蠢いた。

　レーナは魔王以外の男性のものを知らないので確かではないが、どうも人間のものより立派でゴツゴツしている。先端のカリは大きく張り出しているし、竿の部分には背骨のようなポコポコとした突起が生えている。人間の雄に、そんなものはたぶんない。

　その突起で陰核をすり潰すように刺激されると、どうしようもなく気持ちよくて、思わず欲しいとねだりそうになった。

「あ、あっ……、や、だめ……っ」

　じわりと体温が上がって、痺れるような感覚が駆け抜ける。

　けれど許してしまったら、レーナは自分が保てなくなりそうだった。魔王に反発してきた、勇者としての自分を失うのがこわい。いずれ結婚して受け入れなければならないとはいえ、まだ、すべてを許したくない。

「だめ……まだ、だめ……」

　体を引き絞るように反らし、譫言のように喘ぎながら必死に抵抗する。

　そんなレーナに、魔王が切なげな表情で端正な顔を近付けた。

「……俺が嫌いか？」

「ち、ちがう……けど……」

　罪悪感にチクリと胸が痛んで、レーナは思い切り顔を逸らす。

「では、魔族だから？」

　ふる、と首を振るレーナの頬を掴んで、魔王が無理やり目線を合わせる。

「レーナ。俺自身を見ろ」

「う……」

　見ている。だから悩んでいるのだ。

　レーナがじわりと涙目になる。それを見た魔王は、ふっと表情を緩めて頬から手を離した。

「……いつか、欲しいと言わせてみせるさ」

　深紅の瞳を細めて儚く微笑み、口づけを落とす。

　それから彼の両手は、再び胸を弄りはじめた。

「今夜はもう難しいことは考えず、たくさん達して、ただ気持ちよくなって眠ってしまえ」

　そう言うと、胸の頂を指の腹でスリスリと擦りながら腰を揺らしはじめた。

「ひぁ……っ！」

　気持ちいいところを同時に責められ、レーナの体が痙攣する。

　男根の先端から溢れ出た透明な蜜を、ぐりぐりと肉芽に塗りつけるように擦られると腰が跳ねた。そのまま何度もイかされて、レーナは疲れ果てて気絶するように意識を手放す。

「よく眠れ……」

　低く甘い声が耳元で響く。

　レーナは会議で張り詰めていた気持ちもどこへやら、夢も見ることなく泥のように眠った。







　翌日、和平協定書への調印式が行われた。

　カンザレア王と魔王が共に署名し、和平は成立。

　と同時に魔王と勇者の婚約も、かなり脚色された恋物語と共に国民へと周知されたのであった。

　式典の後、戻ってきた魔王は静かに言う。

「いいか、レーナ。和平の調印書など紙切れだ。大事なものは、もっと別のところにある」

　厳かな雰囲気と胸のざわめきに、レーナは昨夜の甘いひとときなど思い出す暇もなかった。
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　いよいよ、魔王と勇者による熱愛アピールが始まった。

　舞台はエリオットのお膳立てによって実現した、パーティや慈善事業での集まりだ。その中で、ふたりは最大限に仲睦まじく振る舞う。

　参加者は、魔王の目的でもある交易に深く関わる者が多い。一石二鳥というわけだ。

　エリオットが最初に用意したのは、王宮でのふたりのお披露目パーティだった。

　正装をして、立食形式で軽食を摂りながら歓談する。昼間なので、酒が入ることもなくビジネスの話ができる。

「僕が軽く紹介して回るから、気負うことはないよ。楽にして、自然体でいてくれたらいい」

　エリオットはそう言うが、正装する時点であまり自然体とは言い難い。

　レーナを着飾らせるのは、王宮のメイドたちだ。早朝からドレスやアクセサリーを持ってレーナを鏡台の前に座らせ、あれこれと相談しながら飾り立てていく。

　その中に、なんとリザの姿があった。

　彼女はどういうわけか、レーナ専属の侍女のような立ち位置になっており、メイドたちに指示を出している。

「なんで？」

「だって、これからあちこち行くんでしょ。レーナの面倒はあたしが見る！」

「……そう」

　大丈夫？　と聞くのは野暮かもしれない。リザは詳しく話さないが、どうやら彼女は貴族出身のようで、所作や服装のセンスも悪くない。ただ性格がハチャメチャなだけだ。

「今日のドレスは昼間だから露出控えめだけど、背中が透けててラインが綺麗に出るようなものにしたんだ～。だから髪はアップにしよう。淡いクリーム色が綺麗でしょ、髪飾りはお花にしよう」

　ウキウキと楽しそうなので、レーナは黙って彼女に身を任せることにした。

　そうして出来上がった『作品』を、リザは魔王相手にドヤ顔で見せびらかす。

「どうよ？」

「でかした……」

　レーナと対面した魔王は、視線を釘付けにしたまま熱に浮かされたように呟いた。

　かくいう魔王も、相変わらず素晴らしくいい男だ。濡れたような深紅の長い髪は、今日は三つ編みにされてリボンをかけられている。やはり黒を基調とした品のいい丈の長い上着を着て、シャツには豪華なフリルが揺れていた。

　格好良くて照れてしまう。レーナがまごついていると、魔王はじっとこちらを見つめながら近寄ってきた。

「本当に綺麗だ。世界中の花を集めても君の美しさには敵わない。愛しい妻の可憐な姿を見られて感激だ」

「……はいはい」

　大袈裟すぎる褒め言葉に、レーナはスッと冷静になった。

　どうやら熱愛アピールの演技スイッチが入ってしまったようだ。まったく、思わせぶりはやめて欲しい。ただでさえ顔が良いのだから。

「あなたも素敵だよ。じゃ、行こうか！」

　レーナは敵地に乗り込むかのように拳を握って掲げた。

　全力で誉めたのでてっきり甘い雰囲気になると思っていた魔王は、その男らしい仕草に面食らう。

「……なあ、なんで伝わらないんだと思う？」

　隣に控えていたセジュラにそっと囁くと、彼は「さあ？」と興味なさそうに小首を傾げた。




　パーティが始まり、会場となるホールへ続々と人が集まってくる。レーナたちも入場すべく、控えの部屋を出た。

　だが、慣れない雰囲気に、直前になって足が竦んでしまう。緊張で手足が冷たくなり、ぶるぶると小刻みに震えてきた。

　と、隣に立っていた魔王が、おもむろに片手を差し出す。

「ほら、行くぞ」

「……うん」

　レーナはそっと彼の手のひらに手を重ねる。すると少し置いただけの指先を、魔王はぎゅっと握り込んだ。

　──そうだ、ひとりじゃない。

　これからは、魔王も一緒なんだ。そう思うと、不思議と緊張が解けていく。魔王がエスコートする形で手を取り合い、ふたりは会場へと足を踏み入れた。

　入場すると、ざわりと周囲がざわめく。

　注目を浴びるのはわかっている。慣れないドレスにヒール、集まる視線に、腹の探り合い。

　主催であるエリオットが入場して開催の挨拶をすると、音楽の演奏が始まり場は和やかに動き出した。

「レーナ、魔王殿。あそこにいるのが王弟派の中で武闘派と言われる伯爵だよ。それからあっちが、最近台頭してきた商人出の貴族で……」

　パーティの合間に近寄ってきたエリオットは、そっと囁きながら出席者の説明をしてくれる。重要そうな者の顔は覚え、タイミングが合えば魔王とふたりで挨拶に向かう。

　爽やかなフレッシュジュースを片手に淑女らしく挨拶するのは緊張するが、隣に味方が立っているというのは心強い。奇異な目で見られても、敵対心や警戒心を向けられても、レーナはなんとか笑顔でやり過ごした。

「なかなかいいじゃないか」

　挨拶を終えて戻ってきたエリオットが、ふたりを褒める。

　魔王は思ったよりずっと気さくで、どんな話題にも気の利いた返しをするため貴族たちと難なく打ち解けていく。

　もちろんそこには勇者という『安心』を保証する存在がついているのが大きいが、レーナ自身は自分の役立たずぶりをひしひしと感じていた。

　笑って立っているだけは精神的につらい。慣れないヒールで足もフラフラだ。

「おっと」

　油断したレーナがふらりとよろめくと、魔王がすかさず抱きとめてくる。

「こら、しっかりしろ」

「わ、わかってる！」

　腕の中で身じろぎしながら突き放すように言って、レーナはハッと気付いてシュンとした。八つ当たりなんて格好が悪い。

「あ、ありがと」

　小さな声でお礼を言って、魔王を見上げる。

　気を悪くしただろうか。そう伺う上目遣いの表情に、魔王がウッと唸ってわずかに目をそらして照れる。抱き合ったまま、なんとも甘い空気が漂った。

「……君たちに演技はいらないな。そのままでいいよ」

　エリオットが呆れたように呟く。

「なんのこと？」

「なんでもない」

　お邪魔しました、と言って、エリオットはパーティの人の輪の中へ戻っていってしまった。




　その後は魔王とふたり、さまざまな土地で友好と熱愛をアピールしていった。

　最初は引き攣った笑顔でにこにこしたり、手を振ってぎこちなくくっついてみせたりしていたが、それもいつしか自然と出来るようになっていく。

　カンザレア内の移動方法は、王都や近郊にいる貴族と会う時は馬車で移動し、遠出をするときは魔王の用意した魔界の転移魔法を使った。

　あらかじめ準備しておけば、一瞬で移動できるらしい。そんな便利な魔法があるから、人間は彼ら魔族を捕捉できないのだとレーナは驚いた。

　しかし、誰でもいつでも使えるわけではない。準備がいるし、一度に複数の行き先を登録できないなどの縛りもある。

　そんな過密スケジュールの中、夜会にも出席した。

　魔王に腰を抱かれ、顔を近付けて耳元で囁かれるのは、いつまで経っても慣れない。けれど、慣れたフリはできるようになってくる。ダンスをして、その最中にキスの真似事も。

「レーナ……」

　これは演技だ。これは演技だ、演技だ。

「演技だと思うな」

「だって、そしたら照れちゃうでしょ……」

「……」

　レーナが真っ赤になって魔王を見つめながら言うので、彼も思わず目元を赤くする。

　天然のラブラブぶりにあてられて、周囲が生温い雰囲気になっていくのを、ふたりだけが気付いていない。

　魔王が無意識にレーナへ注ぐ優しげな視線に、人々の畏れは和らいでいった。

『勇者様と魔王は、どうやら本当に愛し合っているらしい』

『仲睦まじく、こちらが照れてしまうくらいだ』

『魔族だが、人と変わらない様子だった』

　そんな噂が飛び交い、周囲は勝手に盛り上がっていく。

　これで魔族への恐怖や偏見が、ほんの少しでも薄れていくといい。お互い利益のある関係になれたら。

　その思いは実るかもしれないと、順調に各地を巡るレーナたちは考えていた。







　移動に次ぐ移動で、忙しなく日々が過ぎていく。いつの間にか、会議からひと月も経っていた。

　連日疲れ果てているせいもあるが、魔王とレーナはベッドの中では相変わらずのこう着状態である。抱きしめたり軽くキスをしたりすることはあれど、あの日のようになかば無理やり愛撫されることはない。

　何より、魔王には他にも魔界での仕事があった。

　たまにセジュラを連れて魔界へ帰り、仕事をして戻ってくる。今夜はそういった魔王のいない日で、しかも朝まで帰って来ないらしい。レーナはやや寂しく寝所へ向かう。

　青白い月明かりに照らされた通路を歩いていると、その途中、リザが酒瓶片手に話しかけてきた。

「よっ。ちょっと飲む？」

「いいねー」

　疲れていたが、一杯くらいならいいか。そう思って気軽に応じると、リザは嬉しそうに笑ってレーナを自室まで引っ張っていく。

　そしてバルコニーに続く窓を開け放ち、床に座り込んで月見酒と洒落込んだ。

　久々に女同士でゆっくりする時間は、なんだか落ち着いた。日本酒に似た透明な酒をカップに注いで渡され、乾杯する。

「どう？　魔王サマとはうまくやってる？」

　グビ、とカップの半分ほどを一気飲みして、リザが話を振ってきた。

「まー、ぼちぼち……」

　自分の気持ちと折り合いがついたかといえば、そうでもない。忙殺されて、隙さえあれば甘い言葉や仕草でドキドキさせられて、ゆっくり考える暇がなかった。

「下着はどう？　気に入った？」

「あれ、あんたの仕業だったの!?　まあ、そんな予感はしてたけど！」

　誰がこんな破廉恥なことを考えたのかとずっと疑問だったが、なるほど彼女ならば頷ける。

「エリオット王子に提案したら、真っ赤になって好きにしてって丸投げされたから好きにした」

　ぺろりと舌を出しピースサインをしてみせるリザ。

　まったく、この相棒はろくなことを考えない。エリオットも可哀想に。

「めちゃくちゃ困ってるんだけど……」

「うそぉ。魔王サマ喜ばなかったの？」

「喜っ……どうだろう？」

　動揺はしていたが、喜んでいたのかはわからない。

　レーナが魔王のリアクションを思い出していると、リザは申し訳なさそうに謝ってきた。

「ごめんね、じゃあ次はもっと過激なのにするね」

「そういうことじゃない」

　お膳立てする努力の方向が間違っている。

　呆れながらカップの酒を飲み干すと、リザがすぐに酒瓶を差し出してきた。

「ありがと」

　トクトクとカップに酒を注がれ、ほどよく酔いを感じながら口をつける。これはなかなか良い酒だ。飲み口が柔らかいし、いい香りがして、後味もキリッと爽やかで。

　魔王も酒が嫌いではなさそうだから、今度教えてやろうかな……などと、酒瓶の銘柄を指でなぞっていると。

「ふふふ」

「なに？」

　リザが含み笑いをしながら、そんなレーナを見つめていた。

「いやぁ、思ったより上手くいってるんだなって」

「はぁ？」

「だってー、今日は魔王サマがいなくて寂しそうだもん」

「そ、そんなことない！」

　ひとり寝は確かに久しぶりだが、それを寂しいなんて思っていない。慌てて否定するも、リザはニヤニヤと笑みを深める。

「素直じゃないなぁ。好きだって認めちゃえばいいのに」

「す、好きとかじゃないでしょ。役割だし、政略結婚だし、そもそも敵同士なんだよ!?」

「敵同士、だった、でしょ？」

「う……」

　リザの指摘に、反射的に否定していたレーナは勢いをなくす。

「わかってる……切り替えなきゃ。魔王は大切にしてくれるし、悪くない……とは思う……」

　かぁ、と顔に血がのぼった。

「だけど旅の間に色々見てきた、魔族を憎む人、戦争で家族を失った人。私はそういう人のために、戦ってきたんだよ。やってることはもう手遅れで、裏切りだって言われても仕方ないけど、それを私自身が認めるのには……」

　もう少し時間がいるのだ。

「自分の気持ちより大事なの、それ？」

　リザが不思議そうに尋ねる。彼女はいつだってシンプルだ。

　頭ではわかっている。自分も、さっさと次に進むべきだということは。

「……まあ、レーナには複雑だよねぇ。こっちの世界に来てから、ずっと頑張ってきたもんね」

「うん……」

　認められたくて、必要とされたくて、居場所が欲しくて。それがぜんぶ台無しになった。

　だけどどこかで、ほんの少しだけ、ホッとしている自分もいて。

　そんな自分を許せないと思いながら、魔王が手を差し伸べてくれるたび、ひとりじゃないと嬉しくなって。

　こんな気持ち、知ってしまったらもう元には戻れない。この体は、大樹のような温もりに寄りかかることを覚えてしまった。

　ぎゅっと片手で己の肩を抱く。

　寂しくないと言ったけれど、今夜はいつもより少し冷えるかもしれない。








４　あなたと小さな火を灯して









　レクタという街が辺境にある。

　深く大きな森の近く、魔界と繋がる穴も多いというこの場所には、大型の魔物がよく出現した。

　勇者はこの地をよく訪れては、魔物狩りの冒険者に混じって戦った。

　危険の多い場所。けれど、それと引き換えに魔鉱石という素材が手に入る場所でもある。

　人間界では珍しい、魔力を回復することもできるその石は、売ればそこそこの値段になる。錬金術にも必要不可欠な素材だとかで、需要は尽きることがない。

　そのおかげで錬金術師が多く集まり、加工技術も発達している──。

「なるほど。それでこんな辺鄙な場所まで来たのか」

　魔王はそう言いながら、己の倍はあろうかという大きさの獣が放った、爪の一撃をひらりと躱かわす。

「そう。ここの魔鉱山の権利者である領主様には、私の顔が利くから魔王を紹介しておけって」

　エリオットに言われたことを説明しながら、レーナも聖剣で獣を横薙ぎに払った。

　魔界にはレクタよりももっと大きな魔鉱山があるだろう。だが、加工技術はどうか。それはきっと、交易の材料になり得る。

　そう説明していると、数匹の獣が一斉に襲いかかってきた。

「……数が多い！」

　魔王が忌々しげに腕を振り上げる。

　すると、その数匹の獣──魔獣の体が霧散するように弾けた。

「すご……！」

「ふふん。もっと褒めていいぞ！」

　調子に乗った魔王の横で、レーナとリザ、セジュラも己の技を放つ。リザは炎や氷の魔法、セジュラは細く針のような剣を使った攻撃だ。

　魔王と勇者、そしてその側近を前に、魔獣たちはひとたまりもなく倒れていった。

「……まったく。こんな寄り道ばかりしていたら、そりゃあ俺まで辿り着けないだろうよ」

　しばらくして、積み重なった魔獣の骸を見つめながら、魔王が納得したように呟く。

　瘴気や魔素といった毒で変異した、知能の低い魔獣。魔界でも厄介な害獣で、魔王のことも認識できない。だが舐めてかかれるほど弱くはないし、これを倒すのは骨が折れるのだ。

　最初、レーナたちは予定より早めにレクタへ入り、魔鉱石を売る店を見て回ろうとしていた。ところが到着してすぐ、レーナの姿を見つけた街の人々に、最近大型の魔獣が出て困っていると泣きつかれたのだ。

　そして、レーナがいつものように押し切られ、仕方なく勇者ぶって元気に「任せて！」と宣言し、討伐へ向かうことになった。

　こちらに益のない行動に、魔王は少々呆れてしまう。

　だが、きっとそれが勇者としての特性なのだろう。街の人に頼られて戦う彼女は、どこか生き生きとしていた。

「なかなかやるな」

「そっちもね！」

　レーナに声をかけると、彼女は笑いながら聖剣を仕舞う。そして、隠れて見ていた依頼者である街の役人たちの元へと駆け寄って行った。

　その背中を目で追いかけつつ、魔王は溜息を吐く。

「お人好しめ」

　だが、彼女を見つめるその表情は、少々甘く緩んでいる。

「魔王様、デレデレしないでください」

　いつの間にか横にいたセジュラが、冷淡に囁いた。

　魔王はムッとして唇を尖らせる。

「いい子で可愛くて、おまけに強すぎる勇者がわるい……」

「魔族は強者に弱いですからね……」

「あの戦う姿、胸がキュンキュンする……」

　魔王が手で胸元をぎゅっと掴んで目を瞑る。剣を振るう彼女は、ことさら神々しかった。

　そんな囁き合いは、もちろんレーナには聞こえていない。




　魔王たちがコソコソと話している間、レーナは役人たちと魔獣の後片付けをしていた。

　といっても、ほとんどは彼らに任せ、魔獣を捌いて素材を取り分けたり、体内から魔鉱石が出てくるのを見ているだけだ。

　彼らは元々野生動物で、魔素という大気中の魔力を取り込んで変質し、魔獣となったものが多い。そのため、体内に取り込んだ魔素が結晶化していて、魔鉱石が取れるのだ。

「大きい……最近こういうの多いの？」

「そうですね。だんだん、我々の手に負える相手ではなくなっているようで……」

　不安そうに言いながら役人が取り出したのは、手のひらサイズもある青みがかった透明な石だった。普通の魔獣からは、小石ほどのものしか採取できない。つまり、多くの魔素を取り込んだ魔獣はそれだけ強いということなのだが……。

「……やけに純度が高いな」

　背後から覗き込むようにしてそう言ったのは魔王だ。

「純度とかあるんだ？」

「ある……精製品か？」

　振り返りつつ尋ねたレーナに答えて、魔王が石に手を伸ばす。役人から布で血を拭ったものをひとつ手渡され、まじまじと見つめた。

　高い魔力を持たない人間には、わずかな違いがわからないらしい。高位の魔法使いであるリザすら、小首を傾げている。

　だが、魔王やセジュラにはわかる。

「こんなものがゴロゴロあるとは、ここは魔界と変わらんぞ」

「どういうこと？」

「魔界の魔獣ならともかく、人間界でこんな高濃度の魔素はあり得ないということだ。もし俺が来ることがわかっていてこの状況を用意したというのなら、ずいぶんと挑戦的だな」

「それって……」

　まるで、意図的に仕組まれたものだとでもいうようだ。

「こういうことはよくあるのか？」

「しょっちゅうですよ……」

　魔王の言葉に役人が頷くと、レーナが捕捉するように続ける。

「そのせいで、魔族が人間に向けて魔獣を放ってるんだって言う人もいるの。だから、いつまで経っても魔のものへの恐怖はなくならないんだよね……」

　魔族も魔獣も魔物も、人間はひとまとめに『魔のもの』と呼んでいる。

　魔のものに詳しくない一般の人々は、田畑を荒らす小さな獣から命を奪う大物まで、すべてをごっちゃにして同一視することも多い。悪いものはすべて魔のものの仕業なのだ。

「悪いが、これをひとつもらう」

「倒してくださったのですから、どうぞ、いくつでも差し上げます」

「うむ」

　役人からもらったその魔鉱石を、魔王はセジュラに手渡す。

「セジュラ。魔界の魔鉱山を調べろ。それと、俺の命に反して人間界にちょっかいをかけている者がいないかどうかも」

「かしこまりました」

　調べて簡単に出てくるとは思えないが、洗っておくほうがいいだろう。




＊＊＊




　その後は問題なく、領主の館で湯を借りて汚れた服を着替え、レーナと魔王は熱愛アピールをしつつ交易の話に花を咲かせた。

　領主の他に、この街で有力な商会の長や錬金術師協会ギルドの会長、冒険者協会ギルドの上層部も集まって歓迎してくれる。

　ここは他国へ抜けるにもちょうどいい場所なのだが、魔獣の危険が多いために商隊が避けていってしまう。

　だが、情勢が変わって魔族の出入りが多くなれば、それも変わる。危険がなくなり、ますます魔鉱石の加工技術や錬金の技術が磨かれれば、街も人も豊かになるのではないか。

　そう希望を持って話す領主に、レーナたちはこのレクタの街が交易の足がかりになりそうだと思った。




　話し合いは順調に進んで夕刻には終わり、領主の館の客間で休むことになった。夕食を誘われているが、それまでにはまだ少し時間がある。

　この街は魔獣の脅威があったからか、和平には歓迎ムードだ。ひと安心したレーナは、レクタの街でのもうひとつの目的を果たすことにした。

「ちょっと出てくるね。すぐ戻る」

「いいけど、あんまり遅くならないでね～」

　リザがお茶を飲みながら呑気に答える。

　彼女が、勇者であるレーナの身の安全を心配することは滅多にない。よく知っている街でもあるためか、買い物にでも行くのだろうと気楽に送り出してくれる。

　レーナの目的は、この街の外れにある孤児院だ。この辺りは魔物が多いので、彼らにやられて子供が両親を失うことも多く、大きめの施設がある。

　人々を救う中で、レーナはことさらここの子供たちを気にかけていた。

　旅の途中や討伐を頼まれて街へ寄るときは、お土産を持って必ず立ち寄り、一緒に遊んだりと面倒を見てきた。

　孤児院へ足を向けると、元気かなあ、と懐かしむ気持ちが湧く。

　大型の魔獣を数日かけてやっつけて町を救ったときも、孤児院には何日かお世話になった。子供たちはキラキラした瞳で勇者のことを見つめ、冒険の話を聞きたがる。純粋な心に触れて、ずいぶん励まされたものだ。

　レクタへ来ることはあらかじめわかっていたので、レーナは少しの寄付と、王都で買った菓子を持参した。これを見たら喜ぶだろう、そう考えながらニヤニヤしていると、ふいに背後から声がかけられた。

「どこへ行く？」

　驚いて振り返ると、なんと魔王が歩いてくるではないか。

　油断しまくっていたせいで彼の気配を察知できず、レーナはひゃっと声をあげた。

「魔王！　つけてきたの!?」

「どこへ行くんだ？」

　魔王はスタスタと歩き出し、レーナの隣に並ぶ。

　帰る気はなさそうだ。渋々、孤児院へ行くことを告げる。

「ふぅん……じゃあ、俺も行く」

「えぇ!?　いいよ、来なくて！」

　ていうか、あんたみたいな迫力美男子が来たらビビっちゃうよ！　などと内心思いながら全力で拒否すると、魔王はちょっとムッとする。

「連れて行かないなら、力ずくで君を連れ帰るぞ。別に、外で待っているからいいだろ」

「むう……」

　抵抗しても無駄のようだ。菓子も用意してしまったし、レーナは仕方なくふたりで向かうことにした。

　街を見回りながら、外れにある孤児院まで歩く。

　ふたりでいるからか、魔王は人間の姿に化けているのに、正体がバレていて白い目を向けられている。先ほどまで魔王を歓迎するムードだと思っていたが、一般人にはそうではない人もいるようだ。

「気にするな」

　キョロキョロしていたからか、魔王はそう言って腰を抱いてきた。店で何か買ってやろうか、などと囁かれて、まるでデートのようだと気恥ずかしくなる。

　だがそのおかげで気が紛れ、気を取り直して孤児院へ向かうことができた。

　到着すると、魔王は「ここで待っている」と孤児院から離れた外壁の影に寄りかかる。

「すぐ戻ってくるね」

　レーナはそう告げて、囲いのある古びた施設の中へ足を踏み入れた。

　門をくぐって中へ入ると、庭では子供たちが遊んでいた。

　レーナは笑顔で手を降り、「こんにちはー！」と声をかける。菓子の袋を掲げると、いつもなら子供たちが駆け寄ってくるはずだった。

　しかし、今日はなんだか様子がおかしい。じっと探るような目をして、彼らはレーナを静かに見つめる。その目には、怒りや絶望、戸惑いや悲しみが浮かんでいる。

「どうしたの……？」

　嫌な予感に、レーナはじりじりと後退った。

　その視線は、ここへ到着する前にも感じていたものだった。王宮でも、こなしてきたパーティでも、それはわずかに混じっていた。だけど、ここは違うと、そう信じたかった。

　どんな時も、無邪気に全力で歓迎してくれていた場所。ここに拒否されるのは、レーナにとってひどく辛いことだ。

　ショックに言葉も出ずにいると、異様な雰囲気を感じ取った職員の女性が、慌てたように建物から飛び出して来た。

「勇者様……！」

　彼女は事情がわかっているのか、言葉を紡ごうとする。

　けれど、その前に子供たちの感情が爆発した。

「勇者様、どうして僕たちを裏切ったの!?」

「う、裏切ってないよ……！」

　レーナは慌てて首を振るが、彼らは疑惑に満ちた目でこちらを見ている。

「魔王の手下になったんでしょ！」

「この国を売り渡したって、大人が言ってたもん！」

　魔族を受け入れられない街の人々が言った言葉に、子供たちはきっと傷ついたのだ。

　だが、それは誤解だ。レーナは、平和を目指しているのだから。

「待ってよ、戦うことだけが平和への道じゃないんだよ。魔族と仲良くなれたら、もう誰も傷つかなくて済むんだよ？」

「でも、父さんと母さんは帰ってこないだろ……！」

「……っ、それは、そうだけど……」

　しかし、例え戦って相手を皆殺しにしても彼らの両親は帰ってこない。

　そう言ってみたところで、親を奪われた子供にとっては納得できるものではない。

「父ちゃんと母ちゃんの仇をとってくれるって言ってたくせに！」

「うそつき!!」

「あなたたち、やめなさい！」

　職員の女性が叫ぶ子供たちとの間へ割って入って、もう行くようにレーナを目線で促す。

　しかしレーナはじりじりと後退りながら、未練がましく言葉を続けた。

「私……私は本当に、平和のために、できることがしたくて……」

　だけど自分で言っておいて、まるで言い訳のようだ。

　──私は、流されて、役目だからそれを請け負っただけ。

　覚悟の足りなさに、彼らにかける言葉などないと、ぐっと喉が詰まった。

　その時、ヒュッと音がして、レーナの額に痛みが走った。

「……っつ」

　衝撃と共に、足元に小石が転がる。額が切れて、たらりと一筋の血が流れた。

　ハッとして、石を投げられた方向へ顔を向ける。そこには、血を見てわずかに怯みながらも、怒りの表情を向ける小さな少年がいた。

　彼の父親は、確か衛兵だった。街を守るため魔物と戦って、みんなを逃してその場で最後まで戦って死んだのだと、彼はいつも誇らしげに語っていた。

　目が合うと、彼は「ば、ばーか！」と叫んで、泣きそうな顔で走り去ってしまった。それをきっかけに、動揺した他の子供たちも逃げて行く。

　職員の女性だけが、青い顔をしてこちらへ駆け寄ってきた。

「大丈夫ですか？　申し訳ありません。今は、子供たちもまだ混乱していて……」

　心底申し訳なさそうな彼女に、レーナはなんでもないように微笑んだ。

「そうだよね、いきなりだもんね……。大丈夫！　また来ます。これ、みんなで食べてくださいね」

　菓子の袋をぐいと強引に手渡すと、レーナは背を向けて走り出した。泣きそうな顔を、ここの誰にも見られたくなかった。

　門を抜け、孤児院の外へ出て近場の物陰にしゃがみ込んだ。

　──なにやってんだろう、私は。

　一番どうにかしてやりたかったのは、この子たちの未来なのに。

　自分には、すべてを救うことはできない。だけどこの子たちは幸せにできるはずだと、心のどこかで驕おごっていたのだ。

　ぼろぼろと涙が溢れる。魔王にもこの顔を見られたくない。

　そう思っていたのに、孤児院から飛び出して来たレーナを見た魔王は一目散にこちらへ駆け寄ってきた。

「レーナ……！」

　額から血を流しながらしゃがみ込んで泣いている彼女に、魔王が双眸を見開く。

「誰がやった!?」

「転んだ」

「うそをつけ……！」

「転んだ」

　頑としてそれ以外を言わないレーナに、魔王は諦めて横に片膝をついてしゃがんだ。そして懐からハンカチを取り出すと、彼女の額に充てながらそっと頭を撫でた。

　大きな手が、包み込むように二度、三度とゆっくりレーナを撫でる。不思議と溢れていた涙が止まり、レーナは落ち着きを取り戻して深く息を吐いた。

「……来い。帰って、手当てをしよう」

　優しく囁いて片手を伸ばすので、レーナは思わずその手を握る。魔王はぐいと引っ張り上げるように立ち上がらせると、そのまま手を繋いで歩き出した。

　レーナは抗う気力もなく、よろよろとよろめきながら彼について歩く。

　魔王の手は、優しくてあたたかい。




　領主の館へ帰ると、客間に控えていたリザとセジュラが驚いて駆け寄ってきた。

　魔王はレーナをソファに座らせ、自らも寄り添うように隣へ腰掛けると、セジュラから傷薬を受け取って額の傷を丁寧に手当てした。

「セジュラ。勇者の具合が悪いから、今日のところは城へ帰ろう。領主にそう伝えて、転移の用意を頼む」

「……かしこまりました」

　何が起こったのか、リザもセジュラもなんとなく気付いているのだろう。塞ぎ込んだように黙ったままのレーナを気遣って、部屋を出て行く。

　ふたりきりになると、魔王はレーナをそっと抱きしめた。

「なにか温かいものが飲みたいな。城へ帰ったら、甘いミルクティーでも頼もうか。それで、今夜はゆっくりしよう。早めに寝るのもいい」

　耳元で囁きながら、慈しむように髪を梳く。

「……俺は今夜、君の隣にいてもいいか？」

　今さらそんなことを心配そうに聞くから、レーナは少し可笑しくなった。

　腕の中で頷くと、魔王は安心したようにホッと息を吐く。

　それから繊細なものに触れるようにぎゅっと柔らかく抱かれたので、また涙が出そうになった。

　──あぁ……そうか。魔王は優しい。セジュラだって優しい。

　魔族だから、魔物だから、人間だから、カンザレア人だから……その枠の中にいるからといって、すべてが悪いわけじゃないんだ。

　それが実感として、しみじみとレーナの心に沁み渡った。

　所属や生まれだけが人を作るのではない。生まれてきて、ただ持ち物が違うだけ。その中で、どう生きるかを決めていく。

　魔王だけど、敵だけど……それだけじゃない。




　転移して城へ帰ると、エリオットに話を通してあったのか、すでに湯浴みの準備がされていた。レーナは身を清め、寝室へ向かう。下着はどういうわけか、今日だけは過激さも鳴りを潜めていた。

　寝室へ入ると、魔王は先に身支度を済ませてソファに座っており、テーブルに軽食とミルクティーが置かれていた。

「なんだか、方々へ気を遣わせすぎて申し訳ない……」

　大事に扱われることには慣れていない。

　レーナがそわそわしながらそう呟くと、魔王は「たまにはいいだろ」と笑う。

「でも、領主様にも悪いことしちゃったし……」

　レクタの領主には夕食に招かれていた。食材は無駄にはならなかっただろうか。

「あそこにいたのは俺たちだけじゃないから、気にするな。それに、いい話がたくさん出来たから、ぜひまた会おうと言ってくれたぞ」

　魔王の表情から察するに、ずいぶん意気投合したようだ。

　──けれど領主のその言葉は、笑顔は、本心なのだろうか。本当は和平を進めた私たちを、恨んではいないだろうか。

　今の自分は、ついそんなことを考えてしまう。

「おいで」

　俯き気味になったレーナを、魔王が呼び寄せた。今日はとことん甘やかす気らしい。ポンと手で示すように叩いて呼ばれたのは、彼の膝の上だ。

　レーナは戸惑いつつも、それに従った。純粋にお腹が空いていたし、抵抗しても結局は魔王によって座らされてしまうだろうから。

　おずおずと彼の膝に乗ると、魔王は満足そうに紅茶を手渡してくる。意外にも安定している膝の上で、レーナは甘いミルクティーを飲み、軽食のサンドイッチを食べた。

　お腹が膨れてくると、安心して眠くなってくる。魔王があたたかいから余計に瞼が重くなって、彼の肩に寄りかかった。

「……長い年月をかけて憎しみあってきたんだ。一朝一夕にはいかないさ」

　魔王は寝かしつけるように、そっとレーナの背を撫でる。

　いつか理解されると、そう思えばいいのだろうか……。

　目を閉じて黙っていると、魔王はふいに手を止めた。

「……レーナ、故郷へ帰りたいか？」

「え」

　ハッとして、顔をあげる。

　不意打ちの質問に反応し、思わず期待した顔を見せてしまった。気持ちが隠せず、そんな自分に動揺して目を泳がせる。

「魔界には、魔法が得意なやつがたくさんいる。本気で探せば、帰る術があるかもしれない」

　つらいなら、全部捨てて帰るか。元の世界に──。

「……帰れないよ。……もう、帰れない」

　魔王と初めて出会った時、確かに帰りたいと泣いた。けれど、冷静に考えれば考えるほど、もう帰れない。

　異世界に来て、三年も経ってしまった。もう十七歳の自分じゃない。戻ったところで、今さら向こうでどう暮らせばいいのかわからない。

　──私は昔の、十七歳の私に帰りたいのだ。

「帰るところなんて、ない……」

　あちらの世界にも、こちらにも。

「それに私、あっちで死んじゃったんだって。だからもう、お母さんにもお父さんにも、兄弟にも会えない。それじゃ意味ないんだよ、戻ったって」

　レーナは魔王の膝の上で、体を丸めるようにして両肩を抱きしめた。

「だからぜんぶ忘れたくて、勇者やってて。だけどそれも、けっきょくエリオットに言われたからやってただけで。……私が心から救いたいとか思ってるわけじゃなくて。だから、なにも残らなくて」

　魔王やエリオットのように、世界のことを考えてきたわけではない。目の前のことしか、見ていなかった。

「魔王が私との政略結婚をすぐに受け入れた時、衝撃だった。すぐに自分の意志でそう決められることが。あなたが、すごいと思った。王様なんだって、私とはちがうんだって」

　悔しく思ったのは、きっと覚悟の差を感じたからだ。自分にないものを持っていたから。

「だからいくら探しても、きっと魔王に出会えなかったんだ。私が心から求めなかったから。あなたを倒すために、私きっと、必死じゃなかったから」

　だけど今では、半端なまま出会わなくてよかったと思う。

　そんなふうに変わってしまった自分が、レーナは嫌ではなかった。

　反省するような、反芻するような。つらつらと語って息を吐いた彼女に、魔王は顔を寄せた。

「レーナ。それじゃあ、今から任務に必死になってみないか？」

「……どうやって？」

　真紅の瞳が、じっとレーナの黒い瞳を覗き込む。

「あの子供たちは、君にとって特別なんだろ？　だったら、信頼を取り返そう。俺と君は愛し合っていて、これからは魔族と人とが手を取り合う世界になる。それを本気で示すんだ、ふたりで」

「本気で……って」

　それこそ、どうやって？

　きょとんとするレーナに、魔王はニヤリと笑う。

「なに、子供だからってやり方を変える必要はない。大人と同じ。熱愛アピールすればいいのさ」

「──は!?」

　そこから魔王の行動は素早かった。

　レーナをベッドの中へ連れて行って体を毛布へ隠すと、すぐにセジュラを呼びつけた。そして翌日の予定をすべてキャンセルし、もう一度レクタの街へ行くと宣言する。

　今度は、魔王とレーナのふたりだけで。さらに、人間に変化する指輪も外して行くという。

「指輪を、ですか……!?」

　その発言には、セジュラも目を剥いた。ベッドにいたレーナも声をあげる。

「そんなことしたら、大騒ぎになるよ!?」

「なればいい」

　だが、魔王は不敵に笑う。

「見られて困るものなんてない。ただ俺とレーナが、仲睦まじく孤児院を訪問する姿が見られるだけだ」

　自信満々に言い放つ魔王に、レーナは呆れたように目を瞬かせた。







　翌日、宣言通りにふたりだけで孤児院へと向かう。

　門の前で指輪を外した魔王は、みるみるうちに禍々しい魔族の姿になった。

　とはいえレーナの感覚からすれば、ツノが生えて耳が尖って、多少目つきが悪くなっただけである。そして以前には気付かなかったが、服の裾からはいかにも悪魔っぽい尻尾が出ていた。

「なんというか、テンプレだわ」

「まーた俺に見惚れて……ほら、行くぞ」

　感心して見ていると、魔王が照れながらレーナの手を取った。

　見惚れていたわけではないが、それを指摘できる状態ではない。緊張でごくりと息を呑みながら、孤児院の門をくぐる。

　中に入ると、昨日と同じく子供たちが遊んでいた。午前中の落ち着いた時間だからか、ゆったりとした空気が流れている。

　それが、突如現れた魔王を見て、一斉に固まった。

　昨日の比ではない。ピシリと石のように固まったかと思うと、一瞬の間ののち、ギャー！　と悲鳴をあげて散り散りに逃げ出す。

「化け物だ！」

「化け物とは失礼な」

「勇者が復讐に来たぞ！」

「えっ、ちが、ちがうよ……！」

　騒ぎを聞きつけた昨日の職員の女性や他の大人たちも慌てて出てくるが、魔王を見て同じように固まってしまう。

「おい、予想より混乱しているんだが……」

　魔王は目の前で繰り広げられる阿鼻叫喚に戸惑った声を出した。

「えぇ!?　予想できてなかったの!?」

「だって、君もエリオットもぜんぜん平気そうだったから、そんなもんなのかと……」

「もー！」

　ふたりして小声で突きあう。その様子を、孤児院の面々は遠巻きに隠れて眺めている。

「まったく、しょうがないなぁ」

　レーナは溜息を吐いてから、キッと前を向き深々と頭を下げた。

「みんな、昨日はごめんなさい！　私はみんなのことが大好きだから、ちゃんと説明させてほしいの！」

　顔を上げて胸を張り、声を張り上げて思いの丈を叫ぶ。

「私、結婚することになりました。今日は、その相手を知ってほしくて連れてきたの。魔族だけど、怖くない、優しくていい人だから、紹介させてください！」

　レーナの言葉に、子供たちがおそるおそる物陰から顔を出す。

　だが、この状況、どう見ても檻から出てきた猛獣と猛獣使いである。

「ほんとに、大人しくていい子だから！　大丈夫だから！」

　そう呼びかけ続けて、ようやくゆっくりではあるが子供たちと職員が姿を現した。

「勇者様、そちらは、もしや……」

　職員が震えながら、確認するように魔王へと視線を送る。

「紹介しますね。こちらは……」

「勇者の婚約者である、魔界アルダベルドの王、魔王だ。よろしく」

「ヒィッ……！」

　ただの挨拶に威厳がありすぎたのか、職員が後退る。

　レーナは慌てて、精一杯の笑顔で魔王にむぎゅっと抱きついた。

「こ、こわくない！　こわくないです！」

「……ほう、これは役得だ」

　抱きしめられた魔王は嬉しそうに呟いて、レーナを抱きしめ返す。

「そうだ、こわくないぞ。俺は勇者を愛しているから、人間には手を出さない。仲良くしよう」

「ちょっ……くっつきすぎ！」

「なにが問題なんだ？　愛し合っているのに」

「ううう……！」

　拒めないのをいいことに、レーナをぎゅうぎゅうに抱きしめて、あげく頬に何度もキスを浴びせかける。

　耐えきれず真っ赤になったレーナは、魔王の顔をぐいぐいと押し返す。けれど魔王が意地でも唇にキスしようとするので、ついには怒ったレーナが魔王の頬を引っ叩いた。

「子供の前ッ！」

　ペチン、といい音が響いて、魔王は数歩後退りたたらを踏む。

「ひどい……」

　彼は頬を抑えると、涙目になってガクリとしゃがみ込んだ。

「え、え……ちょっと大丈夫？」

　動揺したレーナだが、一連のやり取りを見ていた孤児院の面々は、「勇者様、やっぱり強い！」「魔王、意外とこわくない？」などと囁きながらこちらを眺めている。

「あ、えーと。ね？　魔王が悪さしたら、こんな風に勇者の私がぶっ飛ばすから。だから、彼のことも仲間に入れてあげてくれないかな」

「……」

「昨日は、ごめんね。みんなの気持ちを無視したわけじゃないの。だけど、殺し合うより、もっと良い方法がきっとあるって思うから……だから、今日一日、魔王と一緒に遊んでみてほしい」

　レーナが真摯に呼びかけると、子供たちがおずおずと近寄ってくる。こういう時は、子供の方が勇気があるらしい。

「……あそぶの？」

　そう言って魔王の服を引っ張ったのは、まだ幼児の女の子だ。

「おう。なにして遊ぶ？　お嬢さん」

　魔王はその小ささに思わず破顔して、彼女をそっと抱きあげ肩に乗せた。

　長身で体格の良い男性に、今まで抱き上げられたことがなかったのだろう。肩の上で、女の子がぱあっと顔を輝かせる。

「たかい……！」

「落ちないようにつかまってろ。角をつかんでもいいぞ」

「ツノ……!?」

　黒々とした角を触って、女の子が驚く。それを見て、何人かの子供たちも興味津々で、我先にと魔王に群がりはじめた。

　それから一気に輪の中心になった魔王を見て、レーナはホッとする。まだ半分以上の子供が警戒している様子だが、今集まっている子供を中心に打ち解けていくかもしれない。

「ご迷惑おかけしますが、ここにいても構いませんか？」

　事後承諾になってしまうが職員にそう尋ねると、彼らは戸惑いつつも「勇者様がご一緒なら……」と承諾してくれた。

　──こんなんで、どうにかなるのかな……。

　警戒している子供たちの中には、レーナにも不審がる視線を送ってくる子もいる。

　──だけど、本気で取り組むって、魔王と約束したし。

　彼と仲良く過ごし、その姿を見せる。それで魔族にもいい人がいるかもと思ってもらえたらいい。全員に認められなくてもいい。

　──私は、私のできることを。

　拳をぎゅっと握る。レーナは決意を固め、魔王のいる輪の中へ入っていった。




「まおう様、お爪黒ーい！」

「塗ってるからな」

「どうして？」

「……カッコいいから」

「え!?　黒いのが!?」

「カッコいいだろう……お兄さんの爪、カッコいいよな？」

「えー……」

「おじさん、こっちで遊ぼー！」

「お兄さんと呼べ」

　子供というのは、本当に順応性が高い。魔王にさんざん肩車をねだったあと、もの珍しいのか彼の体をぺたぺた触って遊んでいる。

　いや、人間は元々そうなのだろうか。昼頃になると、職員の大人たちですら魔王を見慣れてきていた。

　猛獣使いとして魔王のそばにいるレーナも、これなら離れても大丈夫そうである。

「ちょっと、お昼の準備を手伝ってこようかなぁ」

「もうそんな時間か。心配するな、我が妃。いい子でここにいる」

「魔王はほんとにいい子だねぇ」

　ちょこんと座って、子供とままごとのようなことをやっている魔王の頭を撫でてやる。

「ふむ、悪くない」

　スッと目を細め、彼の耳と尻尾がピクピクと動く。

　動物みたい。内心そんなふうに思いながら、子供たちに声をかける。

「私、ちょっと離れるけど。魔王が悪さしたら、すぐ言いつけにきてね」

「はーい！」

　だが心配をよそに、魔王と子供たちは仲良く遊び続けた。




　昼を食べ、その後もまたしばらく外で泥だらけになって遊んだあと、魔王は大人たちの持て余している力仕事を請け負うと申し出た。

　孤児院は常に人手不足だ。力持ちの男手はありがたい。荷物を運んだり、庭木の植え替えや部屋の模様替えを手伝う。

　魔王がほいほい言うことを聞くので遠慮がなくなってきたのか、ついには夕食の準備まで手伝わされている。エプロンをしてジャガイモの皮を剥く姿は、正直少し可愛い。

「今日くらい、こうして雑用をしたって構わないさ」

　こき使われているのに、意外にも楽しそうだ。

　──めちゃくちゃイキイキしてる……。

　やるといったら全力で取り組む姿に、レーナは呆れつつも微笑ましく思う。

「子供は大好きだ」

　床の段差に腰掛けて小さなナイフでジャガイモを剥く彼の隣では、最初に魔王に声をかけた女の子がぴったりとくっついて、興味深そうに手元を見つめていた。

　女の子はよほど魔王が気に入ったのか、ずっとべったりだ。魔王はそれをあやしながら、手際よく作業を進めていく。

「魔族って、兄弟は多いの？」

　子供に慣れている気がしてそう尋ねると、魔王は首を捻った。

「どうかな、種族による。やはり強い個体ほど出産数は少ない。弱い種族はとにかく多いがな」

「へぇ、魔王は？」

「俺には、腹違いの弟がひとりいた」

「そうなんだ。仲良い？」

「いや、それが……」

　その時、魔王の隣で見ていた女の子が、コテンと彼の腕に倒れるように寄りかかった。

　いつの間にかすやすやと寝息を立てている。

「おっと、寝たのか」

　急に寝たな。そう言って笑いながら、起こさないようナイフとジャガイモを置くと、女の子を片手で支えた。

「私、ベッドに寝かせてくるよ」

　レーナが横から抱き抱える。女の子はうぅんと唸って体をぐねぐねさせたが、すぐにまた寝てしまった。魔王と遊び倒して疲れたのか、まるで起きる様子がない。

　レーナは落とさないようしっかり抱え直すと、「じゃあね」と魔王に小声で囁いた。

「重くないか？」

「誰に言ってるの？」

　私は力持ちの勇者様だよ、そう笑うと、魔王も頬を緩める。

「そうだったな」

　そして魔王は立ち上がると、子供のつむじにキスをした。

「おやすみ」

　そう囁いて、ついでにレーナの頬にも唇を寄せてくる。

「頼んだ」

「うん」

　レーナはつい自然とキスを受け入れて、子供を抱いたまま部屋を出ていった。

　そして、子供たちの寝室へと歩きながら、はたと我に返る。

　──……なに今の。え、なに……？　まるで夫婦みたいだったんですけど。

　子供とレーナにキスをする甘ったるく優しい魔王の姿を反芻し、ぼっと顔が熱くなった。まるで子煩悩で愛妻家の父親だ。

　結婚したら、そう遠くない未来、こんな光景が毎日繰り広げられるのだろうか。

　そんなことを考えて、レーナはひとり身悶えた。




　それから寝室で無事女の子を寝かせ、ひとつ伸びをしてからベッドを離れる。

　さて、私も夕食の準備を手伝おうかな、などとぼんやり考えていると、寝室の入り口に、昨日レーナに石を投げた少年が、扉に隠れるように立っているのを見つけた。

　ハッとしたものの、その子の表情は暗い。レーナはにっこりと微笑んでみせながら、ゆっくり近寄って背を屈めた。

「どうしたの？」

「んっと……」

　もじもじしながら、少年は扉に半分隠れたままレーナを見上げる。

「昨日は、ごめんなさい」

　蚊の鳴くような小さな声で、そう呟いて俯く。

　まさか謝られるとは思わず、レーナは驚きながら答えた。

「いいよ。びっくりしたんだよね」

　少年はこくりと頷いて顔をあげた。

「実際に、痛い思いをしてるのは勇者様だって、魔王のやつが」

「魔王が？」

　いつ話したのだろう。魔王は彼が石を投げたことを知らないはずなのに。それとも、ただ魔王の話したことでなにか思うことがあったのだろうか。

「俺、忘れてたんだ。……姉ちゃんに、今までずっと守ってもらってたこと」

　少年は、眉を顰めて苦しそうに言葉を絞り出す。

　レーナに石を投げたことだけでなく、自分の恨みのためにレーナに命をかけろと言ったことを後悔しているのだ。この子の父親は、人を守るために命をかけ亡くなった。街の衛兵だったから。

「……痛い？」

　おずおずと手を伸ばし、少年はレーナの額の傷に触れた。その顔には、痛ましそうな表情が浮かんでいる。

「ううん、もうちっとも痛くないよ」

　レーナが笑ってその小さな頭を撫でると、彼は「よかった」と微笑んだ。

「姉ちゃんの信じる人を、俺も信じるよ」

「……ありがとう」

　──私の、信じる人。

　それは魔王であり、セジュラであり。彼らの背後に存在する魔族であり、魔界であり。そして人間界を含めた、和平を築くために奔走する人々すべてである。

　──私を信じることによって、彼らと共に築く未来を、この子は信じることになる。

　そう気付いた時、レーナは自分の役割にハッと身を震わせた。

　魔王を倒すだけでは訪れることのなかった、勇者を介して広がる未来の話──。

　少年とわかれて寝室をあとにすると、レーナは魔王のいる食堂へと戻ってきた。

　彼はテーブルの前に立って、今度は棒のようなもので何かしている。手元を覗き込むと、ボウルに入った蒸かしたジャガイモを、熱い熱いと言いながら潰していた。

　その隣の椅子に、レーナがちょこんと腰掛ける。

　魔王は目線だけで彼女を確認し、作業を続けながら口を開いた。

「ちゃんと寝たか？」

「うん。そのあと、昨日石を投げてきた子に謝られたよ」

「あぁ……」

　レーナの言葉に、具体的な顔を思い浮かべたような反応をみせる。やはり、どの子か気付いて話したのだろう。

「私の信じる人を信じるってさ」

「……つまり、俺を、魔族を信じてくれたんだな」

　魔王は少し嬉しそうに唇の端を吊り上げた。

「実際に言葉を交わし、触れてみなければわからないこともある」

「うん」

「想像力は、そうやって広げていく。生きていくとは、気付くことの連続なんだ」

　そうやって触れた、知った子供たちは、将来、想像力を広げて、常識に囚われずに未来を選び取れるかもしれない。

　どうしたら自分が幸せになれるのか。どんな未来に訪れてほしいのか。

　まず知らなければ、考えようもない。

「国を左右する判断をする時、自分では描ききれない大きなものを作る時、俺はいつも思う。大切なものはなんなのか」

　そう言って、魔王は手を止めた。ボウルの中のジャガイモは、ふかふかと均等に潰されている。

「夢や理想や愛ってのは、手元に灯る小さな火みたいなものだ。いつ消えてしまってもおかしくない。それを、守りながら大きくしていくんだ」

　レーナの隣に腰掛け、魔王は彼女へと顔を向ける。

　燃えるような深紅の瞳が、まっすぐにレーナを射抜いた。

「火はゆらぎ、大きくなったり小さくなったりする。時に火傷をして傷つくこともあれば、寒い夜に暖めてくれることもある。……俺は、君と同じ火を囲みたい」

　ふたりで、小さなものを大きくしていく。それは夢とか理想とか、未来とか愛とか。

　魔王と囲んだ炎の先に、何があるのか。レーナも見てみたいと思った。

「……考えとく」

「素直じゃないな」

　じっと熱く見つめられることに耐えられず、そっぽを向いて照れてしまうレーナに、魔王が声をあげて笑う。

「いつか頷かせてみせるさ」

　それでも折れない、まっすぐな彼が眩しかった。

　レーナの心に、きっとわかりあえると、そう信じる気持ちが灯ってしまう。

　──俺が嫌いか？

　──俺自身を見ろ。

　魔王の言葉に、もう一度真摯に答えたい。彼の背景に広がる、魔族、魔界というものを見て、信じてみたい。

　ちょうど、そろそろ魔界へと向かう予定だ。

　──この目で、ちゃんと見よう。魔界の人々を。

　そこで生きている人々を。




＊＊＊




　孤児院で夕食を作った後、レーナと魔王は別れを惜しみながら王宮へ帰還した。

　すべての子供と和解できたわけではないが、これ以上は自分たちの進む道を見てもらうしかない。リザとセジュラが心配そうに出迎えたが、ふたりの顔が晴れ晴れとしたものだったのでホッとしたようだ。




　──その夜。

　魔王は寝室へと出向く前に王宮の屋根の上に登り、セジュラから昨日の魔鉱石の報告を受けていた。

「やはり自然に生成されたものではなく、人為的に体に埋め込まれたものかと。魔界で採れた高純度の魔鉱石に、攻撃的になるよう錬金術による術式が組み込まれているそうです」

「ほう……」

　錬金術、つまり人間側も関わっているということだ。

　術式の内容は独自に編み出されたもので、複雑すぎるため魔獣が攻撃的になる時間は短い。だがその間に膨大な魔素が魔鉱石から流れ込み、魔獣は我を忘れるほど苦しみながら巨大化し、通常を遥かに超えた力を得るという仕掛けだ。

「この純度のものを潤沢に入手できるのは、三魔公くらいではないでしょうか」

　三魔公は魔王が魔界を平定する時、特に骨を折った有力な貴族たちだ。特に人間界で多くの武功をあげ好戦的な一族と知られるロスタルファは、常に魔王の座を狙っている。

「わかりやすい挑発だな」

　人間側と通じているなら、こちらの予定すら把握されているだろう。これは和平反対の意思表明に他ならない。

「さて。人間は誰が怪しいと思う？　やはりガーラルとかいう王弟か……」

「この報告はエリオット王子にもしておきますか？」

「頼む」

「かしこまりました」

　セジュラは一礼をすると、屋根から一瞬にして姿を消す。

　魔王はそちらを見もせずに、柔らかく光る月を見上げた。

　──レクタの街は、度々襲われていたという。

　レーナの説明や役人の話を思い返す。魔獣はだんだんと手に負えない強さになっていると言っていた。つまり、段階を踏んでいるということだ。

　──実験していた？

　誰かがここで、錬金術を試していた。それを勇者に後始末させていたのだとしたら？

　──子供たちの敵対心にも、不自然さを感じる。

　レクタで魔王が接した人々と、子供たちの反応はえらく違う。

『大好きな勇者のお姉ちゃん』を、泣かせるほど憎む。結婚という情報だけで、そうなるだろうか。あの施設にいた職員も、魔王に対する畏怖はあれど、魔王個人に対してそこまで憎しみを剥き出しにはしなかったのに。

「どうも、何者かの意図を感じる……」

　勇者はお前らを裏切ったと、人間を捨てたのだと子供に吹き込んだ者がいる。魔王にはそれが一番許せない。

　彼が知った勇者は、強いけれど、とても弱かった。中身はひとりの、普通の女の子だった。強靭な精神などなく、頑張って、耐え抜いて勇者をやっていた。

　仕方なくかもしれない。だが、あれだけ多くの人に慕われているのは、彼女が実直に役割と向き合ってきた証拠だ。それを、いたずらに乱されたのが許せない。

「この借りは返そう。だが、それは争いではなく、きちんと法に則ってな」

　魔王と勇者は、平和を信じているのだ。








５　魔界へ！









　魔界には、桃色がかった紫色の空が広がっていた。人間界とは違う空だが、柔らかな冬の朝焼けのような色で、レーナは綺麗だと思った。

　所々に、キラキラと星のように煌めく何かが見える。魔王に尋ねると、ものすごく遠くで魔力の塊が燃えているらしい。

　魔界は、地上とはちょうど背中合わせのようにして地下に広がっている。例えるなら人間界は球体の表面、魔界はその内側だ。つまり、この星の中心に巨大な魔力の塊があるということになるのだろう。

　重力の向きが違うので、普通には行き来できない。人間界側から地面に向かって特殊なゲートと呼ばれる穴のようなものを開き、浮遊の魔術を使って中へ入る。するとこちらの世界へ飛び出るのだが、浮遊の魔術で平衡を保てるのだという。

　ゲートを渡るための最低限の浮遊ができなければ、魔族も人間も狭間に落ちるか、運が良くてもどちらかの世界へ飛び出して大怪我をすることになるらしい。

「──ってことは、空も飛べるの!?」

　そうレーナが興味津々に質問すると、魔王は頷く。

「長時間は無理だが、少しの間飛び上がるくらいはな。飛んでみるか？」

「……！　うん！」

　そんな会話を交わし、魔王とセジュラに抱えられて魔界へと降り立ってすぐ、魔王は目をキラキラさせたレーナを抱いたまま浮遊の魔法を使ってみせた。

「すごい……！」

　ふわりと体が浮き、上空へと舞い上がる。レーナは魔王の首に両腕を回してしがみつきながら、感嘆の声をあげた。

　展望台に登った時のように、景色がパノラマに広がる。人間側の地上は、たぶん惑星である球体の外側なので水平線が広がるように曲がっているが、魔界は内側なので縮こまるようにカーブを描いているのがわかった。

　山々や森の色も、地上とは違ってくすんだ色だ。所々に見える街は、人間界と同じような感じだろうか。

「あそこが魔王城だ」

　魔王がそう言って指差したのは、鋭い屋根の尖塔がいくつも聳え立つ、黒く荘厳な城だった。ここからそう遠くない位置にある。

「あの城が君の家になる。気に入ってくれればいいが」

「う、うん……」

　これから一緒に暮らすことを何気なく示され、レーナはつい照れて口籠った。

　孤児院の一件から、レーナの中で魔王に対する意識が変わり始めていた。反発する気持ちが和らぎ素直になると、途端に彼の甘い言葉が心に染み入ってくる。愛されて大切にされる喜びに身悶えつつ、どこまでが演技なのだろうと戸惑う。

　けれど、その優しさの本質は変わらないはずだ。最初の夜や、孤児院の時の対応。それが目の前にいる、ひとりの男性の性質に違いない。

　そう思うと、心の奥にじわりと湧き上がってくるのは、この人を受け入れたい、好きになりたいという気持ち──。

「……ね、ねえ、魔王？」

　甘えるように囁いて、腕の中でそっと背筋を伸ばして顔を寄せた。

　魔王は今、魔族の姿に戻っている。赤々と燃える鮮やかすぎる深紅の髪、鋭い猛禽類のような瞳。それでも恐ろしいなどと思わなかったのは、やはりレーナが魔王に対して好意を抱いていたからだろう。

　セジュラとリザは地上で待っているが、今はふたりきりだ。抱えられた時から、レーナは魔王ともう少しくっつきたくてたまらなかった。唇へのキスだって、最近は演技以外ではしていない。ドキドキしながら、魔王を至近距離でじっと見つめる。

「ん？　どうした、こわいか？」

　しかし、魔王は瞬きしてそう尋ねると、レーナの頭を優しく撫でてきた。

「えっと、そうじゃなくて……」

　上目遣いに見つめ、そっと唇を近付けてみる。羞恥で涙目になってしまうが、それに耐えてぎゅっと目まで瞑った。だが、

「そんなにこわいのか？　無理することはない、降りよう」

「えっ、ちが……っ」

　言うが早いか、魔王はさっさと下降しはじめてしまう。

　キスして欲しい、なんて自分からはなかなか言えない。レーナは少々むくれながら、そのまま地上へ降り立った。

「おかえりー！　あれ、レーナどうしたの？」

「べ、べつに」

　下で出迎えたリザが、ご機嫌な魔王とむくれているレーナを見て首を傾げる。

「……どうして伝わんないのかなぁ」

「なにがだ？」

「べつに！」

　魔王もきょとんとしながら尋ねるので、レーナは自分の滑稽さにいっそうむくれながら、ぷいっと顔をそむけた。




　魔王城までは、セジュラの転移魔法を使って一気に移動した。

　転移の間というものがあるらしく、到着するとすぐに何人もの使用人たちが現れて出迎えてくれる。

　魔王城の使用人、なので全員が魔族だ。

　彼らの大半は下級魔族らしい。黒いフードを目深に被った不気味なゴーストや、妖精のように羽の生えたメイド姿の女性たち、中身が入っているのか疑問ないかつい鎧の見張り。

　レーナやリザの方が強いことがわかるのか、彼らは物珍しそうにこちらを窺いつつ大人しくしている。

「ただいま帰った。出迎えご苦労」

　魔王がそう言って労い、散るように仕草で示すと、彼らはサッと持ち場へ戻っていく。

　それと入れ替わりで、どこに控えていたのか少し位の高そうな服装の魔族が数人現れ、魔王に何事か耳打ちをしてからゆっくりと姿を消した。

「ふむ。書類が溜まっているようだ」

　魔王は残念そうにそう呟いて、ふう、と溜息を吐く。

　すかさずセジュラが一歩前に進み出た。

「では、あとは私が」

「頼む」

　彼の進言に頷くと、魔王はレーナへと向き直る。

「セジュラが城を案内する。いずれここで暮らすのだから、よく覚えておくといい」

「う、うん」

　そうだ、自分はここの主人である魔王の妻になるのだ。結婚するのだ。ここで彼と暮らすのだ……。

「……レーナ、さっきから変だな？」

　じわりと噛み締めているレーナを不審がり、魔王が顔を覗き込んでくる。間近で目が合って、レーナは飛び上がった。

「ひゃ……！　そ、そんなことない！」

「そうか？」

　心配そうな魔王に向かって、こくこくと頷いてみせる。

　彼はまだ何か言いたげだったが、レーナが貼り付けた愛想笑いでバイバイと手を振るので、仕方なく諦めたようだ。

「では、俺は仕事を片付けるから、なにかあればセジュラに」

「はーい！」

　やたら元気のいい返事に首を傾げながら、魔王は執務室に向かっていく。

　それを見送って、はあ、と安堵の息を吐いた。

「どういう心境の変化です？」

「ついにデレデレになったかー」

「う……！」

　鋭いセジュラとリザが、レーナの変化を呆れたような口調で茶化す。

　どうしてこのふたりにはわかって、本人には伝わらないのだろう。理不尽に思いながら、レーナは言い訳するように答えた。

「別に……ただ、魔王にもいいところがあるなぁって、思い直しただけ」

「なるほど、つまり惚れ直したのですね。そうでしょうとも、魔王様は良い男です」

　セジュラが食い気味に頷く。その横で、リザまでが同意するように頷いた。

「んだよね。良い男じゃなきゃ、セジュラみたいな奴が、自分より弱い魔族に従うわけないもん」

「えっ、セジュラって魔王より強いの？」

「純粋に力だけでしたら、そうですね」

　側近の方が強いなんて意外だ。

「魔族って、単純に攻撃力で序列がついてるんだと思ってた」

　強い者に従う習性があると聞かされていたので、魔王が一番強いのだと思い込んでいた。

「大体の場合はそうですよ。でも、それだけではありません」

「……なんで魔王の部下をやってるの？」

　疑問を投げかけると、セジュラは少し黙って考えるような素振りを見せてから、ゆっくりと口を開いた。

「なぜ……そうですね。私の一族、ラジャン族は、魔界内での権力争いによる戦争で滅んでしまったのですが」

「あ……」

　しまった、と思った時にはもう遅い。彼は俯きがちに、淡々と話し出してしまう。

「それは魔王様が即位したばかりの頃です。一族を失った私に、至らなくてすまないと、謝ってくださいました」

　セジュラの一族は魔王の一族に匹敵する強さを誇る。それゆえに、派閥争いでまず矢面に立ちやすい。

　魔王交代の折に魔界に混乱が生じた時、最弱の魔王である彼を打ち負かして新たな魔王一族になろうと、各地で戦いが起こった。そして先んじてライバルを潰そうと、各地の猛者が共闘してセジュラのいるラジャン一族を総攻撃したのだ。

　魔王はラジャンに加勢したが間に合わず、セジュラを残して滅びてしまった。

「魔王様は、恨むならきちんと統治できなかった自分を恨めと仰った。私の怒りや悲しみのすべては自分にあると。そして今までの魔族のやり方を変えてみせると──だから私は、魔王様に不満をぶつけるためにここにいるんです」

「……ん？」

　そこで、セジュラはわずかに微笑んで顔をあげた。

「私の持つ不満は魔王様の新しい目になると、そう仰ってくださいました。どういう世界だったら素晴らしいのか、奪い奪われるだけではない、新しい世界とはなんなのか。それを考えるための、ひとつの指標になると」

　彼が笑うのは珍しい。

　魔王の示す新しい未来、それを拠り所にしてきたのだろう。セジュラの表情は明るい。

「もう二十年も前の話ですが……」

「え、まって」

　聞き捨てならないことが、次から次へとポンポン出てくる。

　レーナは手を挙げてセジュラを制止し、尋ねる。

「魔王って、今いくつ？」

　見かけはどう見ても二十代後半くらいだが、そうなると計算が合わない。だが、思い出せば前にも即位して二十年とか言っていたような。

「そうですね、即位されたのが四十六の時ですから、今は六十六歳です」

　──六十六歳……!?

　人間ならおじいちゃんだが、たぶん人間とは違う。きっとまだ若い部類に入るのだろう。

「……魔族って、いくつまで生きるの？」

　おそるおそる尋ねると、その様子にセジュラは小さく苦笑した。

「なに、心配せずとも、人より少し長生きなくらいですよ。魔王様はお力がそれほど強くないので、百五十年くらいでしょうか」

「……それでも、私の方が確実に早く死んじゃうよ」

「そうでしょうね」

　レーナが少しだけ青くなる。

　生きる時間がわずかでも違うのなら、どんなに愛し合っても彼を残して逝くことになる。

　その考えを見透かすように、セジュラは頷いた。

「だとしたら、あなたは後に残る者たちに、何を遺すのでしょう」

「遺す……」

「私は、勇者様と魔王様、おふたりの最期までを見届けさせていただくつもりです」

　セジュラは魔王より強い。だから魔王よりずっと長く生きるのだろう。

　命に関して、魔族と人間は価値観が違うのか、彼に憂いたところはない。むしろ楽しみだと言わんばかりの顔を見つめ、不思議な気持ちになる。

　──私に、遺せるもの……。

　それはなんだろう。魔王に、セジュラにあげられるもの。

「ねえ、セジュラ！　あたしコレ着た～い！」

　レーナが寿命のことを考えて感慨深くなっていると、リザの大声が思考を遮った。

　そちらを見ると、メイド姿の小さな妖精を捕まえて服をつまんでいる。メイドは種族も様々で大小いるようだ。

　セジュラは「まったく、あなたは……」とうんざりしたように溜息を吐いて困っているメイドを解放させると、「用意させるので大人しくしなさい」とその手を掴む。

「わーい！」

　とはしゃぐリザを捕まえたまま歩き出したセジュラを追って、レーナもやれやれと肩を竦めながら歩き出した。

　城内のふかふかな赤い絨毯の上を歩いてセジュラに案内されたのは、大きな姿見の置かれた部屋だ。どうやら衣装部屋らしく、裁縫道具やトルソー、作りかけの服が所狭しと並べられている。

「ひとまず、おふたりともここで採寸してください」

「はーい」

「え、私も!?」

　メイド服を着たいリザのためかと思いきや、レーナも中へ押し込められる。

「むしろあなたのためですよ。結婚式ではドレスを着るのでしょう？　まさか普段着で出席なさるおつもりですか？」

「なっ……測ります、測ります！」

　セジュラの冗談に焦りつつ部屋の中へ入ると、どこに隠れていたのかフワフワと浮かぶ半透明の女性たちが集まってきた。彼女たちもゴーストだろうか。

　巻尺を持ったゴーストの裁縫師たちは、レーナとリザの周囲をくるくると舞いながら採寸を始める。ふたりは身振り手振りで指示された通りに、上着を脱いで腕を上げたり下げたりした。

　セジュラはというと、いつの間にやら部屋からいなくなっている。婦女子が服を脱ぐのだから当然と言えば当然だが。

　しばらく人形になった気分で、身体中のサイズを測られた。

「魔界のウェディングドレスかあ。楽しみだねぇ、レーナ！」

「うーん、そう、だね……」

　あんまりドレスに興味のないレーナは、曖昧に頷く。

「魔王サマもカッコイイだろうなあ。結婚式が待ち遠しい！」

　──あー、それは……カッコイイかも。見たいかも。

　正装姿の魔王はさぞかし凛々しいだろう。ましてや結婚式で着飾った姿なんて……。

　想像して、顔に血がのぼる。ひとりで真っ赤になっているレーナに、リザはニヤニヤした。

「レーナと恋バナができるなんて嬉しいな」

「……え。リザの恋バナなんて聞いたことないけど」

　ひと晩の火遊びをモットーとする彼女の恋愛と一緒にされるのは、なんだか違う気がする。

　しかし、リザはチッチッチと舌を鳴らして人差し指を左右に振ってみせた。それから、真剣な顔でこちらの目を覗き込む。

「ねえ、レーナ。セジュラって素敵だと思わない？」

「え」

　確かに美形だし魔族の姿も素敵だ。だが、リザは初対面でセジュラをボロクソに言っていなかっただろうか。

「いつから……？」

「うーん、レーナと魔王サマを仲良くさせようと色々話し合ってるうちに……？」

　意図せずキューピッドになってしまっていたらしい。

　だが、セジュラがリザに落ちるところは想像できない。どちらかというと、彼は初対面の対応を引き摺っている気がするが。

「それで、ここのところ大人しかったんだね」

　レクタの町へ行った時も、リザは王宮でもないのに大人しく領主の屋敷で待っていた。いつもなら、いの一番に酒場へいい男を探しに行っていたはずなのに。

　あれは、セジュラがあの場に居たからなのだ。

「……がんばってね」

「ありがと！」

　叶いそうにはないが、本気を感じて応援の言葉を口にする。

　恋（？）に関しては勇猛果敢、猪突猛進で経験豊富なリザは、元気よく返事をして嬉しそうに拳を振り上げる。そしてその拍子に、腕に巻尺が絡まってゴーストたちを振り回していた。




「終わりましたか」

　採寸部屋を出ると、扉のすぐ側の壁にもたれかかってセジュラが待っていた。

　中で話した会話は内緒にしておこう。聞こえていたかもしれないけど。などと思いつつ、レーナは「おまたせ」と笑顔で答える。

「夕食まではまだ時間がありますから、城の案内を続けます」

「よろしくお願いします」

「よろしくー！」

　こうして城の中をひと通り見て回った。

　とはいっても、レーナとリザが行ってもいい場所なんてそんなに多くはない。広間やダンスホール、食堂や応接室……変わったところなら、玉座の間だろうか。使っていない時は大きな椅子があるだけでガランとしている。

　それから、城の奥にある小さな中庭。そこは城からもよく見える大きな庭とは違い、魔王やレーナの部屋に近いプライベートな庭だ。

　そこに、明らかな人間の姿の像が立っていた。

　青紫の薔薇に囲まれ、一見、古びて打ち捨てられているかに見える。しかしよくよく観察すれば、手入れが行き届いていた。

　像は若い男性で、旅人のような身なりだ。腰にはレーナの聖剣によく似た一振りの剣を携えている。

「誰？　有名な人？」

「こちらは、魔王様の曽祖父にあたる当時の魔王様が作られた像で、その時に現れた勇者様になります」

「勇者!?」

　勇者の像が、魔王城の中にあるとは。

　レーナとリザはぽかんと口を開けて象を見上げる。

「戦いの中で分かり合い、和解したのだそうですよ。その時代は、わずかですが平和でした。ただ、当時の魔王様はもうお年で、長くは続かなかったのですが」

　セジュラが淡々と当時のことを語る。

　勇者の顔は、その話に見合うような、とても穏やかな表情だ。

「この像は長年放置されておりましたが、今は魔王様が気に入って手入れを命じられております」

　その言葉に、レーナはピンとくるものがあった。

「……だから魔王は、人と話し合えるって信じていたのね」

　過去にできたことなら、もう一度できると。そして、その道を信じて突き進んだのだ。

「ついでに勇者が男だって信じてたのも、このせいだよねぇ」

「たしかに」

　リザの言葉に、レーナがくすりと笑う。

　彼は歴史に学び、人を侮ることも獲物と見ることもしなかった。

　そういうところが、好きだ──。

　ふと湧き上がってくる気持ちに、またじわじわと胸が熱くなる。

「では、最後にそれぞれのお部屋をご案内しましょう。着替えをご用意してありますので、そちらにお召し替えを」

　セジュラがそう言って歩き出し、三人は中庭をあとにした。







　レーナのために用意された部屋は、とても豪華だった。

　魔王城は基本的に黒を基調にした配色なのだが、彼女の部屋は明るく、青と金と白の配色で彩られていた。

　ソファやクッションもなんだか可愛らしい形で、この部屋を自分をイメージして作ったのかと思うと少々気恥ずかしくなる。

　たぶん、普段着ている騎士服の配色イメージを華やかにしたのだろう。なんとなく落ち着く色合いだ。

　その室内で一番目につくのが、姿見の前に置かれたトルソーに着せられた、サラサラした素材のラメの入った水色のドレスだった。

　スラリとした体のラインに沿った形をしていて、ワンピースのようにひとりで着られる。肩やデコルテがめいっぱい露出しており、色気のあるドレスだ。

　開いた首元を飾るように、リボン生地のチョーカーが用意されている。チョーカーからはキラキラと雫のような宝石が垂れていて、胸元を飾るようになっていた。

　レーナは緊張しながらドレスを身につける。

　ちょうど着替え終わった頃に、肌が浅黒く耳の尖ったエルフのような種族のメイドたちがやってきて、髪を結ってドレスに合わせたイヤリングも着けてくれた。

　そうして仕上がった頃、これまたタイミング良くセジュラが部屋の扉を叩く。

「勇者様……いえ、レーナ様。魔王様が食堂でお待ちです」

　彼はわざとらしく言い直して、レーナに一礼した。

　ここではもう、勇者ではなく魔王の妃なのだ。だから名前で呼ぶのだと、暗に示される。

　レーナはほんの少し緊張しながら頷き、彼に先導されて魔王の待つ食堂へ向かった。

「レーナ、よく来たな」

　そこで出迎えてくれたのは、魔王ひとりだ。

　彼は高価そうな光沢のある黒いシャツに、髪飾りや耳飾りを着けた、ラフだけれどほんの少しだけ着飾った格好をして待っていた。

　レーナの姿を見ると、立ち上がって扉まで迎えにくる。

「お招きいただきありがとう」

　一応の礼をしてみせると、魔王は微笑んで彼女の手を取り、甲に軽く口づけした。

「……ふたりだけ？　リザたちは？」

　案内してくれたセジュラさえ、いつの間にか居なくなっている。広い食堂をキョロキョロと見回すレーナに、魔王は「他の者は別室で摂っている」と告げて椅子に座らせた。

　すぐに前菜と酒が運ばれてくる。

「最初の夜だ。ふたりで過ごしたい……いいだろう？」

　そう言われては、断る理由もなく照れながら頷く。

　ワインの入ったグラスで乾杯し、晩餐がはじまる。魔界の食事は初めてだ。

　魔族が冬を越すために人間の食糧を欲したという和平の交換条件を思えば、元々そんなに違うものを食べているわけではないのだろう。見たことのない色味の野菜もあるが、基本はそこまで変わらない。いい匂いがするし、どれも美味しそうだ。

　そう思って口にすれば、とても優しい味だった。魔界の料理はどちらかというと薄味らしい。だが、素材の味が生きていて素朴な美味しさがある。

　──いけない、お酒が進んでしまう。

　そう思いながらスルスルと口にすると、魔王も美味しそうにグラスを空けてゆく。

　料理も酒も進み、ふたりはほどよく酔っ払ってくる。

「移動しようか」

　魔王がそう言って、ふいに席を立った。まだふらついてはいないが赤い顔のレーナの手をとって、魔王がエスコートする。

　そうして連れて行かれたのは、昼間案内された魔王の部屋だ。

　扉を開けてすぐ、その風変わりな様子に驚く。黒っぽい石造り部屋が、レーナの世界でいう中華風の飾りや家具でまとめられていた。風変わりながら渋い色味で、妙な統一感だ。

　棚の上には奇妙な工芸品や、精巧なガラスで出来たグラスなどが所狭しと飾られている。

「いいだろ。人間の国に行くたびに集めたんだ。カンザレア以外にも面白い国がある。エリオットにもらったのもあるぞ」

　魔王は上機嫌で子供のようにはしゃぎながら、自分のコレクションをアレコレ指差して教えてくれる。

　中華風の家具がある国は、カンザレアの同盟国の一つらしい。もしかしたら、交易は趣味も兼ねているのかもしれない。熱心な様子に、レーナはくすりと笑った。

「世界には面白いものがたくさんある。壊してしまうには勿体無い」

　もしかして、それが和平の本当の目的だったりして？

　この魔王はどれだけ色んな一面を隠し持っているのだろう。新しい顔を知るたびに、魅かれずにいられない。

「ふふ……」

「なんだ、どうした？　気に入ったものでもあったか？」

　工芸品を見ながら笑うレーナに気付いた魔王が、顔を寄せてくる。

「趣味と実益だなぁ、と思って」

「違いない。だが、これはもちろんついでだ」

　本命は平和と、君だよ。そう言って魔王はソファに腰掛け、クッションをばふばふと整えてレーナを呼ぶ。相変わらずの甲斐甲斐しさだ。

「来い。座って、飲もう」

「ええ」

　素直に隣へ座って、あえてそっと寄り添う。軽くもたれかかると、魔王は驚いたように目を見開いた。

「……まさか、もう酔ったのか？」

「少しだけね」

「ふぅん……」

　思案するように唸りながら、魔王がローテーブルへと手を伸ばす。

　そこには氷の入ったアイスペールの中に、ワインボトルが用意されていた。彼はそのワインのコルクを、栓抜きを使わず爪を立ててキュッと開けてしまう。そして、細長いグラスに瓶の中の液体を注ぎ込んだ。

　シュワシュワと音を立てて、淡い黄色みを帯びた酒がグラスを満たす。スパークリングワインだ。

「ではもう一度。魔界での最初の夜に、乾杯」

「乾杯……」

　プチプチと弾ける泡に口をつけると、甘く爽やかな香りが広がる。飲みやすいワインだ。

　数口飲んで味わった後、レーナは魔王を見上げた。彼も口をつけてその味と香りを楽しんでいる。その横顔を見ながら、レーナは決意を固める。

　しっとりとした雰囲気の今なら、伝えたいことが伝えられるかもしれない。

「魔王……あのね、孤児院ではありがとう」

「ああ……」

　グラスをテーブルに置き、改まって魔王へ向き直るレーナに、彼は驚きながら頷いた。

「正直、あれはどうなるかと思ったが。俺はちょっと、無鉄砲なところがあるからな……悪くない結果になってよかった」

　ポリポリと照れたように頭を掻く。その、まるで魔王らしくない仕草に、レーナはときめいてしまう。

　孤児院でもそうだった。子供と遊んで、ご飯を作ったり職員にこき使われたりしていた。そういう普通の人っぽい魔王が好きなのかもしれない。

「うん。よかった、本当に……ありがとう」

　そう囁いて、レーナがぽふんと魔王の肩へ寄りかかるように頭を乗せる。

「な……っ!?」

「魔王がいてくれて、よかった」

「あっ、ああ……」

　戸惑いながら身を固くする彼の顔を、間近で見つめた。

　今度こそ、伝わっているだろうか。自分の気持ちが。

　吸い込まれそうな深紅の瞳を覗き込む。

　恥ずかしいけれど触れていたい。もっと触れてほしい。焦燥感に似たこの気持ちは、どうしたらいいのだろう。

「いつもそんな顔しないだろ……ずるいぞ……」

　上目遣いに覗き込みながら不器用に甘えるレーナに、魔王は見るからに慌てた。急に攻められると弱いようだ。

「ずるい……」

　ぐっと背を伸ばして近付いてくるレーナに、魔王は困惑しながらも顔を寄せる。そして、ちゅっと音を立ててキスをすると、すぐに離れて持っていたグラスを一気に煽った。

「……それだけ？」

「酔ってるな」

　そう言いながら、魔王はグラスを置いて、しなだれかかるレーナの両肩を抱く。

　求められるまま、何度か啄むように口づけした。深くならないよう気を遣って、唇の上だけで遊ぶようにキスする。そして最後に、頭を優しく撫でた。

「魔王……」

　子供にするような態度に、レーナはますます焦れったくなる。もっと、深くて気持ちのいいキスが欲しい。

「ねえ、もっとしたい……だめ？」

　意を決して両手を彼の首に回して抱きつくと、自分から思い切り唇を合わせにいく。

　魔王は一瞬だけ戸惑ったが、レーナが吸い付くようにして魔王を責め立てると、やがて我慢できずに彼女の腰を引き寄せ、膝の上に抱きあげた。

　向かい合わせの格好になり、体が密着してキスが深くなる。

　舌をねじ込み魔王の唾液がレーナの口内へ移ると、頭の芯がとろりと蕩けていく。

　魔王の膝上に跨がっているせいで、ドレスがたくし上げられているのも気にならない。その剥き出しになった太ももに、彼の片手がかかったことも。

「……っは、ぁ」

　性急に舌を絡ませ、もっと、とねだるように唇に吸い付く。

　魔王はもう片方の手でレーナの後頭部を押さえつけ、応えるように深く舌を差し入れた。喉奥まで蹂躙され、軽くえづく。苦しくて涙が出てくるのに、痺れるほど気持ちがいい。

「んっ、……う、んぅ」

　しがみついて必死に快楽を貪る。魔王の片手がドレスを太ももから腰まで捲り上げ、レーナの尻に触れる。軽く撫でられているだけで、ぞくぞくと背筋が震えた。

「あ……っ、ひ、ぁん……っ」

　ビクリと背を反らした拍子に、唇が離れる。互いの濡れた唇から、ツッと唾液の糸が引いて途切れた。

　はぁ、と息を吐いて魔王を見つめる。

　彼はレーナの体から手を離すと、乱れた深紅の髪を掻き上げてシャツのボタンを外した。開いたシャツから、盛り上がった胸筋と引き締まった腹が見え隠れする。色っぽい仕草と肉体を見せつけられ、一度火がついてしまったレーナに引き返す選択肢はなかった。

「もっと、して……」

　涙目のままねだれば、魔王は苦しげに眉を歪める。

「このままだと、俺は君を食べてしまうぞ」

「……っ」

　食べられたい。だけど、衝動だけのこの気持ちでは、まだだめだろうか。

　確かに、つい先日まで自分は彼を拒んでいた。だけど今はもう、もっと彼と触れ合いたくてたまらない。

「食べて、いいよ」

「……極端だな」

　魔王がぽすんとレーナの肩口に顔を埋め、大きく息を吐く。どうするか考えあぐねているのだろう。

「この、酔っ払いめ……」

「酔ってないよ」

「うそつけ」

「ねえ、お願い。今は、魔王に触って欲しいの……」

「……くっ」

　魔王は必死の誘惑に負けて呻くと、諦めたように顔を上げてレーナの後頭部を抱いた。

「悪い子だ」

　そして、噛み付くようにレーナの唇にキスをする。

　もう一度口内を蹂躙しながら、魔王の手がドレスをまさぐった。キスの激しさとは反対に、体のラインをゆっくりとなぞって、胸元の布をそっとずらす。

　柔らかな胸がこぼれ出ると、優しく揉みしだいてその頂をつねった。

「んんっ！」

　レーナが反応して体をしならせる。魔王はしばらく指の腹で擦るように刺激してから、キスをやめて唇を胸に近付ける。

　指で弄った胸の頂は、ツンと固く尖っている。クリクリと舌で乱暴に捏ねくり回して、ぱくりと吸い付いた。

「あぁっ……」

　ぢゅっと音を立てて吸い上げながら、舌で舐る。乱暴に扱われているのに感じてしまう。

　レーナはいつの間にか魔王の膝上で大きく脚を開き、ドレスの中の秘所を魔王の猛りに擦りつけている。魔王の片手が落ちないようレーナの腰を引き寄せると、その圧で下半身がますます擦れて気持ちが良くなった。

「あっ、や、ん……っ、魔王……っ」

　媚薬効果のある彼の唾液のせいか、敏感になったレーナの体は簡単に達してしまう。

　ビクンと震えて力の抜けてしまったレーナを抱え、魔王が胸から唇を離した。

「……ほら、満足したか？」

　終わりだと言うような口振りだ。

　だが、魔王の視線は真っ赤になって小刻みに震えるレーナから逸らせずにいた。

　服も髪も乱し、唾液にぬらぬらと光る胸を晒したまま、腕の中でうっとりと目を細めている。その様子をじっと眺め、ますます大きくなった己自身を無意識のうちに擦り付けながら、悩ましく吐息をこぼす。

「レーナ……」

「ん、魔王……」

　レーナは首に両手を回して抱きつき、キスをねだった。

　抗えるはずもなく、再び唇を深く重ねる。レーナの酔いはさらに回ったが、それでも気持ちは変わらない。

「すき……」

「ん……っ」

　舌を絡ませ、唇が唾液で濡れるのも構わず、キスの合間に囁く。そのたびに、魔王が反応するのが嬉しい。

「……酔っ払いの戯言かどうか、また聞くからな」

「うん」

　荒く息を吐きながら凄まれ、レーナは頷いてぎゅっと抱きつく。

「今夜は、君に触れるだけだ」

　魔王は彼女を抱きしめたまま立ち上がった。正面から抱え上げ、続き部屋の寝室へと連れて行く。そこはレーナの部屋からも入ることのできる、夫婦の寝室だ。かなり大きめのベッドが設置されている。

　魔王はレーナをそこへ下ろすと、片足をベッドに掛けて彼女のドレスを脱がせはじめた。

　ワンピースのようなドレスは簡単に剥かれてしまう。その下の上半身は裸だが、下半身には側面を紐で結ぶタイプの下着を着けたままだ。

　だが魔王はそれを外さず、自分もシャツを脱いだだけでズボンを脱ぐ様子はない。

　レーナがベッドに仰向けに寝かされたまま、不満そうな視線を向ける。

「……なんで俺がずっと我慢しているか、わかってないだろう」

「私が受け入れるまで、待ってるんでしょ？」

　それくらいわかっている。いつだって好きにできたはずなのに、そうしなかったことも。

　だけど、もう欲しいと言っているのに。

「俺の体液には、どうやら本当に媚薬効果がありそうだからな。快楽に流されず、ちゃんと俺を見て一生を共にすると、君の中で覚悟して欲しいんだ」

「うん……」

　覚悟。それがどういうものなのか、恋が初めてのレーナにはよくわからない。今わかるのは……。

「すき」

　赤い瞳を見上げながら囁くと、魔王が困ったように笑う。

「はあ、まったく……あの日も、散々そう言ってくれたな」

「あの日……」

　初めて会った日の話だろう。おぼろげな記憶を辿る。会ったばかりの彼に、確かに好きだ好きだと何度も告げた気がしないでもない。

「シラフの時にまた言ってくれ。覚えていたらな」

　魔王はそう言ってレーナの体に覆い被さると、そのしなやかな裸体のあちこちにちゅっとキスをする。そして体の上に跨り、柔らかな双丘の頂に唇をつけた。

　チロチロと舌で愛撫しつつ、太ももに這わせた手でゆっくりと両脚を開かせる。下着の上からその中心に触れると、ぐじゅりと濡れた音が響いた。

「こんなに期待して……」

「んっ」

　割れ目を指でなぞってレーナを充分に辱めてから、魔王は蕾のような小さな突起に触れる。

「ここも、好きだろ」

　優しく指で弄られると、たまらない気持ちになる。布越しに指先で引っ掛かれ、押しつぶされると、レーナはふるふると震えた。

「そこ……ぁ、またイっちゃ……うっ、ぁあっ！」

「ああ、上手だ……もっと深くイかせてやる」

　下着の中に手を入れて、ビクビクと震える蜜口へと指を差し入れる。レーナのそこは愛液を溢れさせながら、魔王の長く骨張った指を受け入れた。内壁を撫でられ、ぐちゅぐちゅとかき混ぜられると、先ほどとは違った重怠い快感が奔る。

　魔王の指が、自分の中を探っている。その事実を意識するほど、感度が上がっていく。

「や、やだっ、あぁ、きもち、ぃ……っ」

　自分の秘所から響く激しい水音に耳を犯されながら、羞恥と快楽と魔王に触れられる悦びに翻弄される。

　そうしてレーナがぐずぐずになって何度も達してしまうと、魔王はそこから濡れた指を引き抜いた。

　──あぁ、今度こそ、終わっちゃう……。

　まだ終わりたくない。そう思ったときには、レーナは震える指先で己の下着の紐を引っ張っていた。結ばれていた紐がするりと解け、頼りなげな布がはらりとはだける。

「い、れて……」

　懇願するように開いた足の間で、ひくりと媚肉がひくつき、とろとろと蜜が溢れた。

　魔王がそれを見つめ、熱く深い溜息を吐く。

「……挿れたら、君の中に出す……それでもいいのか？」

「ぁ……っ」

　その低く甘い声音に、体が欲しいというようにひくついた。

　魔王は無言でズボンの前をくつろがせ、レーナの足を思い切り開いて覆い被さる。くちゅりと淫靡な音がして、魔王の熱い塊が泥濘に押し当てられた。

「……っ」

　レーナはハッと息を呑み、体を反りかえらせる。

　挿れてもいないのに、ビリビリと電気のような刺激が体を奔った。直接触れる刺激は、今までの比ではない。ぐじゅっぐじゅっと音を立てて男根の側面が擦り付けられ、レーナは身を捩りながら喘ぐ。潤みをまとった背骨のような魔族特有の突起が、蜜口や陰核の上を滑りながら連続で責め立ててくる。

「あ、や、ぁ、イく……っ！　あぁぁっ、だめっ！」

「まだまだ、こんなものじゃなかっただろう、あの夜は」

　亀頭の先端だけを泥濘に押し込んで、魔王が自身の体液を塗りつける。途端にレーナの体の奥が熱くなり、達したばかりの敏感な肌がぞわりと泡立った。

　背を反らして突き出された胸に、魔王がかぶりつく。ぷくりと膨らんだ乳首を吸われながら、切っ先で陰核に透明な体液を塗りつけられ、擦られた。

「ひゃ、あ、あ……っ！」

　レーナが肌を真っ赤にして大きく痙攣する。体が投げ出されるような感覚に、頭が真っ白になった。

「レーナ」

「あっ、魔王、ん、う……」

　ひくひくと震えるレーナを、魔王が抱き締める。

　──もの足りない。もっと奥まで欲しいのに。

　深く達しながらも、埋まらない切なさに体の奥がきゅんと疼く。それを見透かしたように、レーナを抱きしめたまま、魔王が低く囁いた。

「まずは最初の夜を思い出せ。すべてはそれからだ」

「最初の、夜……」

　何度もくり返されてきた、あの夜会の一夜を指す言葉。

「あの夜、俺は君に魔法をかけた」

「魔法……？」

「そうだ。俺を心から愛したときにだけ魔法は解け、交わした約束を思い出せる」

　だが、どうやら強く効きすぎて、酒も相まって他のことまですべて忘れてしまったらしいがな。魔王はそう言って苦笑すると、レーナの額に自分の額をくっつけた。深紅の瞳が、すぐ間近で煌めいている。

「心から……魔王を愛したときにだけ」

　──約束も果たせるしな。

　エリオットに引き合わされた会議室で、彼がそう言っていたことを思い出す。約束とはなんだろう。

「それは、大事なこと？」

「ああ、大事なことだ」

　だとしたら、レーナも思い出したい。

「結婚したら、いずれは抱く。だが、どうせなら思い出せ。君の一生の伴侶を、自分の意志で選ぶんだ」

　選ばされたのではない、選び取ったのだと、胸を張って言えるように。それが今までのレーナを見てきて、一番いいと魔王は考えたのだろう。

　レーナが頷くと、大きな手が優しく彼女の髪を撫でる。慈しむような仕草に、また胸が熱くなった。この人は、どこまでもレーナを大切にしてくれる。魔王自身だって、政略結婚という選べない結果だというのに。

「じゃあ、私が思い出すように……協力して。それはいい？」

　甘えるように彼の手を掴んで、頬擦りしながらねだる。

「もっと、あなたを好きになるように」

　なってみたい。身を焦がすほどの恋を、すべてを捧げられるほどの愛を知りたい。

「教えて」

「……いいだろう」

　レーナの懇願に、魔王はぐっと息を呑み、先ほどまでの優しい瞳を獰猛な欲望の色へと変貌させる。

　それから、まるで最初の夜を再現するように、魔王は思い出を辿りながらレーナを丁寧に愛撫した。挿入する代わりに互いの気持ちいいところを擦り合わせ、何度も、何度も絶頂へと導く。

　そうしてレーナは、強すぎる快楽に一晩中翻弄され続けたのだった。







「──起きろ、レーナ」

　翌朝。目を開けると、すでに服を着て髪も整えた魔王がベッド脇に立っていた。

　レーナはのそのそとベッドの中で起き上がり、自分が裸なことに気付いて飛び上がる。

「わっ！」

　シーツで胸元を隠しながらじわじわと昨夜の所業を思い出し、レーナの顔に血が上った。

　酔いも手伝って、ものすごく淫乱になっていた気がする。迫りまくって、強引にねだって、タガが外れてしまったように快楽を求めた。

　大切な話も聞けたが、それにしたって、ついこの前まで処女だった奴がやりすぎだ。

　謝った方がいいだろうか……。レーナはどぎまぎしながらチラリと魔王を見上げる。

　しかし彼は、まるで忘れたかのように違う話をしだした。しかもなんだか、目が合わない。

「眠いのはわかるが、今日は忙しいぞ。色々と準備があるからな」

「え、そうだっけ……」

　ぼんやりする頭で予定を思い出す。確か、夜にさっそくパーティがあったはずだ。

「ほら、これを着て、部屋で着替えて来い。朝食にしよう」

「ありがとう……」

　ガウンをぶっきらぼうに渡され、戸惑いながら受け取る。もしかして、怒ってる？

　しかしせかせかと矢継ぎ早に話が進むので、昨夜の話を切り出す暇もない。

「それじゃあ、食堂で待っている」

　そうこうする間に、魔王は部屋を出て行こうと背を向けてしまう。レーナは慌ててその背中を掴んで呼び止めた。

「あっ、待って。昨日のことだけど……！」

　せめて、好きだと言ったのは本心だと伝えたい。

　──……酔っ払いの戯言かどうか、また聞くからな。

　そう告げられたのを覚えている。

　レーナが勢いに任せて口を開こうとする。と、刹那、振り返った魔王が、かぁっと耳まで真っ赤になった。

「えっ」

「待て、今はやめてくれ」

　目を丸くしたレーナの手をそっと振り解いて、魔王が片手で顔を覆いながら懇願する。

「君があんまりにも可愛くて、やりすぎた自覚はあるんだ。いくらねだられたとはいえ……すまない、説教なら夜に聞く。部下には話してあるから……許せ」

「え？」

　魔王は項垂れながらそう早口で捲し立てると、レーナがきょとんとしている間に部屋を出て行ってしまう。

「謝るなら私の方なのに。変なの」

　そう呟いて、レーナはシーツを剥いでベッドから降りようとした。と、自然と視線が両足を捉え、そこにこれでもかと赤い花びらのような鬱血の痕が散っているのが目に入る。

「うぇっ!?」

　思わず素っ頓狂な声を上げて、改めて己の体をまじまじと見下ろす。胸の下や谷間、腹や内腿、二の腕にまで。ちょうどドレスに隠れるくらいの場所に、おびただしい数の赤い印を付けられている。確かに、これはやりすぎだ。

「こんなに、いっぱい……」

　どれだけ夢中でキスしたのだろう。やりすぎたとわからなくなるほどに。

　そっと指先で触れ、昨夜の獰猛な魔王の姿を思い出す。それから、先ほどの羞恥に悶える姿も思い出し、胸がきゅんとなった。

　もっとしたい。魔王といると、自分はリザよりも淫乱なのではと思えてくる。まだ知らない、新しい一面が次々生まれてくる。

　変わっていく自分自身に、レーナはドキドキと胸を高鳴らせた。








６　魔界の夜会の探り合い









　魔界でも、もちろん熱愛アピールをしなければならない。それが仕事だ。

　そのために、魔王城でいくつかの夜会が開かれる。

　こちらの夜会も人間界のものとはそう変わりないが、ダンスはやや激しく、ドレスも刺激的だ。出会いの場という意味では同じだが、もう少し野生的な感じがする。

　──と、自身の正装姿を見て、レーナは思った。

　今日は最初の夜会なので、特に気合の入った装いだ。魔王の髪色に合わせた深紅のドレスは体のラインが丸わかりのもので、しかも胸元と背中が大きく開いている。足には大きなスリットが入り、かなり刺激的だ。

　ルビーを使ったアクセサリーを着け、首元にはチョーカー、長い黒髪は横に流して少しは肌面積が減っているが、かなり攻めている。

「な、なかなか似合うじゃないか」

　控室で対面した魔王はそう言いながら、そっと目をそらす。

　つい上から胸元を覗き込んでしまい、そこに昨夜自分が付けてしまった痕が見え隠れしているのに気付いたのだ。他はうまく隠れているようでひと安心だが。

「もし寒かったら遠慮なく上着を羽織れ」

「うん、大丈夫」

　こっちが大丈夫じゃないのだが、と思いながら、魔王はレーナの手をとる。

　かくいう彼も、なかなかに素晴らしい格好をしていた。魔界の正装は基本、軍服に似た黒い衣装だ。その下にフリルのシャツを合わせた、独特のスタイルだった。

　──めちゃくちゃ似合う……。

　レーナは手を取られたまま彼を見上げ、密かに見惚れた。この男は赤髪の派手な容姿をしているくせに、どんな服装でも完璧に似合ってしまう。

　衣装のせいでいつもより凛々しく感じ、レーナはドギマギした。それが彼にも伝わったのか、お互い見つめ合ったり溜息を吐いて目をそらしたりをくり返す。昨晩の余韻も残っていて、なんだか気恥ずかしい。

「ちゃ、ちゃんとしなきゃね」

「ああ……」

　熱愛アピールは慣れてきたはずなのに、演技でもドキドキしてしまう。

「……なにをやっているんですか」

「ちょっとぉ、遊んでないでよ。あたし、今日は裏で給仕としてサポートするからねっ」

「あなたも遊びみたいなものでしょう」

　セジュラとメイド服のリザが控室を覗き、未だ手を取り合ったまま赤くなったり焦ったりしている主人たちを見て驚く。

「ほら、もう時間です。行ってください」

　そして、早く入場するようシッシッと手で追いやってくる。

「さすがにひどい」

　魔王は部下からのぞんざいな扱いに嘆きつつ、レーナを連れて控室をあとにした。

「事前に伝えたように、今日は外交上重要な人物を何人か招いている。彼らは人間で言うところの貴族のようなものだ。皆、本心では和平に反対しているが、魔王という立場に従ってくれている」

　廊下を会場へ向かって歩きながら、魔王は最終確認のように囁いた。つまり、今日は特に油断はならないということだ。

　魔族は群れの長である魔王に従う。だが、それは彼ら個人の感情とは別のものなのだ。それをよく覚えておかなければならない。

　──魔王に緊張している場合じゃないわ。

　改めて気合を入れ直し、ふたりは入場した。




　シャンデリアの輝く眩い会場には、すでに魔族の来賓たちが集まっていた。やはり魔族だけあってその姿は人間のものとは違うが、異形もゲームや映画で見慣れているからか、気絶するほど恐ろしい者はいない。

　ドレスはレーナと同じく刺激的なものが多い。ハリウッドのレッドカーペットみたいで、見ている分には人間界の夜会よりこちらの方が面白い。男性はやはり軍服のようなものが主流で、皆凛々しく見えた。

　彼らは入場した主催者である魔王とレーナに、一斉に視線を向ける。

「今宵はよく集まってくれた」

　魔王が手を挙げて、よく通る声で挨拶した。それから婚約者としてレーナを紹介し、今日の主旨である婚約発表と、和平成立を宣言する。

　一応、王の言葉に敬意を表し、魔族たちは拍手を送った。

「では、楽しもう」

　魔王がそう締めくくると、楽隊が一斉に音楽を奏で出す。

　一曲目のダンスは、主催者の役目だ。

「踊っていただけますか？」

「よろこんで」

　差し出された手に、レーナは微笑んで手を重ねる。

　ホールの中央から人が避け、ふたりを囲んだ。緩やかな曲調に合わせ、魔王とレーナは足を踏み出す。

　聖剣の力で身体能力の高くなったレーナにとって、ダンスはお手のものだ。難しいステップは技術がないのでできないが、基礎のダンスくらいは教えてもらってすぐできた。

　魔族たちは、踊るふたりを物珍しそうに眺めている。

「ぼーっとするなよ」

「うんっ」

　だんだんと曲調がアップテンポになってきた。

　こちらのダンスは、とにかく緩急が大事らしい。違う曲が次々入り乱れるのは、踊っていても飽きない。多少激しくなるが、レーナはついてゆく。そして一曲踊り切ると、ふたりのダンスを見守っていた来賓たちから大きな拍手が巻き起こった。

　肩で息をしながら顔を見合わせる。

　どうやら悪くなかったらしい。本気で踊ったのは初めてだが、楽しかった。

「素晴らしいダンスでしたね」

　ダンスを終えて端に寄り休憩していると、ふいに拍手をしながらひとりの紳士が近寄ってきた。

　軍服の胸元にいくつもの勲章をつけ、なかなかの貫禄だ。見た目はまだ二十代に見えるが、正確な年はわからない。ヤギに似た角と目を持ち、髪は灰色で少しクセのある短髪の魔族だった。

「ロスタルファ」

　魔王がその男の名を呼ぶ。

　彼が──。

　レーナはセジュラから夜会前に知らされていた、要注意人物の一覧を思い出した。

『ロスタルファ一族の長、ローレン・ロスタルファは、我が国で魔王様の次に大きな権力のある三魔公のひとりです。戦争の時は常に最前線にいる好戦的な一族で、和平には特に反対しておりました』

　それが、この十年ほど大人しい。交易に目覚めたと本人は言っているが、気は抜けないという。

　だがその前情報通り、ロスタルファは過去に人間界で見かけた工芸品の話を魔王に振ってきた。和平が成立したら、人間の街で作っている精巧な人形を入手したいのだとか。

　その話に、魔王も興味津々で乗っていた。

「異文化とは魅力的です。魔王様の目にも、さぞや良いものに映ったのでしょうな」

　横で大人しく微笑むレーナにチラリと視線を送り、ロスタルファが目を細める。

　──それって、私が物珍しいから寵愛されてるって言いたいの？

　人形と同じ扱いをされたようで気分が悪くなるが、レーナは微笑んで流した。

　この男はあまりいい感じがしない。だがその後も穏やかに人間界の話をするので、魔王とはひと通り盛り上がっていた。

　魔王は意外そうに笑う。

「ずいぶん積極的じゃないか、ローレン。和平には反対だと聞いていたが？」

「もちろん、反対ですとも。私どもロスタルファにとって、あそこは狩り場。けれど魔王様、あなたが魔王である限り、我が一族はその意に従いましょう」

「そうか、頼むぞ」

　警戒は解いてはいないが、無駄に敵意を剥き出しにもしない。魔王は素直に頷く。

　それに満足したのか、ロスタルファも穏やかに微笑み、

「さて、未来の王妃様」

「へっ」

　くるりとレーナの方を向いた。

　給仕のくれたジュースをぼーっと飲んでいたレーナは、ビクリと肩を揺らす。

　その様子に唇の端を吊り上げながら、ロスタルファが片手を差し出して一礼した。

「私と一曲、踊っていただけませんか？」

「……あ、えっと」

　魔王に目線を送ると、少し厳しい顔をしながらもこくりと頷く。これは受けるのが礼儀なのだろう。

「ええ、よろこんで」

　レーナはロスタルファの手を取ると、礼を返した。そのまま手を引かれてホールの中央へ導かれる。海が割れるように人々が場所を開け、楽隊がそれを見て曲調を変えた。

　瞬間、ロスタルファがステップを踏む。

「……！」

　急な始まりに合わせ、慌てて彼と対になる動きをとる。それに愉しげに目を見開いて、ロスタルファが笑った。

「なかなかお上手ですね」

「あ、ありがとうございます」

「では、これはどうかな」

　ターンのついでに離れた片手でパチンと指を鳴らすと、音楽がまた変わる。より激しく、速くなる。そして彼がわざと難しいステップを繰り出してくるのを、レーナは必死についていく。

　──ちょ、ちょっと！　こっちは初心者なのよ!?

　心の中で悪態を吐きながら、まったくフォローしてくれない彼の足捌きを見ながら真似をするしかない。魔王は今どんな顔をしているのか、窺う余裕すらないので怒っていいのかもわからない。

「ふふ。意地悪は終わりにしましょうか」

　明らかにムッとしながらついてくるレーナに笑って、ロスタルファがぐんにゃりと緩やかにステップを緩める。すると、まるでそれに合わせたかのように音楽が緩やかになった。

　ワルツのような曲調になり、フォームを組んだままロスタルファがにっこりと笑う。

「なかなか愉快な人形だ。私も欲しくなった」

「……私は人形じゃありませんけど」

「果たしてそうでしょうか？」

「どういう意味です」

　睨みつけると、ロスタルファはまますます笑みを深める。

「勇者様に問う。あの腑抜けの王に、最期までついていく覚悟がおありですか」

　腰を支える手に、ぐっと力が入る。引き寄せられ、密着して耳元に囁かれた。彼の吐息で髪が揺れる。

「……馬鹿にしないで。魔王は腑抜けではありません」

　凛としてローレンを睨みながらそう返すと、彼は密着したレーナの胸元をチラリと覗き、薄く笑った。

「彼にいいようにされているあなたでは、目が曇っている。あの男は予備の方だ。本物の王は、彼の弟のはずだった」

「だった……？」

「死んだのです。王になるため、弟の存在を畏れ、汚い手で彼が殺した」

「……うそ」

　足が止まり、ふたりは会場の中央で組み合ったまま佇む。

　周囲がわずかにざわめいた。

「いいえ、嘘ではありませんよ。ご本人に訊いてみたらいい。素直に認めるかはわかりませんが」

　レーナの睨むような視線を正面から受け止めながら、ロスタルファがゆっくりと顔を寄せる。

「これは忠告です。あんな王を、誰も認めてはいない。この船は泥舟ですよ、勇者様」

「……」

　キスしそうなほど顔が近付いた、その瞬間。

「──レーナッ！」

　魔王が鋭く叫ぶ声が、会場に響き渡った。

　刹那、ビリビリと会場中が揺れ、空気が一変する。

　笑顔でいた招待客も、レーナたちを見てざわめいていた人々も、給仕すらも、みな魔王へ向けて萎縮したように一斉に首を垂れていた。

「おお、こわい」

　レーナの横で軽口を叩くロスタルファも、冷や汗をかきながら深く頭を下げている。

　この会場内で、レーナと、そして給仕をしていたリザだけが、ぽかんと口を開けて立ちすくんでいた。

「大丈夫か」

　魔王はズカズカとこちらへ近寄ると、レーナの腕を引いて自分の胸に抱き寄せる。

　危ない目に遭ったと思ったのだろう。心配そうにレーナを見つめ、彼女がきょとんとする様子に安堵の息を吐く。

「……すまない、騒がせた。続けよ」

　そう魔王が告げると、凍っていた空気がホッと解れ、何事もなかったかのように元に戻った。

「ロスタルファ。次にお前がレーナに触れたら、どうなるかは保証できない」

「申し訳ございません。ほんの戯れでございました。もう二度といたしません、我が君」

「下がれ」

「は」

　ロスタルファが下がっていくと、あちこちから「魔王様の嫉妬ね」などと女性たちの囁く声が聞こえてくる。

「仕方ないわ。レーナ様はあんなに綺麗な黒髪だもの」

「夜の色は縁起がいいものね」

「ローレン様も魔王様も、どちらも素敵だわ」

「取り合われてみたいことね」

　くすくすと楽しそうに笑って、そんな妄想話をしている。

　こういうことは日常茶飯事なのだろうか。まったく呑気な会話で、動じている様子はない。

「大丈夫か？」

「なにもなかったよ……？」

　ただただびっくりした。そう伝えると、魔王は改めて「よかった」と息を吐く。

　ふたりはひとまず、彼らのために用意された席へ戻った。そこは薄く透ける簾のような布が掛けられ、座り心地の良いソファが用意されている。対面に謁見用の椅子が設けられているが、今はふたりきりだ。

「さっきのはなに？」

　ソファに並んで腰掛けながら、レーナが尋ねる。

「王の力みたいなものだ。魔王位をついだ時に覚醒する力で、大きな魔力を使うが、魔力と知性のある魔族は俺の声で威圧し、服従させることができる。畏れを知っていれば」

「へえ……」

　よくわからないが、彼らの萎縮ぶりはすごかった。あんまりあんな場面で使うような力ではないのではないだろうか。

　そう考えると、先ほどの女性たちのくすくす笑いが腑に落ちる。

「それより、本当にあいつに何かされなかったか。ただ抱きしめられただけか」

「うーんと」

　魔王からは、レーナがローレン・ロスタルファに熱烈に抱きしめられたように見えたらしい。これはいよいよ、嫉妬にしか見えない。

　だが、実際そこでされた会話はきな臭かった。

「……魔王が、王位のために弟を殺したって言われた。本当の王は弟だって」

　魔王は、「やはりか」と息を吐いた。

「嘘でしょう？」

　尋ねるレーナに、魔王は渋い顔で眉を顰める。

「…………本当だ」

　ほんの少し項垂れた魔王の顔を覗き込む。

　きっと、何か事情があったのだろう。でなければ、こんな苦しそうな顔はしないはずだ。

「魔王」

　レーナは手を伸ばし、彼の頬にそっと触れた。手の甲で撫でると、魔王は目をあげる。

「ここで話すことではないな。あとで説明する」

「うん」

　頬を撫でていた手をとられ、指先に口づけされる。そのまま手のひらにちゅっとキスをされ、そこから唇が腕の内側を這うのを見て、レーナはハッとなって慌てた。

「まって、ここでは……っ」

　簾は薄く、こちらの影は外から見えているはずだ。赤くなって手を引くと、魔王が笑う。

「この流れでレーナを襲ったら、いよいよ嫉妬深い愚王だと噂されてしまうな」

　熱愛アピールとしても、さすがにやりすぎだ。

　ふたりは居住まいを正して、夜会に集中することにした。




　その後、簾の中に招き入れるかたちで、何人かの魔族と話した。

　ロスタルファほどではないものの、和平には反対だと平然と口にする者が多い。それでも魔王の命令ならば、とその道を進む覚悟を決めているのには、なんだか不思議な気持ちになった。

　もちろん独裁ではないが、王の意向には意に沿わなくともある程度従うものなのだろう。

　不満があれば、戦いを挑んで覆す。彼らは魔王が魔界を平定した折に一度負けているので、反発しようもないのだ。

「……だからこそ、良い王でいなければならない。不満のあった者たちにも、きちんと利益を与えたい」

　そうして頭を悩ませる魔王は、まさに王様だ。

　そんな彼を間近で見ているからこそ、席の近くでわざとらしく囁かれる「弟君でなくて残念」だとか「彼は本当に有能だった」などという言葉が耳障りだった。

　いつもこんなに失礼なのだろうかとレーナは密かに憤慨するが、「人間にうつつを抜かす、とんだ腑抜けだ」と囁かれているのが聞こえた時、ふいに納得した。

　──ああ、私か……。

　レーナがいるせいで、周囲が魔王の古傷を抉るのだ。カンザレアでレーナが勇者としての在り方を叩かれたように、今、魔王として彼が叩かれているのだ。

　傷ついていないかと、彼の手にそっと手を重ね、その顔を覗き込む。

「うん？　どうした、レーナ」

　だが、魔王は小首を傾げて優しく微笑むだけだ。

　その後も彼はロスタルファの一件以外で声を荒げることもなく、穏やかに招待客に対応していた。
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　夕刻から始まった夜会は、日付が変わる頃にようやくお開きになった。

　今回は特に招待客の多い、大きなパーティだったらしい。セジュラの言う通り魔王は「引きこもりで根暗」らしく、こんなに盛大なものは滅多に開かないのだとか。

　くたくたになって部屋に戻ると、それぞれ湯浴みをして身を清める。あとは寝るだけだ。

「レーナ、いるー？」

　と、レーナの部屋に、リザがひょこりと顔を出した。

　彼女はまだメイド服を着ている。一応、使用人の立ち位置で遅くまで真面目に働いているようで、彼女の性格を思えば意外である。

　一方レーナはいつもの透け透けベビードールを着せられていたので、慌ててガウンを羽織った。

「どうしたの？」

「今日はお疲れ様！　これ、あーげる！」

　そう言ってリザが差し出したのは、いつぞやふたりで月を見ながら飲んだ酒だ。

「えっ、いいの？」

　美味しかったので魔王とも飲みたいと思っていた。ありがたく受け取ると、リザが微笑む。

「うん。セジュラが持ってけって」

「セジュラが？」

　リザはここのところ、彼にこき使われている。メイドだからだろうか。

「リザにしては頑張ってるねぇ」

　男を取っ替え引っ替えで遊んでばかりだった彼女が、魔界に来てからすっかり様子が変わった。メイドとして従順に働いているなんて、よっぽどセジュラを気に入っているのだろうか。

　レーナの意味ありげな視線に、リザはえへへと照れたように笑う。

「頑張ったら、ご褒美をもらえるから」

「ご褒美？」

　首をかしげると、リザはさらに照れてもごもごとしながら、それでも嬉しそうにレーナへ顔を寄せる。

「あのね、一日おりこうにきちんと働いたら、キス……してくれる」

　そう言って、きゃっ、と頬に手を当てて恥ずかしがった。

　──あのリザが、キスひとつで満足しているなんて！

　今までの自由奔放ぶりを知っているレーナは、驚きに目を見開く。一晩に何人も、一度に何人も、そんな話を小耳に挟むような遊び人の、あのリザが！

「本気なんだね……」

「だから、そう言ってるでしょ～」

　楽しそうにきゃらきゃら笑う。彼女にとって、セジュラはそれだけ魅力的なのだ。

　──ああ、いいなあ。

　なんだかキラキラしている。恋をしているリザは、いつもより数段可愛らしく見えた。

「それにね、セジュラのキスはすごいんだよ……」

「す、すごいって？」

　踏み込んだ恋バナに、レーナがごくりと喉を鳴らして身を乗り出す。

「蛇っぽい種族だからかな。舌が長くって、先っぽが二つに割れてて、しかも真ん中にピアスがあってね。それで擦られると、すっごく……」

「おい、小娘」

「ひゃいっ」

　その時、扉から顔を覗かせていたリザの背後から、セジュラの冷たい声がした。リザはその声を聞くや否や、飛び上がって背筋をシャキンと伸ばす。

「まだ片付けが残っているんだ、用事が済んだらサボらずきちんと働け。じゃないと、褒美はなしだ」

「あーん、ご主人様。ごめんなさぁい」

　リザは甘ったるい声を出して謝ると、レーナの方へ小さく手を振る。

「……ってわけだから、またね！」

「あ、うん。またね」

　手を振りかえしながら、レーナは思わずセジュラを見つめてしまう。

　このクールな顔をした男が、特殊な舌でリザにご褒美を……。

「なんです？」

　邪な考えを見透かすように、フッと唇の端を吊り上げてセジュラがこちらを見る。

「な、なんでもないです……！」

　大慌てで首を振ると、レーナは扉をバタンと閉めた。セジュラの舌がえっちだなんて話、ぜんぜん聞いてません！

「……ふたりは付き合ってるってわけではないのかなぁ」

　キスだけ、しかも対価アリなら、違うのかもしれない。よくわからないが、まあ、リザが楽しそうだからいいか。

　レーナは深く考えることはやめ、もらった酒を持って寝室へ向かった。




　レーナの部屋から寝室の扉を開けると、すでに寝支度を整えた魔王が、ベッドに腰掛けて待っていた。いつもの前合わせの寝衣と、まだ濡れた深紅の髪が目に眩しい。

「もらったんだけど、飲まない？」

　魔王の隣に座って酒瓶を見せると、彼は呆れたように笑う。

「君はほんとに、酒が好きだな」

「えっと」

　これはセジュラが差し入れしてくれたものだ。そう伝えてしまおうか迷っていると、

「……すまない、気を遣ってくれたんだよな」

　察しの良い魔王はすぐに気付いて、軽口を訂正した。

「一杯だけだ。酔うほどは飲むなよ」

「うん」

　そう言ってレーナから酒瓶を受け取り、サイドテーブルに水差しと一緒に置かれていたグラスに注ぐ。日本酒に似た透明な酒は、やはり柔らかないい匂いがする。ふわりと香るその匂いに、心が解れた。

「ふむ……なかなか美味い」

「でしょ」

　口をつけた魔王が満足そうなので、レーナも嬉しくなった。しばらくチビチビと飲みながら、その味と香りを楽しむ。

「今日はどうだった？　魔族は怖くなかったか？」

「私が魔王を怖がったこと、ある？」

「……ないな」

　くすくすと笑って、魔王は酒に口をつける。

「だが、嫌な思いはさせただろう。同胞がすまなかった」

「ううん」

　しょんぼりと呟かれる謝罪に、レーナは首を振る。

「ていうか、それ、魔王が謝る必要ある？　ぜんぜん、あなたのせいじゃないよ！」

　むしろ一緒に嫌な思いをしたのだ。だから、一緒に怒ろう。

　レーナがそう言うと、魔王は深紅の瞳を和らげて笑った。

「そうだな」

　それから空になった自分のグラスに酒を注ぐ。レーナには注いでくれる様子がないので、仕方なくグラスを置いた。

「弟のことを言われたのは、実は少し堪えた」

　ぽつり、と魔王が語り出す。

　絞り出した弱音を止めてはいけないと、レーナは無言で頷く。

「弟とは、腹違いの兄弟なんだ。俺の母親は最弱種の淫魔だが、弟の母君は魔術を扱う最強に近い一族でな。美しく、強く、生まれ持った才能も圧倒的だった」

　俺が勝てるところは一つも無かったんじゃないか、そう言って魔王は自虐的に笑う。

　強く美しく聡明な弟。

　最弱種の母を持ち、すべてが弟より劣る兄。

　力こそすべての魔界で、当然次期魔王としては弟が有利だった。

「だが、弟は俺を負かすことに余念がなかった。あいつの母君の一族は年功序列が残る古い一族だったせいもあるだろうが、先に生まれた俺を疎んでいた」

　敵と認識されていたため、兄弟仲良くすることもなく、また王である父はそれを良しとしていた。切磋琢磨、といえば聞こえはいいだろうが、実際は殺し合いだ。顔を合わせれば剣戟がはじまる。

　もちろんそのお陰で今の自分の強さがあるのだが、それでも寂しかったと魔王は呟いた。

　そして成長するにつれ力を示そうとする弟の攻撃は激しくなり、ついに魔王の可愛がっていた侍従を誤って毒殺してしまった。

　それに怒った魔王は、本気になった。

「あらゆる証拠を集めて弟を裁こうとした。ただ謝ってくれれば……心から申し訳ないと頭を下げてくれれば、きっと溜飲は下ったのだと思う」

　だが、弟はあろうことかやり返した。守れなかったお前が、弱いお前が悪いのだと。

　周囲を巻き込んでやり合った末、どうにも収拾がつかず、兄弟は決闘をすることになった。

　弟に強さで劣る兄には、圧倒的に不利な決闘。

「だが俺は……勝ってしまった」

　弟は、舐めていたのだ。これがただの決闘で、兄を嬲ってただ力を示せばいいのだと。

　そして長年やられ続けた兄は、弟の攻撃の癖も、舐めてかかる性格も、なにもかも熟知していた。

　そしてさらにこれが、ただの決闘にはならないこともわかっていた。

「一瞬の隙を突き、弟を破った。敗れた弟は信じられないという顔をしていたよ。確かに、実力だけでは奴が上だが、俺だって魔王の血を引く。弱いわけじゃない」

　ただ、弟を殺すつもりで刃を向けたことがなかっただけだ。ここで本気を出しただけ。

　負けるわけにはいかなかった。弟は気付かなかったが、引きこもり気味の兄は様々な歴史書からの知識で、なんとなく勘づいていた。

　いつ来るのかわからない、次期魔王としての『間引き』の瞬間を──。

「父が決闘を言い渡した時、なんとなくピンときたんだ。負けた方が間引かれる、と」

「間引かれる、って……」

　嫌な言葉だと、レーナが顔を顰める。だが、魔王はその通りの意味だと頷く。

「つまり、負けた方を処分するんだ。弱いものはいらない」

「な……なんで!?」

　レーナが驚くと、魔王は苦笑して首を傾げた。

「さあ、なんでだろうな。俺も納得のいかないしきたりだ」

　元々は、兄弟をすべて打ち負かして頂点に立った王というだけの話だっただろうに、いつの間にかそういうしきたりになり、命を奪う決め事になった。

　そのせいで、弟を殺したと。有能な弟にたまたま勝って、汚い手を使って王位を掠め取ったのだと、ずっとそう思われているのだ。

　さらに、兄が決闘の真実を知っていたふうだったことも、また憶測を呼んだ。

「父は王としては俺の方を評価してくれていたみたいだった。気持ちは嬉しいが、父のやり方は好きじゃない。そのせいで、余計なものも背負う羽目になった」

　彼が失敗するたび、多くの魔族は「弟だったら……」と溜息を吐くだろう。それはもはや彼にとって呪いだ。

　そして実際、彼のやりたいことは愚王の政策だと多くの魔族に反対されている。

「父は俺に魔王位を譲ると、すべてをほっぽり出して戦場を駆け、好きに死んだ。俺はそれも気に食わない。まったく……どいつもこいつも、『今』しか見ていないんだ」

　刹那的な魔族の中で、彼は相当な変わり者として後ろ指を刺され続けてきたのだろう。だがそれが、誰にも期待されずともやりたいことを信じて貫く、その強さの秘密なのだ。

「……大変だったね」

　レーナには、魔王へかけてやれる言葉はない。きっと魔王の傷はとうに塞がっているし、できることはない。

　だから、彼の空になったグラスを奪ってテーブルに置くと、そっとその頭を抱いた。

　まだ少し湿った深紅の髪を、労うようにそっと撫でる。

「ロスタルファに、あなたといるのは泥舟だって言われた」

「そうかもな……」

　彼はレーナに警告をしたつもりなのかもしれない。この王ではだめだと。降りるなら今だと。

「でも、私はあなたの味方につくよ。決められたからじゃなくて、ちゃんとあなたを見て、ここにいるって決めたから」

　レーナの言葉に、胸に顔を埋めた魔王が小さく震える。

「……ありがとう」

　くぐもった声が聞こえ、腰に腕を回されて甘えるように抱きついてきた。

「俺なんかに変えられるのかと不安になる時もある。だけど俺は、自分の歩いた道を、目指したいものを信じてる。選んだものは間違っていないと──君のことも」

「私……？」

「そうだ。やめたくても逃げたくても、踏みとどまって、泣きながらでも、自分にできることのために頑張る。そういう君を信じて、応援するって決めた自分を信じてる」

　決意を込めた呟きに、レーナははたと首を傾げた。

　──あれ、そんな話……。

　どこかで聞いた気がする。

『応援するよ』

　ふいに思い出したのは、そう囁かれた言葉と、体に触れる熱。そして何度も押し寄せる、激しい快楽の波。初めて会った夜会での記憶だ。

『君が泣くことのない世界にしよう。約束だ』

『望みを叶えたら、きっと迎えにくる。だから俺の名前を覚えていて』

『世界中で君だけに教える。俺の名前は────』

　──魔王の、名前は……？

　レーナはバラバラになった記憶の断片を辿りはじめる。

　だがその時、そんなこととは知らない魔王が、抱きついたままレーナをベッドへ押し倒した。

「わぁ!?」

　ポフンと体ごとシーツに突っ込み、驚いて悲鳴をあげる。それを見て、魔王は楽しそうにけらけらと笑った。

「もう寝よう。今夜は疲れただろ」

「そ、そうだね」

　せっかく思い出せそうだったのに。そう思ったが、代わりに魔王の無邪気な笑顔が見られたのでよしとした。話なら、今夜でなくてもいつだってできる。

　魔王はレーナを抱き込んだまま、ベッドに潜り込んだ。

「おやすみ、我が妃」

「おやすみなさい……」

　ぎゅっと抱かれて、なんとも言えないくすぐったい心地よさに身じろぎする。

　腕の中は暖かい。すぐにレーナの瞼が重くなる。慣れないダンスと長時間の夜会で、体は疲れ切っていたらしい。魔王の体温に包まれて、レーナはたちまち眠りに落ちていった。
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　またいつでも話せる──レーナはそう思っていたのだが、魔界に帰ってきたことにより、魔王はとてつもなく忙しくなってしまった。パーティで顔を合わせる以外は仕事に追われている様子で、夜もなかなかベッドへやってこない。

　来ても疲れた顔を見れば、抱きしめて労って眠るのがベストだろうと、何も言えなかった。

　ただ、執務室に篭って仕事をしている魔王は、すこぶる格好いい。

　いつもは掛けない眼鏡を掛け、角に組紐で出来たイヤリングのような飾りが揺れている。普段着なのか趣味なのか、アオザイやチャイナに似た中華風の服を着ていて、それがまた似合っていて色っぽいのだ。

「事務仕事にあの色気、いる？」

　ちょうど執務室の見える庭を歩きながら、書類に向かって唸る魔王を窓越しに眺める。

「顔がいい、やばい、すき……！」

「……考えてることがだだ漏れだよ、レーナ」

「うわぁっ！」

　ふいに呆れた声がして飛び上がる。

　振り返ると、いつからいたのか、金髪と青い瞳の青年、エリオットが立っていた。

「エリオ！　なんでこっちに？」

　カンザレアの王太子が魔界にいるなど驚きだ。

「今日は王子業を休業して、友人たちの様子を見にきたんだ。セジュラ殿から報告書はもらっているけど、どう？　調子は」

「うーん、どうなんだろ。私たちって、ちゃんと役に立ってるのかな？」

　勇者と魔王の結婚により、反対派を引っ掻き回す。エリオットに頼まれたもうひとつの役割がそれだが、レーナは正直ちゃんとやれているのかわからない。

「今日は、それについても話に来た。だけど、僕が今聞いたのは、魔王殿とはどうかってことだよ」

「え……っと」

　改めて尋ねられると照れてしまうが、レーナはもじもじしながら頷いてみせた。

「嫌いじゃない……」

　さっきの呟きを聞かれていたことはわかっているが、今はここが限界である。

　そんなレーナをほんの少しだけ愛しげに見つめ、エリオットは笑う。

「よかった。君が幸せそうで」

「……うん」

　それからエリオットと共に魔王の執務室へ向かった。

　彼が来たことは転移魔法を使ったセジュラによって伝えられており、部屋の扉を開けるとセジュラとリザがお茶とお菓子をテーブルに用意しているところだった。

「よく来たな、エリオット」

「魔王殿。ずいぶんとレーナに良くしていただいているみたいで、ありがとうございます」

「……君に礼を言われる筋合いはないが」

　魔王は保護者気取りのエリオットを少々牽制しながら迎え、各々にソファへ座るよう促す。テーブルを囲んで、久々に五人が集まった。

「やあ、和平会議以来だね」

「そうですね。あれからもうふた月近く経つ」

「レーナと魔王殿の結婚式まで、あとひと月か」

　エリオットがお茶を飲みながら感慨深げに呟く。

「レーナもついに人妻だねぇ」

「ぜんぜん実感がない……」

　リザの発言に、レーナは渋い顔をした。人妻、なんだか自分とは程遠い言葉だ。

「準備はどうだい？」

「ああ、順調だ。式場はそちら任せだが、こちらで必要な書類の作成も終わっているし、レーナのウェディングドレスは城の針子たちによってほぼ出来上がっている」

「え、もう？」

「それは素晴らしいね！」

「だろう。レーナ、完成したら試着を頼む」

「わ、わかった……！」

　さっきまで実感がなかったのに、ウェディングドレスの試着と聞いて急にソワソワしてくる。

「──ところで、君たちがレクタから持ち帰った魔鉱石についてなんだけれど」

　結婚式の話がひと段落して、それぞれがお茶を飲んでくつろぎはじめたところで、エリオットが本題というように切り出してきた。

　魔鉱石。魔力を持った石で、レクタにあったものは純度が高く、魔物をさらに凶暴にしてしまう術が組み込まれていた。

「あれを扱えるような錬金術師は、やはり王宮の高位錬金術師か、デボルタ卿の商会が抱える錬金術師くらいだそうだ」

「デボルタ卿……！」

「あの、嫌味なジジイですね」

　セジュラをはじめ、リザ以外が嫌そうな顔で彼のことを思い出す。和平会議で散々魔族を馬鹿にした下品な男だ。

「こちらでも魔鉱石の出所を探りました。魔界で三魔公が採掘したのには違いありませんが、彼らの取引を証明するには至りませんでした」

「ロスタルファが絡んでいるのは間違いないんだがな……」

　セジュラの説明に、魔王がぼやく。

　他のふたりの公は、そこまで魔王と敵対していない。だが予想はつけど、ロスタルファは証拠を残すような男ではないのだ。

「それに比べて、あのデボルタとかいう男の強気っぷりはなんなんだ？」

　人間側に魔鉱石が渡ってからの処理が杜撰すぎる。まるで隠そうとしていない。

「たぶん、叔父上の後ろ盾があるからでしょう」

　エリオットが眉を顰めて溜息を吐いた。

　王弟ガーラルと懇意にしているデボルタは、どうとでも言い逃れができるとタカを括っているのだ。そして、まだ若いエリオットでは自分を追い落とせまいと侮っている。

「父上のお体が悪いのをいいことに、僕も叔父上もあの男も、かなり好き勝手しているからね」

　自虐的に言って、エリオットには珍しく頬杖をつき、やさぐれながらクッキーをかじった。

「では、やはり黒幕はガーラルなのか」

　魔王がそう言うと、しかしエリオットは首を振る。

「優秀な叔父上が、こんなことをするとは思えない」

「でも、ガーラル王弟殿下は……けっこう好戦的だったよね？」

　レーナとエリオットに、何かあったら責任を取れと迫っていた。それはつまり、エリオットの立場を危うくしようと水を向けたのではないか。

　会議を思い出してそう言うが、エリオットは違う見解のようだ。

「あれは、僕たちに安全を証明してみせろと言ったのさ。反対しているようでいて、どう道筋を立てたら皆が納得できるかを示してくれていた……叔父上はいつもそうなんだ」

　エリオットはガーラルに、わかりづらい愛情を感じているらしい。

「叔父上は僕から王位を奪える、そういう立場だ。だけど、だからこそ言えるんだよ。もし本当に狙っているなら、もっと早くに僕から奪っているはずだ」

　そう確信している。けれど、デボルタとつるむ意味も、この件に微妙に顔を出している意味もわからない。

「叔父上が動いた様子はない。だけど、魔鉱石の件で彼の下につく者たちが活発なのは間違いないね……」

　そもそも魔鉱石の魔物ごときで、魔王とレーナに何かしても怪我すら負わせられない。

　だとしたら、何か他に狙いがあるはずだ。

「相手の出方がわからない以上、後手に回ってしまうのは仕方ない。引き続き警戒し、情報があればこちらに教えて欲しい」

　レーナたちは、エリオットの言葉に真剣に頷いた。




　それから五人は穏やかに雑談しながらお茶を飲み、しばし再会を楽しんだ。

　難しい話をしていた時は黙ってお菓子を食べていたリザも、他の場面では生き生きしている。レーナと魔王の仲良しぶりを盛りに盛ってエリオットに報告し、いらんこと言うなとレーナに怒られたり。

　そして自分がセジュラとの関係を突っ込まれると、笑って誤魔化していた。

　リザ曰く、盛大な片思い。セジュラ曰く、迷惑な人間のメス、だとか。

　それでもなんだかんだと魔界で上手くやっているリザは、レーナが結婚してもこちらで暮らす気満々だ。

「君がいいなら、それでいいけど」

　王宮魔術師の所属だったリザがあっさりその名誉を捨てるのを、エリオットは半ば呆れ気味に了承していた。

　こうして楽しい時間はあっという間に過ぎ、夕刻にはエリオットが転移魔法でカンザレアへ帰っていき、ささやかなお茶会はお開きになった。

　そのあとはいつも通り、夕食を済ませ寝支度を整える。

　しかし今日も魔王には仕事があるらしい。彼の部屋を覗くと、机で書類と格闘していた。人間界にいる間に相当溜まっていたようだ。

「相手してやれなくてすまないな、レーナ」

「ううん。子供じゃないんだから大丈夫だよ」

　扉から顔を覗かせたままレーナがそう言うと、魔王はペンを置き書類から顔をあげる。

「寂しくないか？」

「へーき」

「……俺は寂しい」

　そう言って、魔王が椅子から立ち上がって両手を広げた。

　そんなふうに素直にされると、拒めない。レーナはおずおずと部屋に入って、彼の腕の中へそっと身を預ける。

「おやすみ、かわいい我が妃」

「ん……」

　腕の中にすっぽりと収まったレーナの頭を、魔王が大きな手でゆっくりと撫でる。

　忙しい中でもこうやって愛情を伝えてくれる魔王に、レーナはすっかり絆されてしまっている。こうしているだけで満たされる。

「ね、魔王」

「うん？」

　顔をあげ、胸元からその美しい顔を見上げる。深紅の髪をさらりと揺らしながら、魔王がこちらを柔らかく見下ろした。

　背伸びをして、その瞳を覗き込み、レーナは囁く。

「好き。それは、嘘じゃない、から」

「は……」

　突然の告白に、魔王が目を見開いて固まる。

　──酔っ払いの戯言かどうか、また聞くからな。

　その答えを、早くちゃんと伝えたかった。

　けれど言ってしまうと、恥ずかしさで顔を上げていられなくなる。レーナは俯き、固まっていた魔王の腕をするりと抜け出した。

「私、ベッドで待ってるから。まだ思い出せないし、最後まではできないかもしれないけど……魔王の好きなときに、好きにしていいからね！」

「な……なに言って」

　レーナの捨て台詞のような誘惑に、魔王が動揺する。その隙に、彼女は一目散に寝室へと走っていってしまった。

　ひとり残された魔王は、真っ赤な顔をして頭を抱える。そして、このまま仕事を放棄して寝室に突撃しようかと、しばらく真剣に悩んだ。








７　それぞれの気持ち









　ずっと悶々としていたことをようやく伝えられたレーナは、驚くほどよく眠ってスッキリと目覚めた。

「んー……っ、よく寝た！」

　ぐんと伸びをして、ふと視線を感じて隣を見る。

　そこには、眠そうな目をしてこちらを眺めている魔王がいた。

「うわっ、な、なに!?」

「いや……なんていうか……よく寝てたなと思って……」

　そう言う魔王の目の下には、わずかにクマができている。

　彼は昨夜、レーナと話をするため持てる力のすべてを注いで超特急で仕事を片付けたのだ。しかし勢い込んでベッドへ行ってみれば、告白して満足した彼女はすやすやと眠っていた。

　声をかけても突ついても、多少弄っても眠っている。疲れているのだと思って諦めたはいいが、興奮していたせいかまったく眠れない。それで明日の分として放置してきた仕事を片付け、朝方戻ってきてレーナが起きるまで愛しい寝顔を見つめていたのだ。

「今日は休みにしたから、たっぷり続きをしたい」

「へっ？」

「あんなことを言われて、このままじゃ、眠れん」

「……っ!?」

　がばりと体を起こして覆い被さり、魔王は寝起きのレーナに迫った。寝不足のせいか険のある表情で、迫力がすごい。

「もう一度、ちゃんと言ってくれ」

「あ……えっと、私のこと、好きにして？」

「くっ……、それもそうだが、そうではなくて。……俺のことが好きか？」

　赤い瞳が、真剣にレーナを見つめてくる。探るような眼差しをじっと見つめ返して、レーナは頷いてみせる。

「あなたが好きだよ。私と、結婚してください」

「そ、それは俺のセリフだろう！」

　一気にプロポーズまでしてしまったレーナに、魔王が慌てる。

「はぁ……まったく良いとこなしじゃないか。俺にも言わせてほしい」

　項垂れる魔王にくすりと笑って、どうぞと促す。

　魔王はふうと息を吐き、覆い被さったまま改めてレーナを正面から見つめた。頬を赤らめ淡く微笑みながら見上げてくる彼女は、いつにも増して可愛らしい。見ていると、胸がきゅっと甘く疼く。

「レーナ。俺も君が好きだ。結婚してほしい」

「……はい」

　レーナが照れながら頷いたのを見て、魔王は心からほっと息を吐いた。それから顔を近付け、鼻先をちょんと擦り合わせる。

　例え結婚自体は決まっていたものでも、好きだという気持ちや結婚したいという意志をきちんと確認できたことが、魔王はなにより嬉しかった。

「……ここまで、ようやくか」

　顔を合わせると、お互いの視線が絡む。自然と唇が近付き、静かに重なった。

　レーナは彼の首に腕を回して抱きつき、それを受け入れる。口づけは徐々に深まり、互いの気持ちを確かめるように甘ったるく丁寧な愛撫に変わっていく。舌を擦り合わせ、戯れるように絡めあった。

「たぶん、最後までも、もうすぐだよ」

　激しいキスの合間に、レーナが囁く。断片的に浮かんだあの夜の記憶。肝心なことは思い出していないが、きっと一緒にいれば、すぐだ。

「あ、愛は……まだわからないけど……がんばる」

「レーナ……」

　恥じらいながらそう告げる様子に、愛おしさが込み上げてくる。魔王は堪えきれず、両手で彼女の頭を抱えて深く舌を差し込んだ。喉奥を舐められて、意識が一気にとろける。

　ここから激しくなる。息苦しさと共に与えられる快楽に溺れる覚悟を決め、レーナが強く抱きしめ返した、その時だった。

　ドンドンドン、と扉を激しくノックする音が、ふたりの意識を引き戻した。それは鳴り止まず、叩かれ続ける。

「なんだ……!?」

　苛つきながら魔王が声を上げると、扉の外で緊迫したセジュラの声がする。

「お休み中申し訳ございません。エリオット殿下からのご連絡で、緊急事態だと」

「緊急事態……？」

　レーナと魔王は抱き合ったまま顔を見合わせる。

「報告によると、昨夜遅く、複数の人間の街が強力な魔獣により襲撃されたそうです」

「魔獣の襲撃……!?」

「…………はあぁっ!?」

　セジュラの信じられない言葉に、レーナとイチャつくためわざわざ休みまで作っていた魔王は、怒りのこもった叫びを城中に響き渡らせた。




＊＊＊




　結婚式まではひと月を切っていたが、予定ではギリギリまで魔界を出るつもりはなかった。しかし、魔獣の襲撃とあってはそうもいかない。

　ふたりはセジュラとリザを連れ、すぐに身支度をして人間界へ向かうことになった。

　レーナはいつもの騎士服を纏い、聖剣を携える。リザはよほど気に入っているのかメイド服のまま。そして魔王とセジュラは指輪をつけ、人間の姿になった。

「──エリオット！」

　転移魔法の設置場所は、カンザレアの城の一角だ。

　広大な庭の中の死角になっているその場所へ降り立つと、エリオットが待っていた。

「すぐに来てくれると思っていたよ、ありがとう」

　にっこりと笑ってみせるが、夜中からずっと起きていたのだろう。顔色が悪い。

「状況は？」

　そう尋ねるレーナたちを城内へ導き、人払いを済ませた会議室へ入るとエリオットは昨夜の出来事を説明してくれる。

　魔獣の襲撃があったのは六箇所。いずれも王都や大きな街から離れている場所らしい。

　エリオットの父である王がすぐに命令を出し、付近の砦に警備のために常駐する騎士隊がなんとか排除している最中だとか。

「……これって、野生の魔物が襲ってきたってこと？」

「いえ、レクタでの出来事と同じではないでしょうか。同時となると、作為的なものを感じますね」

「魔鉱石……！」

　セジュラの推測に、レーナがハッとして呟く。エリオットを見ると、彼は肯定するように頷いた。

「討伐した魔物の体内から、同じようなものが発見されている」

「やはりそうか。だとしたら、狙いは……」

　街を襲うその意味に思い至り、魔王は眉を顰める。

　魔鉱石を使ったのなら、ロスタルファとデボルタが関与している可能性が高い。

　そして、彼らは和平反対派だ。

「とても言いにくいのだけど……」

　エリオットが申し訳なさそうに前置いて、近頃流れている不穏な噂を口にした。

「勇者が元々魔王の情婦で、魔族側に加担して人間を滅ぼそうとしている、という噂が流れているらしい」

「はい!?」

「あぁん!?」

　レーナが身を乗り出し、リザが鬼のような形相になる。

「そして、今回襲撃された六箇所の街は……君たちが和平のために訪問してきた街だ」

「な……！」

　さらに与えられた情報に、一同は青ざめた。

「じゃあ、みんな、襲撃はあたしたちがやったと思ってるってこと!?」

　凄むリザに、エリオットがしゅんとして頷く。

　激昂する彼女とは反対に、魔王とセジュラは静かに唸った。

「不自然に仲が良いことをアピールしすぎたかもな。茶番だと勘繰られたか……そこへ追い打ちをかけるように魔物の襲撃があったせいで、噂の信憑性は深まってしまっただろう」

　魔王の言葉に、エリオットはさらに項垂れた。

　実際、和平の調印を交わしていても、戦争にするつもりなら破っても問題はない。こういうものは第三の圧力があれば効果もあるのだが、なにぶん二つの勢力間だけで完結する約束は破られやすい。

　不安は常に付き纏う。人外からの被害をすべて『魔のもののせい』と片付けてきたように、これから魔族の不穏な動きは『勇者のせい』にもなりうるということだ。

「君たちが助けに行けば、嫌な思いをするかもしれない。……それでも頼めるかな？」

「もちろん！」

　申し訳なさそうに尋ねてくるエリオットに、レーナは迷わず頷く。

「それに、助けに行けば、疑いは晴れるかもよ」

　そう言って笑うと、エリオットも釣られるように力なく微笑んだ。

「……ありがとう。では、一番被害の大きい場所へ行ってほしい。そこはまだ戦っている最中だろうから」

「わかった。すぐ出発する」

　アムリアという古い街の被害がひどいという。レーナたちは一度訪問した程度だが、それでも旧市街が多く入り組んでいるあの街では、避難が難航するのが目に見えた。

　加えて、襲撃してきた魔物も大型で人手が足りないらしい。

　幸いにも、以前に移動のためセジュラの張った転移魔法がそのままだった。それを発動すれば、あっという間に街の近くへと移動する。

「襲われてる……！」

　アムリアが目に入った瞬間、報告通り街の入口で騎士隊が数体の熊に似た魔獣と戦闘をしているのが見えた。小さい魔獣は仕留めた様子だが、大型のものは人ふたり分ほどあって討伐は難航している。

「行くよ！」

　レーナは聖剣を携えて駆け出す。魔王たちも後に続くと、それぞれ構えた。

「勇者様だ！」

「それと……魔王、様」

　人々の反応は微妙だ。噂のせいか、歓迎しつつも戸惑うような空気が流れる。

　しかしそれに構っている暇はない。リザとセジュラが中心となり、騎士や残っている人々を避難させる。そしてその背後に襲い掛かる魔物を、魔王が魔法で消し去っていく。

「ふっ、甘いわ！」

「わあ、今のめっちゃ魔王っぽい」

「魔王だが？」

「……うーんと、こっちの話」

　私の世界のゲームの中の魔王です、とレーナは心の中で解説しながら、敵を薙ぎ倒す。

　──ごめんね、あなたたちも、こんなことしたくはなかっただろうけど……！

　企みのために凶暴化させられているのがわかるから、少しつらい。けれどこちらも、死ぬわけにはいかないのだ。

　突如現れ、退治に苦労していた大型の魔物を瞬殺していくレーナたちの様子を、人々は唖然として見つめた。

「本当に……助けにきたのか？」

「もちろんよ！」

　レーナはくるりと聖剣を回して構えなおす。

　周囲にいた魔物はあらかた倒し終わっていた。あとは怪我人を運んだり、跡片付けをするだけだ。そう思って気を弛めた、その時だった。

「やあ、魔王様。これはこれは、ご苦労様です」

　どこからともなく、聞き覚えのある声がした。

「ローレン・ロスタルファ……！」

　魔王が上を見上げてそう返す。その視線を追ってレーナも顔を上げると、そこには洒落た群青のスーツに身を包み、癖のある白髪を靡かせたロスタルファが浮かんでいた。

　以前、魔王に抱きかかえられて飛んだ魔法と同じだろう。彼はふわりと浮遊しながらこちらを見下ろしている。

「ま、魔族だ……！」

　レーナたちのみならず、人間たちにも緊張が走る。そして後退りながら逃げていく彼らの背に、ロスタルファは叫んだ。

「さあ、魔王様！　今こそ人間どもに思い知らせる時です」

「はっ？　なにを……！」

　彼がバッと腕を振り上げる。

　次の瞬間、どこからともなく現れた魔鉱石が、人々に向かって矢のように降り注いだ。

「ぎゃあっ！」

　石が当たって体に突き刺さると、彼らの顔色が一瞬にして変わる。まるで獣のように目が釣り上がり、唸るような声をあげて近くの人を襲いはじめた。

「きゃっ」

　リザの近くにいた人が豹変し、彼女に襲い掛かる。それをセジュラが殴り飛ばした。

「セジュラ！　絶対に殺すな！」

「御意」

　魔王の言葉に従い、彼は素早く移動して豹変した人々を手刀で気絶させていく。

　だがそこで、ロスタルファが二撃目の合図を出した。

「させるかっ！」

　次々に放たれる魔鉱石を、レーナが剣で、魔王が魔法で弾き返す。

「わぁあ！」

　と、その近くに、どういうわけか逃げ遅れた人間の子供がいるではないか。その子供を狙って一直線に石が飛ぶのを見て、魔王が素早く走り寄り手をかざす。

　キンッ、と音を立て、魔鉱石が煌めきながら弾かれ砕け散る。

　そしてその背後に庇われた子供は──刹那、たちまち姿を変えると、背の小さな魔族の姿に変わった。変化の魔法だ。

「な……っ!?」

　油断した────。

　体勢を変える暇もなく、魔族は隠し持っていた鋭い魔鉱石をナイフのように突き立てる。

　魔王の腰に、それは深々と突き刺さった。

「ぐあああぁぁあ！」

「魔王！」

　轟くような絶叫と共に、魔王が苦しみもがき、その姿が黒い霧になって霧散した。それはたちまち大きく膨れあがって辺りを覆い尽くしたかと思うと、なんと巨大な翼竜ドラゴンの姿を形成しはじめる。

　騎士隊や人間たちから、先ほどより数段大きな悲鳴が上がった。

「魔王……っ！」

　レーナが驚きに声を上げたのと同時、ロスタルファが高らかに笑う。

「さあ、魔王様！　その真の姿で我ら魔族の力を見せつけ、勇者もろとも潰してしまいましょう！」

　人間たちに魔王の姿を知らしめるためだろう。芝居がかった仕草でロスタルファが叫ぶ。

　そこへ、無言でセジュラが斬り掛かった。

「おっと」

「……！」

　しかしそれを予見していたのか、ロスタルファはひらりと避けると、逃げるように距離をとる。

「死ね……！」

「あなたとは、真正面から戦いたくない」

　怒気を滲ませたセジュラの剣戟を避けながら、ロスタルファは地上へ降りて人間たちの中へ紛れ込み、素早く街の中へ入ってしまう。

「待て！」

　その後を追い、セジュラも街へと入っていく。

　残されたレーナとリザは、黒い霧の竜となった魔王を呆然と見上げていた。

　竜は地団駄を踏むように苦しみ、暴れている。地面が揺れ、立っているだけでもやっとのことだった。こちらに襲い掛かってこないのは、苦しんでいるからか。

「勇者様！　早くあの魔物を！」

「ま、待ってよ……違うの、魔王は暴れたりなんて、したいわけじゃない！」

　どうしたら……！

　気持ちだけが焦る。なぜ竜になったのかもわからない。あんなに大きな魔物になってしまった魔王を、無傷で止めることなどできそうにない。

「早く倒してください！　でないと、この街が！」

「やっぱり魔王は我々を……！」

　魔鉱石のことを知らない人たちは、魔王が部下を使って人々を凶暴化させ、いきなり変身して暴れたように見えるのだろう。ロスタルファの口上が、その疑惑を加速させる。

「魔族との平和など、やはり夢物語だったんだ」

「異邦人め、余計なことを……！」

　誰かが吐き捨てるように言った。

　異邦人。異世界人。そう言われるたび、レーナの心にざらりとした感情が湧き上がる。

　ずっとわかっていた。自分がこの世界で異分子なのだということは。役に立つことで、なんとか受け入れてもらえていることは。

　だから怯えていた。いつ排除される側に回ってもおかしくないと。

　──私もカンザレアの中で、魔族と同じだった。

　こうして疑われるのが嫌で、本当は戦いたくないのに、役職にしがみついて、ただ目の前の役割をこなしていた。

　そんな過去の自分を変えてくれたのが魔王だ。そこにいてもいいと言って、レーナを認め、希望を見せてくれた。彼を失いたくない。傷つけたくない。

　──何かあった時、責任がとれるのか。

　ガーラルの言葉が蘇り、レーナは顔を顰める。

　──私は……私の、責任の取り方は……。

　考えなくては。何を大事にして、何を守るのか。

　──魔王が暴れて人々を襲うくらいなら、彼の名誉のために、いっそ私が……！

「レーナ、しっかりして！」

　聖剣を握りしめて俯くレーナに、リザが叫ぶ。

「レクタとおんなじなら、凶暴化は長くは続かないんだよ！　被害をださなければ、あとで謝ればどうにかなるって！」

「……！」

　こんな時でも楽観的なリザの思考に、レーナはハッとなる。

　間違えたら、失敗したら、誠心誠意謝ったらいい。ここで取り返しのつかないことは、誰かが死んでしまうこと。

「魔王が正気に戻るまで、どうにか抑えよう。リザはみんなを避難させて！」

「おっけー！」

　顔を上げて前を向いたレーナに頷き、リザが救出活動を再開する。

　地面は揺れ、ひび割れる。その中でレーナはキッと上を向き、魔王を見た。

「魔王！　魔王、私の声が聞こえる!?」

　呼びかけても、反応は返ってこない。届いているのかもわからない。

　苦しむように暴れ回る竜に、レーナは声を張り上げ続ける。

「私を見て！　魔王！　魔王ーっ！」

　ひときわ大きく叫ぶレーナに、魔王がうるさそうに尻尾を振った。小バエを追い払うように放たれた一撃を、レーナはなんとか聖剣でいなして避ける。

「魔王……っ！」

　自分の何十倍もある大きさの竜から放たれる、ずしりと重い一撃は、まともに食らえばいかにレーナとて耐えられないだろう。

　──だめだ、やっぱり声が届かない……！

　傷つけたくない。しかし、手加減してどうにかなる相手ではない。

　攻撃をいなされたからか、魔王はレーナを標的に定めだようだ。鋭い爪で連続攻撃を仕掛けてくる。それを聖剣で受け止めながら、レーナは未だ決心をつけられずにいた。

「魔王……！」

　攻撃をかわしつつ、街から少しずつ離れる。

　その過程で気付いたのだが、気のせいかもしれないが、魔王は怪我をして蹲る兵士や離れた場所に建っていた家々を避けているように見えた。

「正気が、ある……？」

　苦しみながらレーナに攻撃をする様子は変わらない。だが、それはまるで抑えきれない衝動に抗っているようで。

「魔王……っ」

「があああああああ！」

　ついには咆哮し、バサリと大きな翼を広げた。飛び立とうと体を沈めて予備動作をする魔王に、レーナは焦る。

「ま、待って！」

　飛んでいってしまったら、どこへ行ったのかわからなくなる。行った先で破壊行動をしないとも限らない。

　レーナは慌てて魔王へ駆け寄ると、意を決してその背に飛び乗った。霧でできているように見えたが、尻尾や爪と同じできちんと体の感触がある。鱗の継ぎ目になんとかつかまると、竜が羽ばたき、その体が舞い上がった。

　台風のような風を巻き起こしながら、ものすごいスピードで上昇していく。

「どうしよう、振り落とされたらさすがに死ぬ」

　ぎゅっとしがみついて目をつぶる。聖剣の力で身体能力が上がっているとはいえ、嬲るようにぶつかってくる風がきつい。

　──元に、戻るんだよね……？

　苦しんでいる姿を見るのがつらいのもあるが、元に戻った時にかなり上空に居た場合どうなるかを考えると焦ってくる。早く、なんとかしなくては。

「魔王！　魔王ってば！」

　どんなに呼んでも叫んでも、響く様子がない。

　きっとレーナが落ちて死んでしまっても、今の魔王は気付くこともできないだろう。

「魔王……」

　悲しくなって、しがみついたままその背に顔を埋める。黒い鱗に覆われた体からは、体温が伝わってこない。彼がどんな気持ちでいるのかもわからない。

「ようやく、わかり合えてきたのに……」

　元に戻った時、最悪ふたりとも落ちて死ぬかもしれない。彼がこのまま暴れて、街を襲って討たなければならなくなるかもしれない。

　俯いた瞳に、じわりと涙が滲んだ。

　──君と同じ火を囲みたい。

　彼は以前、そう語ってくれた。小さな火を、大きくしていくのだと。育んで、手元で大きくしていくのだと。

　そしていつか皆で、同じ夢を見る。何度疑われても、どれだけ信じてもらえなくても、前を向いて、ふたりで未来を示し続けるのだと。

「諦めない……！」

　レーナは顔を上げ、呼び掛けを再開する。正気に戻れば、戻せばいいのだ。自分も、彼と同じ火を囲みたい。その言葉で、胸に小さな火が灯り、今や大きく燃え盛っている。

「魔王、魔王、あなたが好き」

　愛されるだけではなく、ただ受け入れるだけではなく。自分だって魔王を守って、この世界を作っていく一員になりたい。

　──そのためには、あなたがいなくちゃ。一緒にやるのは、あなたでなくちゃ嫌なの。

　私は、他の誰でもない、あなたがいい。だから、いなくならないで──！

「魔王！　元に、戻って！」

　力の限り叫ぶが、しかし魔王は反応しない。風の中で虚しく響く声に、レーナの心が再び折れそうになった。

　なにか、特別な、心に引っ掛かるような呼び掛けはないだろうか。どうしても反応してしまうもの。せずにはいられないもの──。

『世界中で君だけに教える。俺の、名前は──』

　その時、ふと、夜会の夜の記憶の断片が脳裏に蘇った。頭のモヤが腫れるように、記憶が鮮やかにレーナの中へと流れ込んでくる。

「魔王の、名前……」

　それは以前にも一度、蘇りかけた記憶。レーナは竜にしがみついたまま、肩口でぐいと涙を拭って記憶の流れに身を任せた。

　──あの夜、私は独りやるせなさを感じながら、お酒を飲んでいて。こんなふうに泣きじゃくっていて。

　その涙を、魔王が優しく優しく指先で拭ってくれた。慈しむような瞳で、自分を大切そうに見つめて。何度も口づけを交わし、宝物のように触れてくれた。

　紡がれた言葉や仕草が、パズルのピースを当てはめるように蘇っていく。

　──助けて、助けて。

　ベッドの中で、泣きながら溺れるように手を伸ばした。ここから逃げたくて、消えてしまいたくて。

　レーナのその手を掴んで、彼は何度も抱きしめてくれた。

『俺も同じだ。立場に縛られ、時々挫けそうになる。なぜ俺なのか、と……』

　あの時、互いの話はしなかったが、悩みはどこか共通していた。与えられたものに苦しみ、もがいていた。

『やめてしまえ。逃げてしまえ。自由になれ』

　魔王は美しい顔を歪めて、願望のようにレーナをそそのかす。

　けれど、レーナは首を振った。

『……できない』

　酔ってぐでぐでになりながら、泣き笑いをする。その表情は、どこか自分自身への諦めがあった。

『私の手で救えるものがあるなら、使命とか運命じゃなくても、救いたいって思ってしまう。本当に嫌だったら、きっと、もっと早くに手放して逃げていたはず。だから……しがみつくしかない』

　絞り出すように口にすると、なぜか腑に落ちた。

　すっきりとした顔になったレーナに、魔王は紅い瞳を細めて微笑む。

『そうか。ならば、苦しくとも、それが君のやりたいことなのだな』

　シーツの上に横たわるレーナの上に覆い被さり、魔王は額をくっつけた。長い赤髪が流れて、カーテンのようにふたりを覆い隠す。

『応援するよ』

　低く囁いて、口づけを落とした。途端にとろりと微睡むようになったレーナの頬や瞼にも、優しくキスをして涙を舌で拭う。

『俺がいつか、君が泣くことのない世界にしよう。約束だ』

『そうなると、いいな……』

『望みを叶えたら、きっと迎えにくる。だから俺の名前を覚えていて』

　そう言うと、魔王はレーナの耳元へ唇を寄せた。

『子供の頃にだけ呼ばれていた、特別な名だ。平和になったら、この名を呼んでほしい』

『今はダメなの？』

『だめ。君が俺を認めて、心から愛し求めた時に』

　そう言ってレーナを見つめる彼の瞳は、その夜も今も変わらない。

　──ああ、この政略結婚は、私が勇者だから仕方なく始まったんだと思ってた。だけど、魔王はちゃんと、最初から私のことを──

『世界中で君だけに教える。俺の名前は────』




──────メア




「メア！」

　レーナの呼び掛けに、魔王の両目がカッと見開いた。深紅の瞳に一瞬、輝きが宿る。

　──届いた!?

「メア！」

　再び叫ぶと、縛られた鎖を解くように苦しげに身じろぎする。なにかに抗っているのがわかる。

「メア！」

「がぁぁっ！」

　もう一度呼んだ瞬間、今度ははっきりと返事をするように鳴いた。

「メア！　正気に戻って……メア！」

　レーナの声に反応し、魔王が身を震わせる。

　刹那、竜の鱗は再び黒い霧となり、レーナもろとも竜を包むように広がった。

　視界が黒で染まり、なにも見えない。おまけに掴まっていた鱗の感覚がなくなってしまい、急な浮遊感に驚き悲鳴をあげる。

　と、次の瞬間、何かががっしりとレーナの体を包んだ。それがあたたかな体温と親しんだ匂いであることに気付き、レーナは閉じていた目をそっと開いた。

　黒い霧が晴れていく。

　そこには、深紅の髪と深紅の瞳をした、愛しい男の姿があった。レーナを胸に抱きしめ、こちらを見つめている。

「……思い出したのか」

「魔王……よかった」

　けれどその体はボロボロで、服もあちこち破れて傷だらけだ。魔力も残っていないのか、飛ぶこともできずレーナを守るように抱きしめたまま落下していく。

「落ち、る……っ！」

「……くっ」

　眼下には森が広がっている。魔王は離れないよう強くレーナを抱き込んだ。

　そしてふたりは為す術なく、まるで流れ星のように速度を増して森の中へと落ちていった。
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　カラカラ……と石の転がる音がして、レーナは目を開いた。

　まだ自分は魔王の腕の中だ。ハッとして彼の顔を確認すると、魔族だけあって丈夫なのか、ちゃんと息をしていた。

「だ、大丈夫？」

「……ッ、なんとかな」

　魔王は背に降りかかった砂を払いながら身を起こす。その下から這い出すようにして、レーナが先に崩れた瓦礫から抜け出した。

　森の中を突き抜けて地面に打ち当たったあと、どうもその下に広い洞窟があり、天井を突き破って落ちてきたらしい。崩れた天井を見上げると大穴が空いていて、森の木々が遠くに見えている。

　魔王曰く、竜に変化したのは、彼の父方である魔王一族の本来の姿が竜だからだという。命の危機に瀕した時、力を限界まで解放した時にのみ、あの姿を現すことができる。

　その代わりに魔力はほとんど底をついてしまうそうで、浮遊することすら出来なかった。だから落下して地面に激突する寸前にだけ、最後の魔力を使って体を硬化し、衝撃を防いだのだとか。

　ロスタルファは魔王がそれほど弱ることを知っていて、魔鉱石を仕掛けたのだろう。

「しかし、ここは……遺跡か？」

「そうみたい」

　自然の洞窟のようだが、大きな空洞の中に人工物である柱や祭壇が立っている。光は上の穴からわずかに差すだけなのでよく見えないが、古い物のようで原始的だった。

「怪我はないか？」

「うん」

　ふたりは手を取り合って立ち上がる。砂だらけでボロボロだが、大怪我はなさそうだ。

「お互い丈夫だな」

　見つめ合って、思わず微笑む。

「君に怪我がなくてよかった」

　魔王は心底ホッとしたように呟くと、レーナを抱きしめた。

「……メア」

「その名を、呼んでくれるのだな」

　レーナが腕の中でこくりと頷く。

　平和になった時、正体を知ってもなお彼を愛せるかを問うための魔法。だが同じ時を過ごして、その答えはもうレーナの中で出ている。

　魔王は嬉しそうに彼女のつむじに口づけを落とした。

　彼をその名で呼ぶことは、彼を魔族の王である前にひとりの男として認めたことになる。名前自体に魔力があるわけではないが、レーナがメアというひとりの男を愛したということが、彼にとってはこの上ない自信と己の存在証明になる。

　それほどまでの意味が込められていたからこそ、彼は自分を取り戻せたのだ。

「少し休んで、魔力が回復したら帰ろう。セジュラたちが気になる」

「そうだね。みんな無事だといいけど」

　ロスタルファを追いかけて行ったセジュラはどうなっただろう。あの場はリザだけでどうにかなっただろうか。凶暴化してしまった街の人は、元に戻れただろうか。

「出口は上か……」

　祭壇に寄りかかって並んで座りながら、魔王は己の空けた穴を見上げる。歩き回るより、あそこから帰る方が早そうだ。

　しかし浮遊してアムリアへ戻るには、まだ数時間は休まなければ魔力が回復しない。

　仕方なく目をつぶる。その肩に、レーナがちょこんと甘えるように寄りかかった。

「……っ」

　可愛く甘える様子に、魔王が目を泳がせる。こんな時だがキスくらいならしてもいいだろうか……などと逡巡していると、ふいに空洞内に慌てたような足音と声が響き渡った。

「──大丈夫か！」

「誰だ……!?」

　立ち上がって身構えるふたりの前に、駆け込むように姿を現したのは、意外な人物だ。

　白っぽい金の髪と、エリオットと同じ青い瞳。厳しげな顔つきをした、壮年の美丈夫。

「お、王弟殿下!?」

　レーナが思わず立ち上がる。

　それは、王弟ガーラルの姿だった。王宮にいるはずの彼が、なぜここに。

「……どこから……なぜ、こんなところへ」

　彼は距離を取ったまま、無抵抗を示すように両手を軽く上げた。

「怪しむのも仕方がない。ここへは、隠し通路を通ってきた」

「隠し通路……？」

「アムリアには調査でよく来ている。奴らの作戦にここを使わせたのは私だ。すまない、小競り合い程度なら、君たちでどうとでもできると思っていたのだが……あの、ロスタルファという男……」

　ガーラルがそう言って、悔しそうにシワの刻まれた眉根をさらに寄せる。

「どういうことです」

「……話そう。そちらへ行ってもいいか？」

　レーナが頷くと、ガーラルはゆっくりと祭壇へ近付いた。







　ガーラルは手馴れた様子で祭壇の近くの石の箱を開け、中から焚き火の材料や毛布を取り出した。

　そして素早く火を起こし、ふたりに毛布を渡す。

「そのうち冷えてくる。あたたまりなさい」

「ありがとう……ございます」

　いまひとつ目の前の光景が信じられない。

　しかし三人で火を囲うと、ガーラルは淡々と語りだした。

　遺跡はかなり古く、カンザレアの建国以前、太古と呼ばれる時代から存在するようだ。暗くてよくわからなかったが、祭壇の他にはいくつもの壁画があり、物語が綴られているらしかった。

「エリオットが、勇者殿の帰還方法をずっと探していてね」

「えっ、私の」

　エリオットは、最初の頃の約束をずっと実行してくれていたのだ。それに驚きと感謝を抱いていると、ガーラルは意外なことを言った。

「それで彼を手伝おうと、私が見つけた場所だ」

「王弟殿下が……？」

「ああ。この辺りの土地の地下は、広く遺跡で繋がっていてね。まだエリオットには知らせていないが、色々と新たな発見もあった。あとで君に共有しよう」

　唇の端を釣り上げて小さく微笑まれ、レーナはさらに驚く。

「どうして、殿下が……」

「昔、私は甥馬鹿だとよく言われたものだった」

　そう言ってわずかに遠くを見つめたガーラルの瞳は、慈愛に満ちている。

「勇者殿。あの子の良き友人でいてくれてありがとう。別の世界から来た、つまりこの世界のしがらみに支配されないあなたは、あの子にとってどれだけ眩しく、拠り所であったか」

　エリオットもまた、自分の立場に雁がん字じ搦がらめになった存在だった。出会った当時まだ十五歳だった彼にとって、勇者の伝説とその体現であるレーナは憧れと癒しだったのだ。

「特別な思いもあったようだからね。あなたに何かあっては困る」

「と、特別って……？」

　まさか、愛とか恋とか？　とレーナが魔王を見ると、彼は呆れたように肩をすくめた。

「鈍いな。知らなかったのか」

「知ってたの!?」

「見ていたらわかるだろ」

　ちっともわからなかったレーナがポカンとしたままガーラルを見るが、彼も同意する。

「あの子なら、王妃には国益となる相手を選ぶだろうがね。けれどそれは、感情とはまた別の話だ。まだ十八ですから」

「な、な……」

　これからどういう顔をして会えばいいのか。真っ赤になったレーナに、魔王は少し面白くなさそうな顔をする。彼女の肩を抱き寄せ、話を変えようとガーラルを見上げた。

「それで？」

　遺跡やエリオットの話はひとまず横に置いて、先を促す。ガーラルもそれを受け入れるように続けた。

「つまり、私はエリオットを憎んではいないし、和平反対派に与していない。だが、黙認している。デボルタは最近まで、私が完全にそちら側だと思っていたようだが」

「なぜそんなことを。エリオットが可愛いのなら、彼と一緒に反対派と戦うべきでしょう」

　レーナの意見に、ガーラルは首を振る。

「エリオットには、私が敵だと、そう思っておいてもらわねばならない」

　そう言って、彼は今までのことを語り出した。

　──エリオットの父、ガーラルの兄である現王は病弱だ。そう、長年彼は思っていた。

　だがある時、それがガーラルの信奉者たちによって、少量の毒を与えられ続けていたことからくるものだと知った。

　兄弟仲の良かった当時のガーラルは、腑の煮えくり返る思いだった。

　怒りを抑えて彼らに接触し、中に入り込んで次々と関わった人物を調べ上げた。兄弟に良くしてくれていた者、優しかった者の名が、いくつも出てきた。

　その時に、知らなくていいことなど何もないのだと彼は思った。例え表向き敵対しようとも、自分が汚い真実と向き合い続け、兄を、甥を守らねば、と。

「対立することは悪いことばかりではない。あの子にはまだ敵が多すぎる。その敵を見極め、引きつける。私は、王太子の前に立ち塞がる壁でありたい」

「そんな……」

　それでは、こんなに可愛がっていることもエリオット本人には届かない。仲良く過ごすこともできないではないか。

　レーナはエリオットの気持ちを考え寂しく思うが、魔王はガーラルの言葉に自分を重ねたのか、苦しげに唇を噛んで彼に同意した。

「俺も、そんな風に弟を支えられていれば……違う未来もあったかもしれない」

　競い合い、奪い合うのではなく、共に立って。

　それは今だからこそ言えることだろう。弟がいなくなったからこそ、強い意志を持った現在の魔王があるのだ。しかし、後悔する気持ちはどうしてもなくならなかった。

「それで、王弟殿下は反対派のふりを？」

「ああ。そうして私が王位を欲していると思い込んで集った者たちから、きな臭い人物を洗い出していった。自然に見える形で潰すのは骨が折れたが、可愛い甥っ子のためならば、ね」

　そこで、デボルタの企みを知ったという。

　彼はかねてより密かに魔族と交易があり、魔族も物資不足を補うため人間と繋がる必要があって、その交易相手がロスタルファだったというわけだ。

　彼らにとっては、人間界と魔界が戦争状態である方が望ましい。武器や食糧が高く売れ、自分たちの懐が潤い勢力が大きくなれば、ますますうまい汁が吸えるというものだ。

　つまり、まったく私利私欲のためなのだとガーラルは吐き捨てるように言った。

　そしてガーラルは、ロスタルファが関わるようになってから、自分に隠される情報が多くなったことに気付いた。それで今回、心配してアムリア近辺までやって来て護衛と共に自ら様子を窺い、竜になって飛び去った魔王を見て追いかけてきたという。

「そうだったのですね……」

「ロスタルファの奴、俺が魔王でいることが気に食わないんだろう。俺とレーナを戦わせて潰し、互いに不信感を抱かせてまずは人間と魔族の和平そのものを崩壊させる。そして、魔界は新たな魔王を決める戦争に向かう。そういう筋書きだろうな」

　魔王が苦々しく言い放つ。

　魔王を撃ち倒せば、当然その一族が次の魔王だ。ロスタルファはそれも狙っているのかもしれない。彼の望むものは混乱で、平和とは対極だ。

　ある意味魔族らしい。それを縛ることは、魔族の本能を否定することかもしれない。

　だが、魔族とて戦いだけで生きているわけではない。弱い魔族も存在する以上、それだけではないはずなのだ。

「デボルタは今回のことを、エリオットの落ち度に仕立てるつもりだろう。魔王の情婦である勇者を支援していた、国賊の王子として」

　ガーラルが難しい顔をして告げる。それはなんとしても防ぎたい。

「デボルタの動きは杜撰で、私から手を回せば証拠はすぐに固められる。だが、ロスタルファには逃げられてしまうだろうな」

　ガーラルが魔族のロスタルファに対してできることはない。魔王が調べようと動いたが、魔鉱石の痕跡は盗掘や盗難を経て巧妙に隠されており、足がつかなくなっていた。

　勇者が元々魔王の情婦だったという噂についても、貴族だけでなく市井に広がったものはどうしようもない。そして、広がった噂はどんなに否定しても、余計に怪しまれるだけだ。取り繕うだけでは、きっと誰も聞いてはくれないだろう。

　それらを解決するためには、新たな情報としてアムリアで騒ぎを起こしたロスタルファとふたりが敵対しているということを示さなければならない。だが、さて、どうやって。

　三人は押し黙って頭を捻る。

「ふむ。……こういうのはどうだ？」

　そこへ、魔王がふいに口を開いた。

「勇者と魔王は、相打ちで死んだということにする。勇者は本当に裏切ったのか、議論になるだろう。だが、死んでいるからわからない」

　デボルタは暴れて街を破壊した責任をとれとエリオットを詰めるだろうが、それはしばらくかわしておいてもらう。

「その時、主要な貴族たちの元へ届くんだ。──俺たちの結婚式が、予定通り行われるという手紙と招待状が」

「へえ！」

　死人からの招待状など、なかなかホラーな展開だ。レーナが目をキラキラさせて前のめりになる。

「どういうことなのか、誰にもわからない。だからこそロスタルファはやってくるかもしれない。俺たちが生きているのか、確認しなければならないだろ？　新しい魔王を決めたいのならば、なおさら」

　ふたりが生きているとわかったら、ロスタルファが何もしないわけがないのだ。

「だが……怪我人が出ないよう手配しなくては」

　激しい戦闘になるとわかっていて誘き出すような話に、ガーラルが渋い顔をする。

　それもわかるが、現状、すぐに戻ってロスタルファとデボルタを裁いたところで、魔王と魔族への疑惑は消えないだろう。むしろ、罪を着せられたと騒ぐ可能性すらある。

「それに、ロスタルファが大人しく魔界で待っているとは思えない」

　自らの王を陥れようとしたのだ。当然追われ、逃げているに違いない。そうなったら、行き先のわからない彼を捕まえるのはかなり骨が折れる。

　いつ現れるかわからず怯えるくらいなら、確実な場で叩いた方がいい。

「準備は大変そうだけど、一網打尽にできるかもしれない。私が、誰にも怪我をさせないよ」

　レーナが魔王に賛同するように言葉を添える。

「どうせ茶番をやるのなら、盛大にやろう」

　魔王がガーラルに微笑んでみせると、彼はやれやれと片手でこめかみを押さえながら渋々頷いた。




　こうして、勇者と魔王が相打ちしたというニュースが世界中を駆け抜け、議論や混乱を呼んで一週間ほど経った頃。

　彼らの結婚式を知らせる手紙があちこちに届きはじめ、人間界と魔界、それぞれをおおいに騒つかせたのだった。








８　勇者は魔王と結婚します！









　こんな形ではあるけれど、この日を、待ちに待っていた。

「準備はよろしいですか？」

　ガサリ、と葉を揺らして、セジュラが姿をあらわす。

　レーナと魔王は今、式場の近くの森に身を隠していた。相打ちして死んだことになっているので、本番まで姿を見られるわけにはいかないからだ。

　結婚式までの間は、アムリアの遺跡にそのまま隠れ、ガーラルに頼んでエリオットたちに無事を知らせた。そこで作戦会議や式の準備を念入りに行ってきたのだ。

　当然、今日の衣装を着るのも、自分たちでなんとか頑張るしかない。少々手間取ってしまったが、上手く着飾れているだろうか。

「どう？」

　レーナはドレスの裾をちょっと持ち上げ、魔王に感想を促してみる。

　彼女のウェディングドレスは、魔界の特注品だ。ドレスとヴェールの色は、共に魔界をイメージした漆黒。スカートにはレースがふんだんに使われ、豪華な多重構造になっている。

　一見甘めなデザインも、黒なのでシックな印象だ。さらに足の付け根まで大きなスリットが入っており、レースの隙間に隠れて聖剣を隠し持てる仕様になっていた。

「よく似合ってる。……俺は？」

　そう言う魔王の方は、白のタキシードだ。こちらは人間側の婚礼衣装をイメージしている。その上に赤い裏地の白マントを羽織り、腰には装飾だらけの儀礼用サーベルを差していた。

　長い赤髪は後ろに流し、黒いリボンで上品にひとつに束ねている。

　花嫁よりは控えめだが、上背のある魔王が着ると、ヴェール越しにしか見ることができないのが悔しいくらいに凛々しくて格好いい。

「……まるで王子様みたい」

　レーナの感想に、魔王は「俺も一応、王になる前は王子様だったんだが」と苦笑する。

「作戦もあるが、それでも、今日は俺たちの結婚式だ。良い式にしよう」

「そうだね！」

　ヴェールの上からそっと頭を撫でられ、レーナはくすぐったそうに笑う。

　──そうだ、これは結婚式。魔王と……メアと、正式な夫婦になるのだ。

　そのためにも、作戦は絶対に成功させなければならない。

「行こう！」

　レーナが勇ましく声をあげると、魔王とセジュラがそれに続くように頷いた。




　結婚式場として用意されたのは、古い催事場だ。カンザレア王都の外れにあり、石でできたなかば遺跡のような場所である。

　すり鉢状の劇場のような造りで、中央が舞台になっており、周囲には蔦が絡む白い柱が何本も立ち並ぶ。司祭の立つ石造りの祭壇が美しいことと、屋外であるため戦闘になっても戦いやすいことが、ここで式を挙げる決め手となった。

　式場には、すでに招待客である人間側の貴族たちと、魔族の中で魔王が選んだ少数の家臣たちが出席している。その周囲には、死んだと噂されるふたりの姿を見ようと招待客以外にも野次馬が集まっていた。

　魔族は異形の姿そのままで、それを間近で見ることの少ない人間たちは恐れ慄いている。

　彼らがこうして大人しいのは、まだ魔王の死を信じていないからに他ならない。

　そしてそれは、この場に未だ姿を見せていないロスタルファも同じ。きっとどこかで様子を窺っているに違いなかった。

　人間も魔族も全員、ロスタルファの襲撃から守らねばならない。結婚式だというのに、どこかピリピリとした空気が漂う。

　リザとエリオットはすでにそのための配置についている。何事もないことを祈りつつ、レーナと魔王はセジュラに先導されて式場へと姿を現した。

　ざわり、と場が騒めく。

　野次馬の人垣が割れ、魔族の姿をした魔王と腕を組んだ勇者が、奥の祭壇へ向かって花の敷き詰められた赤い絨毯の上を歩いていく。

　生きていたのか、そう息を呑む声がそこかしこから聞こえる。その表情はさまざまで、素直に喜ぶものは少なく、怒りに震えるもの、残念がるもの、戸惑うもの。いずれも複雑な表情だった。

　レーナは彼らの顔を一瞥して、それから警備に目線を走らせた。警備に混じるリザと、目だけで頷き合う。

　──私たちを見てどんな顔をしていようと、彼らをひとりも傷つけない。

　決意を固め、細かい彫刻の施された白い石の祭壇まで辿り着くと、厳かに式が始まった。

「そ、それでは、これよりカンザレアの勇者レーナ・ササザキと、魔界アルダベルドの王との結婚式を執り行う」

　司祭が魔王を目の前に、やや震えながら開始を宣言する。

　その司祭の背後に、数歩離れてエリオットが立っていた。彼は嬉しそうに瞳を細め、うっすら涙ぐんでいる。その姿はまるでレーナの父親だが、内心はほんの少し複雑なのかもしれない。

「私はこの式の見届け人である。国王代理として、最後まで見守ろう」

　彼が拍手を促すと、人々はややまばらに手を叩いた。それから誓いの言葉を交わし、指輪を交わす。この辺りはレーナの知っている結婚式と同じだ。

「では、誓いのキスを」

　魔王は紅い瞳を細め、レーナの顔にかかった黒いレースのヴェールをそっと持ち上げた。

　ヴェールの中から、リザによってしっかりと化粧を施されたレーナが現れる。いつもと違う姿に、招待客と魔王がわずかに感嘆の吐息を漏らした。

「……君こそ、実はお姫様なんじゃないのか？」

　魔王が思わず呟くと、冗談だと思ったレーナはくすりと笑う。

「お世辞はいいから、早くキスして」

「急かされると燃えるな」

　黒と紅の瞳が間近で見つめ合い、視線が絡んだ。

　そしてゆっくりと瞼が閉じられた──その時だった。

「その婚姻、待たれよ！」

　忌々しげなロスタルファの声が、式場全体に響き渡った。

　声の方を見ると、レーナたちの入場してきた入り口の柱の上に、その姿があらわれる。

　ふたりはすぐに離れ、レーナはスカートの下から聖剣を、魔王は腰の儀礼用サーベルを抜いて身構えた。

「ロスタルファ、やはり来たな……！」

　魔王が一歩前へ出て叫ぶと、彼は悲しげに深く溜息を吐く。

「生きていたのですね、魔王様。そして性懲りも無く、和平を進めようとする。まったくあなたは愚かで、浅ましい……」

　そう言って手を振り上げると、彼の部下である魔族がその背後に何人も姿をあらわす。

　魔族の襲撃。驚いていた人々が我に返り、次々に悲鳴を上げた。混乱を予見していた警備は、彼らを守るように陣形を組む。

「和平の調印は済んでいる。それはもう決まったことだ」

「紙切れの話ではない！」

　魔王の言葉に、ロスタルファがピシャリと叫んだ。

「魔族と人間が仲良く手を取り、おまけに番うだと？　笑わせる。魔王の血に人間の血が混ざるなど……本当にそれでよいのですか？　目を覚ますのなら、まだ間に合う！」

　苦々しげに言い放つ言葉は、魔王を引き止めようと必死だ。どこか茶化すような印象だった今までの彼とは、少し違う。切実な訴えは、彼なりの矜持を感じさせた。

　しかし、魔王はきっぱりと首を振る。

「俺は正気だ。彼女と結婚し、魔族と人間との隔たりのない世界を作る」

　魔王が正面からそう告げると、彼は信じられないというように首を振った。

「人は弱い。役に立たない。ただ豊かな土地に生まれ、安寧を享受し、ただ数を増やしただけの家畜にすぎない。魔族はお前ら人間を同じだとは、決して認めない！」

　呪うように低く唸るような声で呟き、両手を挙げる。その背後に、魔鉱石が鋭い切っ先を向けながら浮かび上がった。

「同じ手は食うか！」

　一斉に降り注いだ魔鉱石を、魔王が弾き飛ばす。

　レーナも剣でエリオットと司祭を守り、大きな盾を持った警備隊の騎士たちが招待客を守った。

　しかし招待客たちは突然のことに混乱し、悲鳴を上げてその場にしゃがみ込む。

「やはり魔族は、人間を襲う気なのだ！」

　デボルタがここぞとばかりに煽るように叫んだ。

「そ、そうだ。こんな奴らと手を組んだら、殺される！」

「やるか、やられるかしかないんだ！」

　彼の声に呼応するように、ざわめきが広がっていく。アムリアと同じ構図だ。

「……あら。『魔族』とひと括りに仰いますけどね」

　だがその時、慌てふためく人々の前に、招待客の中から魔族が何人か立ち上がった。

「我々とて、みな同じではない」

　人間を守るように矢面に立ち、騎士の盾からこぼれた魔鉱石を弾く。

　──彼らは魔王とレーナによって、あらかじめ事態を知らされていた客たちだった。

　信頼しようと決めた何人かの魔族を、ふたりは身を隠している遺跡へと呼び寄せた。そこで自分たちが生きていることを明かし、ロスタルファの件で助けを求めたのだ。

　和平は魔王が独りよがりで決めたものではない。その目的は当初から食料問題だと、彼は言っていた。

　苦しんでいたのは、寒さが厳しい場所に住む種族、弱い種族、そして子供だ。すべての魔族が、魔王に反対していたわけではない。それに、力で魔王に負け、彼を認めた魔族もいる。

　彼らは行く末を見守ると決め、まだ見ぬ未来へ手を貸すと約束してくれたのだ。

『勇者殿は、魔族との結婚に不安はないのですか？』

　遺跡で話した魔族の中には、そんなことを不躾に聞いてくる者もいた。レーナは生贄だと人間界でも言われていたが、彼らもその認識なのかもしれない。

『確かに、戸惑うことは多いですが……』

　取り繕わず、レーナは素直に答えることにした。

『彼を愛しているので』

『ですが、愛だけでは乗り越えられないでしょう？』

『そうですね。そう思います』

　勇者としてではなく、自分の言葉で。ひとりの女として、レーナは答える。

『だけどそれは、どの夫婦だって同じです。私たちは喧嘩だってするし、完全には分かり合えない部分もある。だけど、手を取り合って、共に乗り越えていくと決めたんです』

　まっすぐにそう答えて、隣の魔王を見つめる。

『ね？』

『ああ』

　洞窟の暗闇の中で炎の光に揺れる深紅の瞳が、レーナを優しく見つめ返した。

『仲睦まじいこと』

　意地悪をしてやろうとした魔族も、彼らの本物の絆に苦笑して退散する。

『勇者様、なにかあれば我が一族に』

『ありがとうございます』

　そうして、着実に仲間を増やしていった。

　実は、魔族に助けを求めようと最初に提案したのはレーナだ。

『触れ合ってみなければ、わからないこともある……そう、魔王が教えてくれたから』

　そう告げたレーナを、魔王は眩しいものを見るように目を細めて眺めた。

『君が俺の隣に居てくれて、嬉しい』

『私もだよ』

　そうして手を繋いで、隣り合って、今日この日を迎えたのだ──。

「俺はお前とは違う考えだ、ロスタルファ」

　人間に与する魔族の姿を見て、忌々しげに顔を歪めるロスタルファに魔王が呼びかける。

「違うからこそ、認め合い歩み寄る必要があるんだ。殺し合っていては、そこに終わりはない」

「終わりなどなくていい！」

　だが、彼は魔王の言葉を食い気味に遮った。

「魔界では強いものこそが正義。私の言葉が届かぬなら、ここで代替わりしてやる！」

　そう言うと、彼は上着の下から細身の剣を取り出す。

　優雅に構えたかと思うと、次の瞬間、一瞬にして魔王に斬りかかった。

「早い！」

　レーナが唖然としながらも聖剣を握り直す。

　もしかしたら、魔王より強いかもしれない。なんとかサーベルで防いでいるが、防戦一方になっている。

　ヒヤリと汗をかきながら、付け入る隙を狙う。だが、そんなレーナに魔王が声をあげた。

「レーナ、下がっていろ！」

「で、でも……！」

「君は、他の敵を！」

「……っ」

　そう言って、魔王は床を蹴ってロスタルファと空中戦を始めた。こうなっては手が出せない。遅れてロスタルファの部下たちが動き出し、レーナは仕方なく彼らの対処に向かう。

　その頃、もちろんセジュラとリザも式場内で戦いつつ人々の避難させていた。

　誰も死なせるな。それが魔王の命令だ。セジュラは必死に彼らの命を守り、襲い来るロスタルファの部下を排除する。

「まったく、人使いが荒い！」

　得意の剣技で次々と薙ぎ倒していく。その背後では、人々を助けながら魔法で自分を援護するリザの姿があった。彼女が危うくなれば、セジュラは自然と助けに入る。

「あーん、好き！」

「うるさい、働け」

　そのたびにくだらないやりとりが発生するが、この構図もすっかりおなじみだ。

「はぁ、手のかかる相棒だな……」

　誰にも聞こえないほどの小声で呟いて、セジュラはわずかに唇の端を吊り上げた。




　レーナやセジュラたちが奮戦している間、魔王はロスタルファと式場の真上で一騎打ちを続けていた。

　最初こそ防戦一方だった魔王だが、次第に押してきている。ロスタルファの攻撃の癖を掴んで、隙を突くように反撃を繰り出す。ロスタルファはたまらず、地面に降り立って距離を取った。

「くっ……最弱魔王のくせに！」

「だれが最弱だ、誰が！」

　疲労の見える彼が、ついぐらりと体勢を崩す。それを見逃さず、魔王は祭壇の上に降り立つと、すかさず腹に力を込める。一瞬だけ周囲を窺い、魔族たちの様子を見て今だと見極めると、魔力を込めて叫んだ。

「────跪け！」

　咆哮に似た彼の言葉が響き渡り、その場にいたすべての魔族がビクリと身を震わせた。そして、一斉に彼へ向かって首を垂れる。

　人間側の防戦も止まり、シンと静まり返った。だが。

「私は、お前を王などとは認めない！　資質なきものの声など、私には届かない……ッ！」

　頭を下げかけたロスタルファが吠え、鋭く息を吐く。刹那、バシンと空気を震わせ、王の力が弾き返された。

　資質なきもの──。ロスタルファの言葉に、魔王の脳裏に弟の姿がよぎる。

　魔王の資質は、弟にこそあった。そしてロスタルファは昔、弟と仲がよかったのだと思い出す。よく一緒に狩りに行っていた。それを羨ましく思ったこともある。きっと、思想を同じくする友人だったのだ。

「私の敵わなかった男に、本来王になるべきだった男に、あなたは勝った。だからあなたを認めていた。情けなくとも、頼りなくとも、あなたこそが『魔王』だと！」

　ハッと目を見開いた魔王を、ロスタルファは強い瞳で睨みつけながら叫ぶ。

　王の力とはよほど強いものなのだろう。彼の唇の端からは、一筋の血が垂れていた。

「あなたは強い。その強さを魔族のために使うのなら私は耐えられる。だが、人間の女と軟弱な夢を追うというのなら……それを潰して、私が新たな王となる！」

　ロスタルファが地を蹴って斬りかかる。

　しかし、王の力に無理やり抵抗しながらの剣戟には、先ほどまでの冴えがない。魔王は難なく受け止め、ロスタルファごと薙ぎ払う。彼はゴロリと地面に転がったが、手をついてまた剣を向けてきた。

「人間は憎むべき存在だ。我々の同胞を殺した。勇者という存在も、そうやって我々を屠ってきた！　私は、私はお前など、王とは認めない！」

　血を吐きながら、ロスタルファは吠え続ける。

　彼の魔王へ向ける感情は複雑だ。憎しみ、蔑み、そして畏怖も尊敬も同時にあるのだから。

　その異様な雰囲気に、周囲は息を呑む。

「俺が、もっと強く聡明であったなら……」

　そうしたら、誰もが疑問なく跪き、誰もが従う、そういう王になれただろうか。魔王は傷ついたような顔をほんの一瞬だけ浮かべ、しかし顔を上げた。

「だが、俺は、俺だ。俺の理想は弟とは違う」

　迷いながら、戸惑いながら進んでいく。未熟だけれど、自分らしく。それを後押ししてくれる、愛しい者たちがいる。

　魔王はレーナの姿を強く思い浮かべ、もう一度叫んだ。

「────ロスタルファ、俺に跪け！」

　ハッと鋭い吐息が、辺りを振動させる。一瞬にして広がったそれに、魔族はみな地に伏すように膝を折る。

「ぐっ……！」

　ロスタルファもたまらず、足を挫けた。冷や汗を流しながら、最後まで抵抗して顔をあげようとする。だが、やがてゆっくりとその首を垂れた。

「……はぁ、……私を、押さえつけるとは」

　肩で息をしながら、ロスタルファがぼやく。魔王もぜえぜえと息を荒げたまま、彼の元へ近付いた。そして、その首元へ剣を突きつける。

「お前の理想も、また正しい。俺は魔族だからわかるよ。強いものがすべてを制す。弱いものには従わない。……弟の方が、きっといい魔王になれただろう」

　力ですべてを制し、人間界をも飲み込んで自分のものにしたかもしれない。その資質が、弟にはあった。

「だが、俺が見たいものは違うんだ」

　こうして王の力でねじ伏せても、彼の心が変わらなければ、また同じことを繰り返す。この世界の歴史と同じ。

　そうなりたくないからこそ、今、ここで言葉を尽くすのだ。

「……ロスタルファ。とても飲み込めないほどの大きな憎しみや悲しみも、少しずつ消化していくことはできないだろうか。共に同じものを食べ、笑い合うことはできないのか。俺はその道を、ずっと探している」

　戦では常に前線に立ち、たくさんの同族が殺されてきた。それをずっと見てきたのは、ロスタルファの一族だ。だからこそ、人間に対する敵意が一番強い。彼らが納得するには、膨大な時間がかかる。

「俺の考えを受け入れろとは言わない。だが、どうかしばらく、俺の背中を見ていてほしい。違うと思ったら、またこうやって話し合おう」

　魔王がそう呼びかけると、ロスタルファは嘲笑うように唇を歪めた。

「……これが、話し合い、だと？」

　だが、魔王は剣を引いて微笑む。

「俺たちにはそうだろう。魔族は勝った方に従う。だが、戦わなければ勝ちも負けもなく、互いの気持ちも知れなかった。……俺に勝負を挑んでくれてありがとう。激励を感謝する、ローレン」

　ロスタルファが本気を出していれば、もっとひどい手も取れた。だが、そうはしなかった。試すような挑発を繰り返し、あくまで自身が魔王とぶつかることを選んだ。

　そして、魔王が自分で目覚めることを望んだ。それがすべてだと、魔王は思う。

「……ふん」

　不貞腐れるようにそっぽを向いた彼に、魔王は居住まいを正してもう一度呼びかける。

「ローレン・ロスタルファ。魔王として命ず。俺が間違った時に、きちんと俺の脅威になると、今ここで誓え。それが、俺の臣であり敗者であるお前に課す使命だ」

「…………御意」

　ロスタルファが渋々頷くと、魔族たちの縛りが解放される。と同時に、彼は部下を連れて霧のように消えてしまった。

　やれやれ、と剣を仕舞って魔王は息を吐く。

　ここまでした後に、ロスタルファが単独で反旗を翻すことはないだろう。なぜなら、魔界には彼に匹敵する者が何人もいるのだ。勝てなかった者に、着いていく魔族はいない。しばらくは魔界で肩身の狭い思いをするはずだ。

「皆、無事か？」

　静まり返った場で、エリオットが声を上げた。

　おそるおそる人々は立ち上がり、己や周囲の者の無事を確かめる。

「先ほど降り注いだ魔鉱石は、我が宮廷錬金術師の鑑定により、アムリアで起こった襲撃事件と同質のものだとわかった。その入手経路も、人間側が持ち込んだものだと調べがついている」

　エリオットがそう言うと、来賓客の中に紛れ込ませていた錬金術師たちが前に出て、魔鉱石を手に取ってみせる。魔族側の仕業だと噂をばら撒かれてなかなか引き摺り出せなかったが、ロスタルファに与していたのが確定すれば言い逃れはできない。

「今日ここに、この件に関わった者がいる。彼らには後日、私から沙汰が下るだろう」

「なっ……」

　デボルタが思わず声をあげ、あっと両手で口を塞いだ。青ざめて目をぎょろつかせる彼は、すでに警備の騎士に囲まれている。

　同じように、何人かの貴族が逃げられないよう静かに囲われた。

「この騒ぎの一端は人間側にもあるようだ。魔族の方々に、心よりお詫びする。疑ってすまなかった」

　エリオットが頭を下げると、人々はどよめいた。

　そこで魔王が前に出て、同じように頭を下げ、そしてエリオットに手を差し伸べる。

「唆したのはこちらも同じだ。魔族か人か、まずはそう考えるのをやめないか」

「……そうだね」

　エリオットは顔をあげ、魔王の手を取る。

　どよめきは歓声になった。




　罪を犯した者たちが裁かれ、騒動はひとまず収集する。けれど、たぶん、こういうことはこれからも続くのだろう。争いの歴史は、そう簡単には変わらない。

　レーナは隣に立つ魔王を見上げる。

「いつか、人間と魔族の確執が解消する日はくると思う？」

「……わからん。だが、そうありたいと示していくことはできる」

　綺麗事上等だ。理想は目指すためにある。掲げる者がいなければ、道標がなくなってしまうのだから。

　暗闇では、前を向いて歩けない。常に火を灯し、掲げ続けるのだ。

「さあ、式を再開しよう」

　魔王が手を差し出す。レーナは頷き、彼の手に手を重ねた。







　ボロボロの祭壇で、結婚式は再開された。招待客もレーナたちも、衣装は汚れ、あちこち破れている。けれど、空気は和やかだ。

　なぜなら────魔鉱石の襲撃から、人間を守った魔族がいた。魔族の前で、盾を構えた人間がいた。種族を問わず避難を誘導した者がいて、転んだ者を助け起こした者がいた。そしてその中央で、始終愛おしげに見つめ合うふたりがいるのだから。

　レーナと魔王は中断された誓いのキスをし、誓約書にサインする。新しい時代の訪れだ。

「俺と、最期まで共に夢を見てくれるな？」

　自分の一生をこの役割に賭けると、レーナはもう決めている。

「もちろん」

　答えると、魔王はレーナを抱き上げた。

「最後の一瞬まで、君を愛すると誓おう」

　種族が違っても、生きる時間が違っても、幸せになることはできる。そう証明してみせるのだ。

「今だから言う。出逢った時から……夜会でひと目見た時から、君に近付きたくて、人を縫って歩いたんだ。君しか見えなかった」

　そう言って目を細めた。あの煌びやかな夜が蘇る。

「私も、一目惚れだった」

　勇者と魔王は惹かれ合う──。

　それは比喩ではなく、事実そうなのだと、身を隠していた時に壁画の前でガーラルが語ってくれた。

　彼の発見した遺跡の壁には、こう描かれている。

　時おり落ちてくる異世界人は、あまたに存在する別の世界で命の尽きた人間で、星の中心にある魔力を蓄えた魔族の王、『魔王』の魔力に惹かれて落ちてくるのだという。

　その焦がれは魂に刻まれ、やがてふたりは巡り合う運命だ。

『惹かれ合う、とはそういう意味らしい』

　魔王と異世界人の関係性は、その時々で違う。惹かれ合った挙句、争い合うもの、仲間になるもの、さまざまだった。

　他の世界から来た彼らは、この世界にある特殊な武器や魔法を使いこなしてしまう。なので魔族に与すると厄介だと気付いた人間側が、「あなたは勇者だ」と迎え入れることが多かった。聖剣もそうやって与えたもののひとつらしい。

　やがて時は流れ、カンザレア建国の頃には、そんな歴史も風化してしまった。今はただ伝説が残るのみだ。

『つまり魔王殿は、世界を越えたレーナの運命の相手というわけだね』

　火を囲んで一緒に聞いていたエリオットが、茶化すようにそう言った。それにガーラルが頷き、ふたりは目を合わせて微笑む。

　彼とガーラルの間の雰囲気は、遺跡の件をエリオットに伝えてからというもの、だいぶ柔らかくなった。表向きにはこれからも敵対するだろうが、以前とはほんの少し違っていくかもしれない──。

「運命の相手、かぁ……」

　遺跡でのガーラルたちとの会話を思い出し、レーナは抱きかかえられたまま魔王を見つめて呟いた。それを聞きつけた魔王は目を細め、レーナを見つめ返す。

「決められたものだと嘆くか？」

　その質問に、レーナはすぐに首を横に振ってみせる。

「決められたものだとしても、それをどうするか決めるのは、いつだって私なの」

　それはつまり、自分で選び取ったのと同じ。彼の立場も人生もひっくるめて愛すと決めたのは、まぎれもなく自分なのだから。

　そう告げると、魔王は紅玉の瞳を眩しそうに細め、柔らかく微笑んだ。そして、そっと顔を寄せて囁く。

「愛してる」

「私も、愛してる」

　耳の裏で歓声が響く。

　すべてが良い方へと変わっていきますようにと祈りながら、レーナは目を閉じ、熱い口づけに身を委ねた。







「お見事なパフォーマンスでした、魔王様」

「お、お、おう」

「レーナ、よくやった！　衆人環視の中であーんなにイチャつくなんて、ラブラブ作戦大成功だね！」

「ま、まかせて！」

　式が終わり控室として用意していた天幕の中へ引っ込むと、セジュラとリザが盛大に誉めてくる。熱いキスに加えて、何度も何度も抱擁しあまりにも恥ずかしげなくイチャついてしまったため、ふたりには過剰な熱愛の演技だと思われたようだ。

　──パフォーマンスじゃないんだけどね……。

　魔王のマントの下で、指を絡めた手はしっかりと繋がれたまま。

　ふたりは顔を見合わせ、悪戯を成功させた子供のように、くすりと笑い合った。








エピローグ









　魔王城でボロボロになったウェディングドレスを脱ぎ、メイドたちに手伝われて隅々まで身を清めて香油を塗られたレーナは、シルクのような手触りの薄い夜衣を羽織って夫婦の寝室へと向かった。

　もう何度も行為に値することはしてきたのに、胸がうるさいくらいに高鳴る。いよいよ魔王に抱かれるのだと思うと、様々な思いが込み上げてきた。

　続き部屋からそっと寝室の扉を開け、おそるおそる顔を覗かせる。と、ほぼ同じタイミングで反対側の扉が開き、見知った顔がそろりとこちらを覗き込んだ。

「えっ」

「あっ」

　そこには、いつもと同じ前合わせの寝衣姿の魔王いた。

　お互いがお互いに驚き、びくりと身を震わせ、そして同じようにどぎまぎしながら寝室を覗いていることに気付いて、ふたりは同時に噴き出す。

「さっさと入ったら？」

「君こそ。冷えるから早くベッドへ行け」

「じゃあ、一緒に行く？」

「……そうしよう」

　遠慮がちに部屋へと入り、互いにゆっくりと歩み寄る。ベッドの前で見つめ合うと、自然と恥ずかしさで顔が熱くなった。

　改めての初夜というのは、どうにもこそばゆい。

「……くそ、格好悪いな」

　盛大に照れて赤くなった顔を片手で覆い、魔王が項垂れる。魔族の特徴である尖った耳まで真っ赤だ。その様子に、レーナはにやにやしてしまった。

「照れ屋のあなたも好きだよ」

「言ったな」

「──きゃあっ！」

　ムッとした魔王が、レーナを抱き抱えてベッドに押し倒す。

「俺も、ひと言多い君が好きだ」

「怒らないでよ」

　ふふ、と笑って、のしかかってくる魔王を抱きしめる。

　耳元にかかる吐息が熱い。息の荒さで、興奮が伝わってくるようだ。

「やっと君を抱ける」

「うん……」

　散々おあずけを食らったから、お互いに待ち遠しくてたまらなかった。

「レーナ……」

　顔をあげた魔王が、レーナに鼻先をくっつけて甘えるように囁く。

「……メア」

　まだ慣れないその名を呼ぶと、彼は嬉しそうに深紅の瞳を細めた。

「あぁ、いい気分だ。もっと呼んでくれ」

「メア……、ん、ぁ……メア……」

「レーナ」

　柔らかく唇をつけ、啄まれる。名を呼びあいながら弄ぶようなキスを繰り返し、やがて舌でぺろりと唇を舐められ、魔王の舌が口の中へと入り込んでくる。

「はっ……ふ、ぁ」

　彼の長くざらりとした舌は、ねっとりと絡むような動きでレーナの口内を犯す。どろっとした甘い唾液が注がれ、頭がぼうっととろけていく。

　本格的にレーナを食べるつもりだからか、いつもよりも魔王は多めに唾液を流し込んでくる。あっという間にとろけきってしまったレーナの口から舌を抜いて、魔王は指を薄い寝衣に這わせた。

「今日はどんな下着なんだ？」

　珍しく魔王と同じような寝衣を着ているが、いつもわけのわからない下着をつけていることは知っている。魔王は悪戯をするように、寝衣の合わせ紐を解いた。

　シルクのような光沢のある布地が、するりとレーナの肌を滑っていく。前がはだけ、蝋燭の薄明かりの前に、その白くしなやかな肌がさらされる。

　と、魔王がハッと息を呑んだ。

「……！」

　あらわになったのは、一糸纏わぬ生まれたままの姿だった。

　筋肉のついたバランスの良いしなやかな肢体、小ぶりだが形の良い胸と、小さく可愛らしい桜色の頂。流れるようなラインの腰と腹はきゅっと締まっていて、同じく締まった臀部が大きく見えるほどだ。そこから続く、長く白い脚に魔王は魅了される。彼の視線がその辺りを彷徨うと、レーナは恥じらうように両脚を擦り合わせた。

　魔王が驚いて、問うように彼女の顔を見る。

　するとレーナは、顔を首元まで真っ赤に染め、顔を背けながら呟いた。

「……そのつもりだったから、もう……脱いできた」

「……っ」

　その言葉に、魔王は思わず身悶える。ゆっくり楽しもうと思っていたのに、これでは無理だ。

「もっと、よく、見せてくれ」

「え……あっ」

　思わず体を隠そうとする手をとって、シーツに縫い付けるようにして拘束し、組み敷いた。

　魔王の眼下に、柔らかな曲線を描く双丘がさらされた。見つめていると、その頂が期待するようにぷっくりと膨らんでくる。

「ああ、とても綺麗で、美味しそうだ……」

　そっと顔を近付けて、ツンと尖った突起をぺろりと舐める。レーナが小さく悲鳴を上げて、体をびくりと跳ねさせた。

「あっ、あ……や、んっ」

　すでにキスで媚薬を与えられ、レーナの感度はあがっている。胸を舐めしゃぶると、それだけで甘ったるい声で鳴いてしまう。

「気持ちいいか」

「あっ、いい……きもち、ぃ……」

　ちゅっと吸い付くと、形の良い胸を逸らしてよがる。しばらく舌で捏ねるように乳首を弄ぶと、魔王はそのまま胸のいたるところに吸い付いてから、鎖骨や首筋を舐め上げた。

「ひゃっ……ん！」

　どこを刺激されても気持ちよく、体が勝手に跳ねてしまう。反応のいいレーナを相手にするのは楽しいのか、魔王は調子に乗ってあちこちを舐め始めた。

　耳の形をじっくりとなぞるように舌を這わせ、顎や喉元をたどり、下へ降りていく。薄く腹筋の割れた腹、すらりと伸びた足。その足を持ち上げて内腿へと唇を這わせれば、行き着く先は秘められた場所だ。

「あっ、やだ……あ、あっ！」

　わずかに抵抗するも、力が入らずされるがままになってしまう。

　魔王の舌は割れ目をなぞり、肉芽を擦る。ちゅうと吸い付いて舌先で擦ったりすり潰したりすると、レーナは体を突っ張らせて喘いだ。

「あぁ……だめ、ぁ、いく、いっちゃう……っ」

　自ら足を開き、魔王の舌へそこを押しつけるようにして達する。びくんびくんと大きく震え、それからくったりと全身の力を抜いた。

　はぁはぁと息を吐くレーナに、魔王はまだ舐め続けようとする。舌を伸ばして肉芽を刺激し始めたところで、レーナが悲鳴を上げた。

「待って、こんなにされたら、も、もたない、から……！」

　頭を抑えて弱々しく拒否すると、魔王は唇をぺろりと舐めて笑う。

「魔族の夜はしつこいぞ。交尾となれば、孕むまでひと月ほど離さない種もいるくらいだ」

「えっ……」

　とんでもない情報に、レーナが一瞬にして青くなった。

「俺はそこまではしないつもりだが、いつもよりは離してやれないかもな」

「まっ……それは聞いてな……待って、ちょっ」

　ちゅうっと音を立てて愛液を吸う。そのまま執拗に舐められて、レーナは再び達してしまった。

　それでもまだ離してくれず数度イかされ、しまいには弱々しく喘ぐしかなくなって力が抜ける。両足をだらしなく開いてどろどろになったあそこを曝け出していると、いつの間にか魔王の指と舌が膣内を探り始め、ぐちゃぐちゃにかき混ぜられた。

「あっ……いや、も……あぁ……ひぁ……ぁ、あ……っ」

　とろけきったそこは、簡単に快楽を拾ってひくひくとはしたなく震える。

「もう、いいか……」

　その様子に、ふ、と薄く笑って魔王も寝衣を脱いだ。

　下はいつものように、何も着ていない。きゅうと引き締まった腹筋の下には、そそり立つ立派な雄の欲望が見えている。

「あ……」

　それがいつもより大きい気がして、レーナはぶるりと身震いした。硬くて逞しいそれに与えられる快楽を、レーナの体はもう知っている。平たい腹がひくりと痙攣し、足の間からとろりと熱い蜜が溢れた。

「欲しいか？」

「ん……」

「俺もだ」

　魔王はゆっくりとレーナの両足を広げ、秘部へと剛直をあてがった。直接触れられると、その熱と質量を感じて一気に息があがる。

「はっ、ぁ、や、もう……っ」

　焦らすように切っ先で何度か割れ目をなぞられただけで、レーナはたまらず腰を揺らしてねだってしまった。それを愉快そうに見つめながら、魔王は舌舐めずりをする。

「かわいいレーナ……愛してる」

「わたし、も……ぁっ！」

　ぐ、と腰に体重をかけられ、泥濘に弾力のある先端が沈み込む。それはじわじわとレーナの中を押し広げながら、奥へ奥へと捩じ込まれていく。

「はぅ……っ」

　硬く大きく熱いそれは、彼女の狭い膣をいっぱいに満たしていく。内壁を擦り上げられ、苦しさと気持ちよさで背中にぞわぞわと鳥肌が立った。

「あぁ……っ、や、イっ……、あぁぁっ！」

　まだ半ばほどなのに、きゅう、とナカが収縮する。吸い付くようにきつく締め付けられ、魔王が切なげに眉を寄せた。

「まだ、もっと奥まで」

　そう言って、痙攣するレーナの最奥へと腰を押し進める。大きく硬い異形の剛直は、やがて彼女の中にみっちりと収まった。

「…………っ、はぁ」

　奥にぶち当たり、根本と入口が密着する。ふたつの体がぴたりと重なる充足感に、ふたり同時に熱のこもった吐息をこぼす。

「メア……」

「レーナ」

　互いの名を呼び合い、悦びに震える唇を近付けた。繋がったままするキスは、どんなキスよりもレーナの心を満たしてくれた。

　顔を傾け、深く唇を重ねながら、レーナは魔王の体を抱き締める。魔王も抱きしめ返しながら、ぐっと腰を押し付けてきた。身体中、すべてが魔王でいっぱいになる。

　最初の夜の、慰めの行為とは違う。今はもっと深い愛情と繋がりを感じて、レーナの瞳から自然と涙がこぼれた。

「……っ、メア……」

「レーナ、もっと深く、深く繋がろう」

「ん……っ」

　魔王が唇でその涙を拭いながら囁く。密着していた体をわずかに離すと、レーナがしがみつくように抱き締める腕に力を込めた。刹那、魔王の腰がレーナの奥へと打ち付けられる。

「あっ、あぁ……！」

　抱きしめてくれていた彼の逞しい片腕が、いつの間にかレーナの引き締まった細い腰を掴んでいる。逃げられないよう押さえつけながら、小刻みに最奥を叩かれた。

　怒張した魔王の雄が、前後に動くたびにレーナの内側をぞりぞりと擦り上げる。反り返ったその裏筋の突起が、媚薬によってどろどろにとろけた内壁を刺激する。

　そして最後は最奥へ、まるで口づけをするかのように優しく押し当てられる。

「ひぁあ……っ！」

　ビリビリと痺れるような甘い刺激が、全身に奔った。優しく、しかし執拗に刺激され続け、レーナはたまらず大きく身を反らして絶頂する。

「んっ、あぁ、あぁぁ……っ！」

　それでも魔王の動きは止まらず、びくびくと震えながら達している最中も、ずっとレーナを捕まえて揺さぶり続ける。

　レーナは魔王の腕を掴んで身悶え、激しく身を捩った。そうして乱れる様子も楽しむように、魔王は唇の端を吊り上げる。

「だめ、あぁ……これ、だめぇ……！」

「あぁ、最初の夜にすべて知っている。これはダメなんだろう。ダメだが、悦いんだよな？」

　深紅の目に欲望を滾らせながら、獣のように荒い吐息をこぼしてうっとりと囁かれ、レーナは身を震わせた。一度火がついた魔王は、きっともう止められない。思うがままに動いて、レーナをよがらせ続ける。

　記憶の戻った今のレーナにはわかる。最初の夜は、ものすごく手加減されていたのだと。

「メ、ア……っ！」

　腰の動きは、レーナが感じるほどますます強く激しくなっていく。響く水音に粘り気が増し、打ち付け合う肌の音が大きくなる。

「あ、あ、ぁあっ、メア……、も、イッ、ひゃぅ……っ」

「ああ、俺も……っ、はぁ、レーナ……レーナ、君の中に……！」

　しがみついて背中に爪を立てるレーナを抱きしめて、魔王がびくりと震える。ドクドクと脈打ちながら吐き出される大量の白濁が、レーナの最奥に注ぎ込まれた。

「んん……っ！」

　それも魔王の体液だ。媚薬による甘い痺れが背を伝う。

　もう、イっているのかいないのかわからない。ずっと頭の中が真っ白になるほど気持ちがよくて、わけがわからなくなる。

「まだ、まだ、君を抱きたい。レーナ……」

　魔王はそう囁いて、出し切ったはずのものを再び動かし始めた。休みなく二回戦が始まってしまい、レーナが驚きの声を上げる。

「あ、うそ、あぁ……っ」

　それでも、とかされ尽くした体は魔王を悦んで受け入れた。激しく突かれながら胸の先端を弄られ、もっと、とねだるように彼を締め付けてしまう。

　──魔族の夜はしつこいぞ。交尾となれば、孕むまでひと月ほど離さない種もいるくらいだ。

　そこまでしないと言いつつ、それ、あなたの種族じゃないの？　と尋ねたくなる。しかし、今さらこわくて聞けない。

　その後、空が白んでくるまで散々に喘がされ続け、レーナはもはや身動きすらとれなくなるほど疲れ果ててしまった。




「ふ……ここまでにしようか」

　魔王がそう言って、まだ大きいままの男根を引き抜いて笑う。余裕そうな笑みに腹を立てながらレーナが顔だけを彼に向けると、自分から引き抜かれた太い幹に、大量の白濁がたらりと垂れていく様をまざまざと見てしまった。

「あ……」

　レーナが惚けた声を出し、真っ赤になる。

「なんだ、物足りないか？」

「そ、そんなことない……っ」

　慌てて首を振り、顔を背けた。さすがにもう体が痛い。

「……魔族って、いつもこんなにするの？」

「種族による。……が、俺は君を孕ませる気でいるからな」

「う……」

　その言葉にさらに真っ赤になってしまい、レーナは体ごと魔王に背を向けてシーツに隠れた。

　きっと明日も、明後日も、その先も、ずっとこんな風に抱かれるのだろう。そう考えると、嬉しいやら恥ずかしいやら気が重いやら、どうしていいかわからない。

　さまざまな感情にぐるぐると戸惑っているレーナを、魔王はそっと後ろから抱きしめた。彼がパチンと指を鳴らすと、灯っていたわずかな灯りが消える。

「おやすみ、レーナ」

「おやすみなさい、メア……」

　魔王はレーナのつむじに口づけをすると、彼女を抱いたまま眠りにつく。

　朝が近付く薄暗闇のベッドの中、しばらく沈黙が降りた。

「……俺の子を、産んでくれるか？」

　と、ふいに魔王が、静寂を破って耳元にそっと囁く。その自信のなさそうな小さな声は、気持ちではなく、一生の決意を尋ねているように感じた。

　レーナは少し笑って、そして迷わず頷く。

「もちろんだよ」

「よかった。やりすぎたかと心配した」

「まあ、やりすぎではあると思う」

　レーナはくすくす笑って、腕の中でくるりと反転した。この妙に遠慮がちで臆病な、けれど強気で前向きで変わり者の魔王が、心底愛おしい。

「レーナ、好きだ。愛してる」

「私も愛してる、メア」

　ぎゅっと抱きついて目を閉じると、魔王が抱きしめ返してくる。

　──私、この世界で、メアと一緒に生きていく。

　この世界の一員として生き、メアと共に命を繋いでいく。そう覚悟を決めた時、レーナはきっと、もう異世界人ではなくなっていた。

　──君と同じ火を囲みたい。

　その先に、どんな未来が待っているのだろう。自分はなにを遺していけるだろう。

　希望も、不安も尽きない。

　──だけど、今は……。

　あたたかな彼の腕の中で、微睡みながら深く息を吐く。ようやく見つけた居場所に、レーナは幸せな気持ちで微笑んだ。








（了）










番外編　幸せの物語









　魔王城の一室から、賑やかな声が聞こえてくる。

「おとうさま、おかあさま！　みてくださいませ！」

　可愛らしく響くその声は、レーナと魔王夫妻の第一子であり王女である、今年四歳になったばかりのエリナ姫の声だ。

　レーナ譲りの黒髪と猫目、その瞳の色は魔王メアと同じ紅だ。頭にはちょこんと小さな角がコブのように二本生えているが、体は人間の幼児そのものだった。

　人間と魔族のハーフである彼女は、両親からも城の使用人たちからも愛され、大切に育てられている。

　今も両親と一緒にテーブルを囲み互いの似顔絵をクレヨンで描いて遊んでおり、とても幸せそうに笑っていた。

「レーナ……君、俺がどんな風に見えてるんだ？」

「えへ。ちょっと、美術は苦手科目で……」

　レーナの似顔絵は、どこが顔だか体だかわからない。魔王はその画力に驚きつつ、面白そうに目を細める。

　彼女に比べて魔王とエリナは絵の才能があるのか、しっかりと形を捉えていた。

「わたくしが、いっちばんじょうずです！」

「そうだね、エリナが一番上手！」

　えへん、と胸を張る娘に、母は嬉しそうに手を叩く。

　魔王はそれぞれの絵を楽しげに眺め、愛娘エリナの腕を大袈裟に褒めては頭を撫でていた。

「額に入れて、城の廊下に飾っておくか」

　そんな親バカ発言に、レーナもうんうんと頷く。

「エリナに毎年描いてもらうのはどう？」

「そのうち家族がどんどん増えて、廊下が足りなくなるな」

「どんどん増え……っ、る、かも、ね？」

　魔王の放った言葉に、レーナが赤くなる。

　エリナも大きくなってきたし、騒がしかった魔界も落ち着いてきた。人間界との交流も盛んになり、今のところロスタルファたちも大人しい。だからそろそろ二人目を作ろうかと、そんな相談をしているところなのだ。

　魔王は幸せそうに微笑みながら、照れるレーナにわざとらしく寄り添う。テーブルを囲んでラブラブな両親を見つめ、エリナはニヤニヤと笑った。

「わたくしも、はやくケッコンしたいなあ」

「えっ」

「だ、だめだ！」

　仲睦まじい両親を羨ましく思ったのか、ふいにそんなことを呟くのでふたりは大慌てだ。

　まだ結婚は早い。早すぎる。ついこの前生まれたばかりなのに。

「わたくし、おとうさまとケッコンしたいです」

「グハッ」

　娘のプロポーズに、魔王が喜びのあまり胸を押さえる。そしてデレデレしながら、「お父様には、お母様がいるから……」などと悩みながら答えていた。

「そんな、苦渋の選択みたいに言わなくても」

　幼いエリナの発言に翻弄される夫に、レーナが笑っていると。

「姫様。ごきげんいかがですか」

　そこへ、セジュラとリザがやってきた。セジュラは魔王への書類を持ち、リザはお茶とお菓子をワゴンに乗せて運んでくる。

「やっほ～、おちび！」

「おちびではありません！」

　リザの気さくすぎる挨拶に、エリナがぷうと頬を膨らませた。この二人は精神年齢が近いのか、よくやり合っている。

「ええ、姫はおちびではありませんとも」

「セジュラはやさしいので、だいすきです！」

「なんだと」

　ただフォローしただけのセジュラを、ギンと鋭く睨みつける魔王。それに、はいはいと白けた様子で受け流すセジュラ。これもいつもの光景だ。

「ねえ、セジュラ。わたくしもケッコンしたいと思うのですが」

「はあ……すればよろしいかと存じます」

「おい、勝手なことを言うな」

「あなたはわたくしのこと、どう思いますか？」

「はい？」

　もじもじしながらそう尋ねるエリナに、一同は固まった。

「だ、だめ！　絶対だめ！　セジュラはあたしのだもん！」

　一番慌てたのは、当のセジュラよりも魔王よりも、リザだった。彼の腕に抱きつき、涙目になる。

「……そうなのですか？　おとうさまとおかあさまみたいに？」

　エリナはきょとんとして、セジュラとリザを見た。

　ふたりは結婚していない。ラブラブにも見えない。そう言いたいのだろう。

　不思議そうに眺めるエリナに言い返すことができず、リザは苦しそうに呻く。

「う、う……」

　いつもこういう話題の時は、すかさずセジュラが鼻で笑って「馬鹿なことを言うな、図々しい小娘め」などと拒否されるのがパターンだ。

　でも、それでお姫様と結婚ってことになったらどうしよう……。

　そう考え、泣きそうになったリザは俯いた。セジュラの腕を掴んだまま、ぐっと唇を噛んで涙を堪える。

　しかしセジュラは意外なことに、フッと小さく笑うと、

「そういうことですから、申し訳ありません」

　などと言って、エリナへ丁寧に頭を下げたではないか。

「……っ!?」

　リザが驚きに目を見開く。その瞳からポロリと涙が溢れる前に、セジュラは彼女をさっと抱き寄せた。

「では、仕事があるので失礼いたしますね」

　そして、リザを引っ張って嵐のように去ってしまう。

　残されたレーナたちは、ポカンとしながらふたりを見送る。

「……あいつら、どうなってるんだ？」

「さあ。わかんないけど……」

　これは、もしかしてハッピーエンド？　よかったね、リザ！

　と、レーナは心の中で微笑む。あとでじっくり、ことの顛末を聞かなくては。

　それにしても、可哀想なのは父と従僕に二連続で振られてしまった娘だ。がっくりと肩を落としている。

「はあ……ざんねんです」

「焦らずとも、いずれお父様がいい男を見繕ってやる」

「それではだめなの」

　溜息を吐く娘のフォローをしようと魔王がその頭を撫でると、彼女はふるふると首を振った。

「おかあさまが言っていました。うんめいのひとは、自分で探さなければいけないって」

「レーナ……」

「えへへ」

　四歳の子供に何を教えているのか。

　しかし、エリナはパッと瞳を輝かせて母を見る。

「そうやって、だいすきなおとうさまを見つけたのですよね？」

「そうよ」

　レーナが頷くと、エリナは彼女の元へ駆け寄ってその膝に抱きついた。

「おはなし、ききたいな」

　可愛くおねだりする娘を愛おしげに見つめ、レーナが頷く。

「うん。それじゃあ、お茶を飲みながらお話しよっか。お母様がお父様と出会って、大好きになるまでのお話を」

「はい！」

　ふたりのやりとりに、もしやこれから妻の盛大な惚気を聞けるのかと、魔王は照れながら咳払いする。

「俺もそこに居ていいか？」

「もちろん」

　そわそわしながら尋ねてくる様子にくすりと笑いながら、レーナは落ち着くためにテーブルの側にあるゆったりとしたソファに移動した。

　エリナがその隣に座ると、魔王がリザの持ってきたお茶を用意して向かいの椅子に腰掛ける。




　そして、レーナはゆっくりと話し出した。

　大好きな夫、メアに出会った、勇者と魔王の物語を──。








最弱魔王と結婚します！


勇者ですが転職に失敗したら溺愛されました
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